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近
江
を
拠
点
に
活
動
し
た
面
打
井
関
家
は
、
越
前
の
出
目
家
と
並
び
、
世
襲
面
打
の
二
大
家
系
と
し
て
能
面
史
に
す
こ
ぶ
る
大
き
な
位

置
を
占
め
て
い
る
。
出
目
家
の
伝
承
を
基
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
大
野
出
目
家
伝
書
」
『
面
打
秘
伝
書
』
『
仮
面
譜
』
が
、
い
ず
れ
も
戦
国
期

か
ら
江
戸
初
期
に
活
躍
し
た
面
打
の
家
系
と
し
て
井
関
家
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
も
、
井
関
家
の
存
在
が
、
出
目
家
に
と
っ
て
無
視
で
き
な

い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
の
井
関
家
の
人
物
と
し
て
、
『
仮
面
譜
」
は
、
上
総
介
親
信
・
次
郎
左
衛
門
・
備
中
橡
・

河
内
家
重
の
四
代
に
わ
た
る
系
譜
を
掲
げ
、
『
大
野
出
目
家
伝
書
」
は
、
井
関
次
郎
左
衛
門
上
総
介
親
信
・
備
中
家
政
・
井
関
河
内
家
重

の
三
人
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
従
来
の
能
面
研
究
で
は
、
両
書
に
見
え
る
系
図
を
も
と
に
井
関
家
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ

た
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
系
図
に
は
誤
り
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
斎
藤
望
氏

「
面
打
井
関
家
の
系
譜
」
（
『
彦
根
城
博
物
館
研
究
紀
要
」
八
号
、
平
成
九
年
）
は
、
鞍
打
井
関
家
の
系
譜
資
料
に
拠
っ
て
、
面
打
井
関
家
の

系
譜
の
再
検
討
を
試
み
ら
れ
、
田
邊
三
郎
助
氏
「
面
打
ち
・
大
光
坊
幸
賢
と
近
江
井
関
」
二
月
刊
文
化
財
』
四
二
七
号
、
平
成
十
一
年
）

は
、
大
光
坊
幸
賢
の
新
た
な
作
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
井
関
家
の
多
く
の
作
品
群
を
傭
鰍
し
て
、
能
面
史
に
お
け
る
井
関
家
の
位
置

面
打
井
関
考

は
じ
め
に

宮
本
圭
造
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井
関
の
現
存
作
例
の
う
ち
、
最
も
古
い
年
記
を
持
つ
の
が
、
土
佐
神
社
蔵
の
尉
面
で
あ
る
（
写
真
①
）
。
土
佐
神
社
に
は
長
宗
我
部
氏
の

寄
進
と
伝
わ
る
五
十
一
面
も
の
能
面
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
水
損
の
被
害
を
受
け
た
ら
し
く
、
す
で
に
彩
色
層
が
失
わ
れ
、
木
地
が
剥

き
出
し
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
右
の
尉
面
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
来
彩
色
層
に
隠
れ
て
い
た
は
ず
の
墨
書

銘
が
露
わ
に
な
っ
て
お
り
、
作
者
に
つ
い
て
の
重
要
な
情
報
を
伝
え
て
く
れ
る
。
今
で
は
、
そ
の
墨
書
銘
も
擦
れ
の
た
め
に
判
読
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
が
、
赤
外
線
写
真
に
よ
っ
て
解
読
し
た
も
の
を
次
に
掲
げ
る
。

を
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
井
関
家
に
は
『
仮
面
譜
」
が
伝
え
る
四
代
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
多
く
の
井
関
姓

の
面
打
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
、
「
仮
面
譜
』
に
見
え
る
四
代
は
、
必
ず
し
も
同
一
の
家
系
で
は
な
く
、
次
郎
左
衛
門
家
の
系
譜
と
十
兵

衛
家
の
系
譜
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
井
関
家
の
系
譜
に
関
し

て
は
、
依
然
と
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
次
郎
左
衛
門
家
と
十
兵
衛
家
と
の
関
係
は
も
と
よ
り
、
歴
代
の
生
没
年
、
活
動
時
期
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
井
関
家
の
現
存
作
例
を
網
羅

的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
文
献
資
料
を
博
捜
し
、
可
能
な
限
り
具
体
的
に
、
井
関
家
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

に
な
っ
て
い
る
が
、

江
州
坂
田
北
郡

住
人
井
関
［
上

源
親
信
作
也

千
時
享
［
禄
］

八
月
十
六
日

、
井
関
上
総
守
と
そ
の
周
辺

［
上
総
守
］

元
年



､打井関考龍
右
の
墨
書
銘
の
う
ち
、
［
］
で
括
っ
た
箇
所
は
、
従
来
判
読

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
箇
所
、
あ
る
い
は
判
読
に
疑
問
符
が
付
さ
れ

て
い
た
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
行
目
の
［
］
は
、
墨
書
銘
が

額
の
毅
の
部
分
に
重
な
っ
て
い
る
た
め
に
筆
跡
が
明
確
で
な
く
、

こ
れ
ま
で
は
判
読
不
能
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
｜
宇

目
は
「
上
」
の
第
一
画
目
と
第
三
画
目
が
鮮
明
に
残
っ
て
お
り
、

「
上
」
と
見
て
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
下
の

方
は
眼
窩
の
部
分
に
か
か
っ
て
い
る
た
め
、
文
字
の
存
在
が
不
明

確
で
あ
っ
た
が
、
角
度
を
変
え
て
撮
影
し
た
赤
外
線
写
真
に
よ
っ

て
、
三
字
目
が
「
守
」
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
た

（
写
真
②
）
。
そ
の
「
守
」
の
上
の
字
は
「
総
」
と
読
む
こ
と
が
可

能
で
、
こ
の
部
分
は
「
上
総
守
」
と
解
読
し
て
差
し
支
え
な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
四
行
Ⅱ
の
［
］
は
木
地
の
表
面
が
擦

れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
墨
書
が
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ

ま
で
は
、
井
関
家
の
活
動
時
期
か
ら
類
推
し
て
「
禄
」
と
読
ま
れ

て
い
た
が
、
斎
藤
望
氏
が
前
掲
論
文
に
お
い
て
注
意
を
喚
起
し
た

よ
う
に
、
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
に
改
元
さ
れ
た
の
は
八
月
一
一
十

日
で
あ
り
、
十
六
日
の
時
点
で
は
い
ま
だ
改
元
が
な
さ
れ
て
い
な
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
土
佐
神
社
蔵
の
尉
而
に
よ
っ
て
、
井
関
上
総
守
親
信
と
い
う
而
打
の
実
在
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
井
関

親
信
は
、
「
大
野
出
ｎ
家
伝
書
』
「
仮
面
譜
』
等
．
が
井
関
家
の
初
代
と
し
て
名
前
を
挙
げ
て
い
る
井
関
上
総
介
親
信
に
該
当
す
る
人
物
と
見

て
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
上
総
守
」
と
「
上
総
介
」
と
で
官
途
名
に
剛
鵬
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
大
野
出
日
家
伝
書
」

『
仮
而
譜
』
が
伝
え
る
「
上
総
介
」
の
名
乗
り
を
誤
伝
と
見
る
べ
き
で
、
「
上
総
守
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
井
関
「
上
総
介
」
の
官
途

名
を
記
す
戦
国
期
の
資
料
が
皆
無
で
あ
る
の
に
対
し
、
井
関
「
上
総
守
」
の
存
在
を
示
す
同
時
代
資
料
が
、
他
に
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
世
文
学
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
笹
野
堅
氏
の
ノ
ー
ト
「
雑
録
」
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
笹
野
文
庫

蔵
）
の
中
に
、
「
江
北
大
光
作
」
と
刻
銘
の
あ
る
小
面
の
見
取
り
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
小
而
の
木
地
上
に
は
「
井
関
上
総
守
四

い
点
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
「
享
徳
」
元
年
（
’
四
五
二
）
の
可
能
性

も
考
え
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
享
徳
元
年
で
は
十
五
世
紀
に
ま

で
遡
る
こ
と
に
な
り
、
而
打
井
関
の
活
動
時
期
か
ら
す
る
と
早
す
ぎ
る
。

そ
の
た
め
、
斎
藤
氏
も
通
説
の
享
禄
元
年
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
さ

れ
る
。
首
肯
す
べ
き
見
解
と
い
え
よ
う
。
あ
ら
た
め
て
赤
外
線
カ
メ
ラ

で
詳
細
に
墨
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
「
亭
□
元
年
」
の
四
角
部
分
に
、

「
禄
」
の
髪
の
下
半
分
の
筆
跡
が
か
ろ
う
じ
て
確
認
で
き
た
。
「
徳
」
と

読
む
の
は
か
な
り
困
難
な
書
体
で
あ
り
、
や
は
り
こ
こ
は
「
享
禄
元

年
」
と
読
む
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
斎
藤
氏
が
指
摘
さ
れ
た
改
元
時
期

と
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
明
確
な
解
答
を
見
出
し
難
い
が
、
享
録

可
能
性
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。

享
禄
と
改
元
さ
れ
た
後
に
、

』

面
制
作
の
開
始
年
月
を
遡
っ
て
記
し
た

Ｉ

写真②土佐神社蔵尉･面赤外線写真
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男
」
の
「
西
之
坊
恵
鎮
」
が
作
っ
た
旨
の
弘
治
四
年
の
墨
書
銘
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
江
北
大
光
」
は
後
に
詳
述
す
る
面
打
・
大
光

坊
幸
賢
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
墨
書
銘
に
見
え
る
「
井
関
上
総
守
」
が
、
土
佐
神
社
の
尉
面
を
作
っ
た
井
関
親
信
と
同
人
の
可
能
性
が

高
い
の
で
あ
る
。
井
関
親
信
の
官
途
名
が
「
上
総
介
」
で
は
な
く
「
上
総
守
」
で
あ
っ
た
こ
と
の
有
力
な
傍
証
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
井
関
「
上
総
守
」
に
関
わ
る
重
要
な
資
料
が
存
在
す
る
。
広
瀬
良
弘
氏
「
戦
国
社
会
に
お
け
る
禅
僧
・
禅
寺
の
授

戒
活
動
ｌ
近
江
浅
井
氏
・
美
濃
岩
手
氏
と
そ
の
家
臣
団
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
禅
と
地
域
社
会
』
、
平
成
二
十
一
年
、
吉
川
弘
文
館
）
に
紹
介
さ

れ
る
「
徳
昌
寺
戒
帳
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
徳
昌
寺
は
前
身
を
医
王
寺
と
い
い
、
応
永
年
間
に
大
源
派
の
禅
僧
、
通
峰
を
開
山
と
し
て
建
立

さ
れ
た
。
通
峰
は
世
阿
弥
が
参
学
し
た
補
巌
寺
竹
窓
の
門
弟
に
あ
た
る
。
戦
国
期
に
入
る
と
、
徳
昌
寺
は
近
江
浅
井
氏
や
隣
国
美
濃
の
岩

手
氏
の
外
護
を
受
け
、
同
寺
お
よ
び
そ
の
関
連
寺
院
（
徳
昌
寺
四
世
盛
庵
正
碩
が
開
山
と
な
っ
た
禅
瞳
寺
な
ど
）
で
、
浅
井
氏
・
岩
手
氏
と

そ
の
家
臣
へ
の
授
戒
会
を
度
々
行
っ
た
。
「
徳
昌
寺
戒
帳
」
は
、
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
以
降
の
一
一
一
十
二
年
間
に
こ
れ
ら
の
寺
院
で
開
催

さ
れ
た
授
戒
会
で
戒
名
を
授
け
ら
れ
た
四
百
二
十
一
人
の
名
簿
で
あ
り
、
そ
の
授
戒
者
と
し
て
、
戦
国
大
名
の
浅
井
氏
な
ど
と
交
じ
っ
て
、

多
く
の
井
関
姓
の
人
物
の
名
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
「
徳
昌
寺
戒
帳
」
の
存
在
自
体
は
、
早
く
『
近
江
国
坂
田
郡
誌
』
に
そ
の
一
部
が
翻

刻
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
井
関
姓
の
人
物
が
散
見
す
る
こ
と
も
既
知
の
事
柄
に
属
す
る
が
、
『
近
江
国
坂
田
郡
誌
」
に
所
収
の
「
徳
昌
寺

戒
帳
」
は
記
事
の
一
部
を
抄
出
し
た
も
の
で
、
既
に
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
は
全
体
の
ご
く
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
未
紹
介
の

部
分
に
、
井
関
上
総
守
を
は
じ
め
、
井
関
家
に
関
わ
る
人
物
の
名
が
ざ
ら
に
多
く
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
徳
昌
寺
戒
帳
」

に
見
え
る
、
井
関
家
の
人
物
と
思
し
き
分
を
全
て
抜
き
出
し
、
授
与
さ
れ
た
戒
名
、
「
戒
帳
」
に
記
載
の
俗
名
、
授
戒
年
月
日
の
一
覧
を

に
見
え
る
、
井
館

以
下
に
掲
げ
る
。

慶
香

永
恩

井
関
安
房
殿
御
内

井
関
三
郎
兵
衛
殿
御
内

天
文
四
年
十
二
月
十
五
日

同
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永
寿

寿
慶

昌
源 周寿
光鶴

永等寿寿
玉鶴椿芳

寿
超
喝
食

寿
昌

妙
錦

、
水
玉

宗
林

日
甲
水 寿等

芳鶴

理
慶
大
姉

井
関
二
郎
三
郎
殿

井
関
源
七
殿
之
内

井
関
右
近
殿
之
子
息
小
法
師
殿
天
文
十
六
年
八
月
九
日

井
関
八
郎
兵
衛
殿
之
女
房
達

井
関
次
郎
左
衛
門
殿
之
内

井
関
七
郎
殿

同
八
郎
兵
衛
殿
之
内

同
七
郎
殿
之
内

井
関
七
郎
殿
之
母
儀

井
関
六
郎
次
郎
殿
母
儀

井
関
七
郎
兵
衛
殿
子
息

井
関
与
三
郎
殿
母
儀

御
菊
井
関
兵
衛
三
郎
殿
内

井
関
次
郎
左
衛
門
殿
内

御
駒
井
関
七
郎
次
郎
殿
御
内

井
関
浄
椿
息
女

井
関
七
郎
殿
母
儀

井
関
七
郎
殿

同同 同同
同
（
再
授
）

同
（
再
授
）

天
文
十
五
年
二
月
十
八
日
（
再
授
）

同 同同天
文
六
年
九
月
二
十
八
日

同同同同同同



６７面打井関考
宗
才

井
関
備
中
殿
之
子
息

弘
治
二
年
八
月
十
五
日

宗
貞

備
中
守
殿
御
内

永
禄
十
一
年
二
月
二
十
一
日

井
関
党
宗
俊
上
総
守
殿

同

宗
玉

上
総
守
殿
御
内

同

慶
瑞

次
郎
衛
門
殿

同

信
堅

備
中
守
殿

同

右
に
見
え
る
井
関
姓
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
後
に
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
こ
こ
で
ま
ず
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、

永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
二
月
一
一
十
一
日
に
授
戒
し
た
人
物
の
中
に
「
井
関
党
宗
俊
」
を
名
乗
る
人
物
が
お
り
、
そ
の
俗
名
に
「
上
総
守

殿
」
と
あ
っ
て
、
「
井
関
上
総
守
」
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
井
関
家
の
授
戒
者
が
多
く
見
え
る
中
で
、
こ
の
人
物
の
戒
名

に
の
み
「
井
関
党
」
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
の
は
、
彼
が
当
時
、
井
関
家
を
代
表
す
る
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
「
井
関
上
総
守
」
と
、
土
佐
神
社
蔵
の
尉
面
の
作
者
・
井
関
上
総
守
親
信
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
が
、
永
禄
十
一
年
と

土
佐
神
社
蔵
尉
面
が
制
作
さ
れ
た
享
禄
元
年
と
で
は
四
十
年
の
開
き
が
あ
り
、
同
一
人
物
と
す
る
に
は
い
さ
さ
か
跨
踏
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
「
徳
昌
寺
戒
帳
」
に
見
え
る
井
関
「
上
総
守
」
は
、
井
関
上
総
守
親
信
の
次
代
に
あ
た
り
、
息
子
も
ま
た
親
信
の
官
途
名
で
あ
る

上
総
守
を
襲
っ
た
も
の
と
現
段
階
で
は
考
え
て
お
き
た
い
。

そ
の
「
徳
昌
寺
戒
帳
」
と
同
じ
く
、
戦
国
期
の
井
関
家
の
人
物
の
名
が
多
く
見
え
る
資
料
に
、
「
伊
福
貴
社
奉
加
帳
」
「
伊
富
貴
大
菩
薩

奉
加
帳
」
も
挙
げ
ら
れ
る
。
表
題
の
通
り
、
近
江
伊
吹
社
に
寄
進
を
し
た
人
々
の
名
簿
で
あ
り
、
「
近
江
国
坂
田
郡
志
』
に
翻
刻
が
載
る
。

こ
れ
ら
の
奉
加
帳
に
も
、
近
江
北
郡
の
郷
士
の
名
が
数
多
く
記
載
さ
れ
、
戦
国
期
の
北
近
江
の
住
人
に
ど
の
よ
う
な
人
物
が
い
た
か
を
知

る
こ
と
の
で
き
る
好
資
料
で
あ
る
。
前
者
の
「
伊
富
貴
大
菩
薩
奉
加
帳
」
に
は
、
天
文
十
年
十
二
月
に
寄
進
を
し
た
人
物
と
し
て
、
井
関
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そ
の
井
関
親
信
以
後
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
資
料
が
伝
わ
ら
な
い
。
「
仮
面
譜
』
は
親
信
の
次
代
と
し
て
次
郎
左
衛
門
、
さ
ら

に
次
代
と
し
て
備
中
橡
の
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
系
譜
が
ほ
と
ん
ど
信
頼
に
足
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
斎
藤
望
氏
が
指
摘
す
る
通

り
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
多
く
の
研
究
者
が
、
年
代
等
の
状
況
証
拠
か
ら
見
て
井
関
親
信
の
後
継
者
の
作
で
は
な
い
か
と
見
て
い

る
の
が
、
篠
山
能
楽
資
料
館
蔵
の
般
若
面
で
あ
る
。
こ
の
面
に
は
、
剥
落
し
た
彩
色
の
下
の
木
地
に
「
江
州
北
郡
住
／
井
関
親
政
作
」

「
永
禄
元
年
壬
六
月
吉
日
」
の
墨
書
が
、
ま
た
面
裏
の
鼻
の
部
分
に
は
「
◇
」
の
細
工
印
が
あ
り
、
井
関
親
政
の
作
と
知
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
墨
書
の
う
ち
「
永
禄
」
の
箇
所
は
、
木
に
欠
損
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
後
世
、
そ
の
部
分
に
補
材
が
嵌
め
こ
ま
れ
て
お
り
、
現
状
の

墨
書
は
大
部
分
が
そ
の
補
材
の
上
に
書
か
れ
て
い
て
、
墨
書
の
信
瀝
性
に
は
や
や
疑
問
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
木
地
上
に

僅
か
に
残
る
墨
書
の
筆
跡
は
、
「
永
禄
」
の
文
字
の
一
部
と
見
て
何
ら
差
し
支
え
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
永
禄
元
年
に
は
確
か
に
閏
六
月

七
郎
次
郎
・
井
関
七
郎
の
名
が
、
後
者
の
「
伊
富
貴
大
菩
薩
奉
加
帳
」
に
は
、
天
文
五
年
五
月
の
寄
進
者
と
し
て
、
井
関
上
総
・
井
関
六

郎
次
郎
・
井
関
七
郎
次
郎
・
井
関
次
郎
左
衛
門
尉
・
井
関
弥
九
郎
・
七
条
井
関
右
近
・
七
条
井
関
下
総
守
・
井
関
兵
衛
三
郎
・
井
関
女
郎

の
名
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
伊
富
貴
大
菩
薩
奉
加
帳
」
に
も
、
寄
進
者
の
一
人
と
し
て
「
井
関
上
総
」
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

右
は
、
年
代
か
ら
し
て
、
井
関
上
総
守
親
信
と
同
一
人
物
と
見
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
「
井
関
上
総
」
の
寄
進
額

は
「
五
百
文
」
で
、
井
関
一
党
の
中
で
群
を
抜
い
て
多
い
額
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
全
て
の
寄
進
者
の
中
で
も
最
上
位
に
位
置
す
る
額

と
な
っ
て
い
る
。
井
関
一
党
で
「
井
関
上
総
」
に
次
ぐ
の
は
、
「
弐
十
疋
」
を
寄
進
し
て
い
る
「
井
関
次
郎
左
衛
門
尉
」
「
井
関
下
総
守
」

の
二
人
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
井
関
が
近
江
北
郡
の
有
力
な
郷
士
で
あ
っ
て
、
「
井
関
上
総
」
が
そ
の
井
関
一
党
を
代
表
す
る
地
位

に
あ
っ
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
井
関
上
総
守
以
後
の
系
譜



而打.井関考鯛

そ
の
親
信
以
後
の
井
関
家
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
大
い
に

参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
『
日
本
馬
術
史
』
（
昭
和
十
六
年
、

大
日
本
騎
道
会
）
第
十
四
篇
「
馬
具
」
所
載
の
鞍
打
井
関
の
花
押
集

で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
斎
藤
氏
が
前
掲
論
文
に
お
い
て
面
打
井
関

家
と
鞍
打
井
関
家
と
の
関
連
を
示
す
資
料
と
し
て
着
目
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
下
に
そ
の
一
部
分
を
引
用
し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た

い
（
写
真
③
）
。

こ
こ
に
は
鞍
打
井
関
家
が
馬
鞍
に
記
し
た
花
押
や
細
工
印
な
ど
と

（
｜
）

と
も
に
、
代
々
の
系
譜
に
関
す
る
情
報
が
見
露
え
る
。
鞍
打
井
関
家
の

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
記
は
十
分
に
信
頼
に
足
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
作
風
も
、
永
禄
の
も
の
と
見
て
何
ら
矛
盾
が
な
い
。

も
っ
と
も
、
こ
の
井
関
親
政
な
る
人
物
が
『
仮
面
譜
』
に
井
関
家
の
二
代
目
と
し
て
見
え
る
「
次
郎
左
衛
門
」
と
同
一
人
物
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
喜
多
古
能
の
『
仮
面
譜
』
は
井
関
家
の
初
代
を
上
総
介
親
信
、
二
代
目

を
次
郎
左
衛
門
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
も
と
も
と
『
大
野
出
目
家
伝
書
』
に
「
河
内
四
代
の
祖
を
井
関
次
郎
左
術
門
上
総
介
親
信
と
云

ふ
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
記
事
ら
し
く
、
そ
の
『
大
野
出
目
家
伝
書
』
に
は
、
井
関
親
信
が
次
郎
左
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
は
見
え

る
も
の
の
、
二
代
目
の
名
乗
り
に
つ
い
て
は
全
く
一
一
一
一
口
及
が
な
い
の
で
あ
る
。
井
関
親
信
の
名
乗
り
が
「
次
郎
左
術
門
」
で
あ
っ
た
と
す
る

と
、
そ
の
息
子
も
同
じ
く
次
郎
左
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
が
、
息
子
の
次
郎
左
衛
門
と
般
若
面
を
作
っ
た
井
関

親
政
と
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
確
証
も
、
ま
た
親
政
の
名
乗
り
が
次
郎
左
衛
門
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
確
か
な
資
料
も
、
何
一
つ
残
さ

れ
て
い
な
い
。

議
薇
『
露
：
…
鞠
掌

組
僻
鑿
鰯
γ
藁
濡
気

馳一鱈溌臺轤Ⅷ蝋

罰
…
鐇
犠
衞
鑛

ｄ
挺
暑

＠

え
瓠

団
田
熟

洩
駈

上
挫
与
蝕
名
罰
山
証
弧
宙
因

計
驫
．

塞
蘂
霧
露

iVf
II

写真③「11本馬術史」所収鞍打井関

家花押
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こ
れ
に
対
し
、
面
打
関
係
の
資
料
に
も
、
井
関
家
政
な
る
人
物
の
存
在
を
伝
え
る
も
の
が
散
見
す
る
。
そ
の
一
つ
は
「
大
野
出
目
家
伝

書
』
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
河
内
四
代
の
祖
を
井
関
次
郎
左
衛
門
上
総
介
親
信
と
云
ふ
（
中
略
）
、
入
道
し
て
休
心
と
号
す
、
河
内
の
親
備

中
は
名
乗
家
政
と
い
ふ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
初
期
に
活
躍
し
た
井
関
河
内
の
親
と
し
て
家
政
の
名
が
見
え
る
。
鞍
打
関
係
の
資
料

が
伝
え
る
「
親
信
子
」
の
「
家
政
」
と
は
年
代
が
合
わ
な
い
が
、
井
関
次
郎
左
衛
門
親
信
の
系
譜
を
引
く
人
物
と
し
て
家
政
の
名
が
挙

が
っ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
観
世
文
庫
蔵
『
諸
家
花
押
控
」
（
謡
本
や
面
・
鼓
胴
な
ど
に
見
え
る
能
役
者
等
の
花
押
を
書

き
写
し
た
控
帳
）
に
も
、
「
井
関
次
郎
左
衛
門
ノ
判
／
家
政
（
花
押
こ
の
署
名
・
花
押
が
転
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
④
）
。
こ
れ
は
恐
ら
く
能

面
の
裏
に
記
さ
れ
て
い
た
銘
を
書
き
留
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
井
関
家
政
な
る
面
打
の
存
在
が
窺
わ
れ
、
し
か
も
、
そ

（一一）

譜
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

系
譜
を
知
る
上
で
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
依
拠
資
料
の
名
称
・
所
在
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
く
、
何
に

拠
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
浜
市
立
図
書
館
酒
井
家
文
庫
蔵
『
鞍
打
印
形
」
所
載
の
「
形
内
三
十
二
人
内
井
関
十

一
代
」
に
も
、
同
じ
く
鞍
打
井
関
家
の
花
押
を
集
め
た
同
様
の
記
述
が
見
え
、
お
そ
ら
く
こ
れ
と
同
じ
く
江
戸
期
に
編
纂
さ
れ
た
鞍
打
の

花
押
を
集
め
た
書
物
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
日
本
馬
術
史
」
に
、
「
貞
宗
弟
子
」
と
し
て
見
え
る
「
井
関

二
郎
左
衛
門
親
信
」
が
井
関
上
総
守
親
信
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
『
鞍
打
印
形
』
に
は
、
同
じ
花
押
に
つ
い
て
「
貞

宗
ノ
伝
永
正
ノ
頃
井
関
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
年
代
的
に
も
符
合
す
る
。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
「
井
関
二
郎
左
衛
門
親
信
」
の
次
に
、
「
親
信
子
／
家
政
／
上
総
助
法
名
遠
山
源
久
居
士
」

の
花
押
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鞍
打
関
係
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
井
関
親
信
の
次
代
は
、
親
政
で
は
な
く
、
家
政
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
一
方
、
親
政
の
名
は
家
政
の
次
に
見
え
、
「
家
政
養
子
／
親
政
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
井
関
親
信
か
ら
数
え
て
三
代

目
に
あ
た
る
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
井
関
親
信
ｌ
家
政
ｌ
親
政
と
い
う
の
が
、
鞍
打
関
係
資
料
が
伝
え
る
井
関
家
の
系



７１面打井関考
の
名
乗
り
が
次
郎
左
衛
門
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
点
も
注
目
に
値
し
よ
う
。

す
な
わ
ち
こ
の
こ
と
は
、
家
政
が
井
関
次
郎
左
衛
門
親
信
の
系
譜
に
連
な
る
人
物

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
『
諸
家
花
押
控
」
に

見
え
る
井
関
次
郎
左
衛
門
家
政
の
花
押
が
、
「
日
本
馬
術
史
」
に
「
親
信
子
／
家

政
」
の
も
の
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
花
押
と
形
状
が
類
似
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

小
浜
市
立
図
書
館
蔵
「
鞍
打
印
形
」
に
見
え
る
同
人
の
花
押
は
、
『
諸
家
花
押

控
」
の
そ
れ
に
、
よ
り
一
層
酷
似
し
て
お
り
（
写
真
⑤
）
、
面
打
の
井
関
次
郎
左
衛

門
家
政
と
、
鞍
打
井
関
親
信
の
子
家
政
と
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り

高
い
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
家
政
の
活
動
期
に
つ
い
て
、
「
鞍
打
印
形
」
が

「
天
文
ノ
比
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

鞍
打
関
係
の
資
料
は
、
こ
の
家
政
の
養
子
に
あ
た
る
の
が
親
政
で
あ
る
、
と
す

る
。
家
政
と
親
政
の
関
係
に
つ
い
て
は
確
か
な
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
栗
原

信
充
の
「
鞍
鐙
新
書
」
巻
四
「
鞍
鐙
工
譜
」
（
内
閣
文
庫
蔵
）
に
「
井
関
次
郎
左
衛

門
親
政
ハ
親
信
の
次
男
に
し
て
家
政
の
弟
な
り
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
同
人
の

『
武
器
袖
鏡
」
所
載
の
鞍
打
井
関
家
系
譜
に
も
、
「
井
関
二
郎
左
衛
門
家
政
」
の
次

代
と
し
て
「
二
郎
左
衛
門
親
政
」
の
名
が
見
え
、
そ
の
傍
ら
に
「
為
兄
子
嗣
業
」

と
あ
る
こ
と
が
、
斎
藤
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
「
鞍
鐙
新
書
』
「
武
器
袖

鏡
」
は
い
ず
れ
も
親
信
・
家
政
・
親
政
の
三
代
を
江
戸
前
期
の
人
物
と
す
る
な
ど
、

写真④ 観世文庫蔵「諸家

花押控』所収の井

関家政花押

写真⑤小浜市立図書館蔵「鞍打印形」（右から二つ

目が井関家政のものと思われる花押）
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前
述
の
「
伊
富
貴
大
菩
薩
奉
加
帳
」
に
は
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
の
寄
進
者
と
し
て
、
「
井
関
上
総
」
と
と
も
に
「
井
関
次
郎
左
衛

門
尉
」
の
名
が
見
え
る
が
、
以
上
の
諸
説
を
総
合
す
る
と
、
「
井
関
上
総
」
が
親
信
、
「
井
関
次
郎
左
衛
門
尉
」
が
家
政
に
該
当
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
井
関
次
郎
左
衛
門
は
、
「
徳
昌
寺
戒
帳
」
に
よ
れ
ば
、
天
文
四
年
の
時
点
で
す
で
に
妻
を
持
っ
て
い
た
由
が
見

え
る
か
ら
、
逆
算
す
る
と
、
そ
の
生
年
は
、
お
お
よ
そ
永
正
年
間
（
一
五
○
四
～
一
五
二
一
）
あ
た
り
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
後
述

の
如
く
、
井
関
上
総
守
親
信
の
四
男
が
永
正
八
年
（
一
五
二
）
の
生
ま
れ
で
あ
っ
て
、
そ
の
兄
と
目
さ
れ
る
井
関
次
郎
左
衛
門
家
政
の
生

年
が
こ
れ
以
前
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
か
ら
、
永
正
初
年
頃
の
生
ま
れ
の
可
能
性
が
も
っ
と
も
高
い
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
「
徳
昌
寺

戒
帳
」
の
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
の
授
戒
者
の
中
に
「
井
関
党
宗
俊
」
と
し
て
「
上
総
守
」
の
名
が
見
え
る
の
は
、
先
の
井
関
上
総
守

親
信
で
は
年
代
が
合
わ
ず
、
井
関
次
郎
左
衛
門
家
政
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
親
信
の
没
後
に
、
父
の
官
途
名
「
上
総
守
」
を
襲
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
日
に
「
上
総
守
殿
御
内
」
も
授
戒
し
て
「
宗
玉
」
と
い
う
戒
名
を
授
か
っ
て
い
る
。
天
文
四
年
に
授
戒
し
た
「
井
関

次
郎
左
衛
門
殿
内
」
の
戒
名
が
す
な
わ
ち
「
永
玉
」
で
、
両
者
の
戒
名
は
「
玉
」
字
が
共
通
す
る
。
夫
が
授
戒
し
た
際
に
、
自
ら
も
再
授

し
て
、
も
と
も
と
授
か
っ
て
い
た
戒
名
の
一
宇
を
活
か
し
た
新
た
な
戒
名
を
授
か
っ
た
も
の
と
想
定
し
て
お
き
た
い
。

一
方
、
井
関
親
政
に
つ
い
て
は
、
生
没
年
を
知
る
手
が
か
り
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
鞍
打
関
係
の
資
料
が
伝
え
る
よ
う
に
、
親
政
が
家

政
の
弟
で
あ
り
、
そ
の
後
、
家
政
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
両
者
の
年
齢
に
は
少
な
く
と
も
十
五
歳
近
い
開
き
が
あ
っ
た
と
見

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
井
関
家
政
の
生
年
が
永
正
初
年
で
、
親
政
が
こ
れ
よ
り
十
五
歳
ほ
ど
年
少
で
あ
っ
た
と
し
た
場
合
、
永
正
十
五

す
る
資
料
に
も
、
そ
れ
を
思
わ
せ
る
記
述
が
あ
う

な
り
、
後
を
継
い
だ
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

そ
の
記
述
内
容
に
は
多
く
の
矛
盾
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
親
政
が
家
政
の
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
日
本
馬
術
史
』
な
ど
に
も
見
え
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
家
政
と
親
政
の
関
係
に
関
し
て
一
一
一
一
口
え
ば
、
お
お
む
ね
事
実
を
伝
え
て
い
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
に
紹
介

す
る
資
料
に
も
、
そ
れ
を
思
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。
家
政
と
親
政
は
と
も
に
井
関
親
信
の
子
供
で
あ
り
、
弟
の
親
政
が
兄
家
政
の
養
子
と
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年
（
一
五
一
八
）
頃
の
生
ま
れ
と
な
る
が
、
そ
の
永
正
十
五
年
を
親
政
の
生
年
と
仮
定
す
る
と
、
般
若
面
に
墨
書
銘
を
記
し
た
永
禄
元
年

（
一
五
五
八
）
に
は
四
十
一
歳
で
あ
り
、
年
代
的
に
も
大
き
な
矛
盾
が
な
い
。
ま
た
、
後
述
の
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』
に
は
、
井
関
家

政
や
「
西
坊
幸
」
（
西
坊
幸
賢
の
こ
と
か
）
の
弟
と
し
て
「
親
政
八
曲
」
の
名
が
見
え
る
が
、
こ
の
「
親
政
八
曲
」
が
永
禄
元
年
の
般

若
面
の
作
者
、
井
関
親
政
と
同
人
か
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
親
政
が
「
八
曲
」
と
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
を
も
示
唆
し
て
い
る
。

「
八
曲
」
に
つ
い
て
は
、
伊
夫
岐
神
社
蔵
の
慶
長
十
年
（
一
六
○
五
）
制
作
の
獅
子
頭
に
「
此
御
し
国
か
し
ら
者
／
井
関
次
郎
左
衛
門
尉
入

道
八
曲
作
之
者
也
」
と
銘
記
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
従
来
は
こ
れ
も
親
政
の
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
井
関
次
郎
左
衛
門

尉
入
道
八
曲
」
が
親
政
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
当
時
の
親
政
の
年
齢
は
八
十
代
後
半
と
な
っ
て
し
ま
う
。
家
政
と
親
政
の
年
齢
差
が
実
際

に
は
二
十
歳
以
上
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
右
の
獅
子
頭
の
作
者
「
八
曲
」
は
親
政
で
は
な
く
、
そ
の
子
供
で
あ
っ
て
、
父
祖
の
名
乗
り
で

あ
る
次
郎
左
衛
門
を
襲
名
し
、
同
じ
く
八
曲
を
名
乗
っ
て
い
た
か
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
年
代
的
な
関
係
か
ら
見
て
、
後
者
の
可
能
性
が

よ
り
高
い
と
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
る
が
、
と
も
あ
れ
、
井
関
親
信
・
家
政
・
親
政
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
れ
ば
、
井
関
親
信
の
後
は

永
正
初
年
頃
生
ま
れ
の
息
子
、
次
郎
左
衛
門
家
政
が
継
承
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
は
、
家
政
の
弟
の
親
政
が
継
い
で
三
代
目
と
な
っ
た
と
す

る
の
が
最
も
妥
当
な
考
え
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
鞍
打
関
係
の
資
料
の
う
ち
、
栗
原
信
充
の
『
武
器
袖
鏡
』
は
、
井
関
親
政
の
子
供
と
し
て
井
関
次
郎
左
衛
門
家
親
の
名
を
挙
げ
、

ま
た
、
鞍
打
か
ら
幕
府
の
旗
本
と
な
っ
た
井
関
家
の
系
図
Ｓ
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
等
）
は
、
井
関
親
政
の
次
代
と
し

て
、
井
関
猪
兵
衛
親
義
の
名
を
挙
げ
る
。
一
方
、
「
日
本
馬
術
史
』
所
載
の
鞍
打
井
関
家
の
花
押
集
は
、
井
関
親
政
の
子
と
し
て
二
郎
左

衛
門
家
政
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
井
関
親
政
に
は
複
数
の
子
供
が
い
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
二
者
択
一
で
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

が
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
『
日
本
馬
術
史
」
が
親
政
の
子
と
し
て
「
二
郎
左
衛
門
家
政
」
の
名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
二
郎
左
衛
門
家
政
の
も
の
と
思
わ
れ
る
花
押
に
は
「
天
正
八
三
月
吉
日
」
の
注
記
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
天
正
頃
の
人
物
と
恩
し
く
、
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れ
た
面
で
、
し
か
も
現
状
の
彩
色
は
後
代
の
塗
り
替
え
で
あ
る
た
め
、
井
関
家
政
そ
の
人
の
個
性
的
な
作
風
を
そ
こ
か
ら
窺
う
こ
と
は
難

し
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
井
関
家
政
の
作
例
と
し
て
知
ら
れ
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
井
関
」
と
い
う
文
字
の
筆
跡
は
、

慶
長
九
年
の
南
蛮
人
蒔
絵
鞍
の
「
井
関
造
之
」
と
、
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
「
井
」
字
の
三
画
目
を
、
曲
見
面
の
墨
書
で
は
左
に
大
き

く
払
う
の
に
対
し
、
南
蛮
人
蒔
絵
鞍
の
墨
書
で
は
真
っ
直
ぐ
下
に
お
ろ
す
な
ど
、
い
く
つ
か
相
違
点
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
相
違
点

は
い
ず
れ
も
筆
者
の
そ
の
時
々
の
気
分
に
よ
っ
て
変
化
し
う
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者
が
同
一
人
物
の
筆
で
あ
る
と
見
る
の
に
大

き
な
障
害
は
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
造
之
」
「
直
之
」
と
い
う
漢
文
調
の
銘
記
の
手
法
も
共
通
す
る
。
こ
の
「
井
関
／
家
政
」
が
井
関

従
っ
て
、
こ
の
家
政
は
井
関
親
信
の
子
の
家
政
と
は
ま
た
別
人
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
年

代
的
に
も
親
政
の
次
世
代
の
人
物
と
す
る
に
矛
盾
は
な
く
、
親
政
の
子
に
家
政
と
い
う
人
物

が
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
『
武
器
袖
鏡
」
所
載
の
井
関
親
信
・
家
政
・
親
政
の
系
譜

に
様
々
な
混
乱
が
見
ら
れ
る
の
は
、
井
関
家
政
を
名
乗
る
人
物
が
僅
か
二
代
を
隔
て
て
二
人

い
る
こ
と
に
、
原
因
の
一
つ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
『
日

本
馬
術
史
」
が
二
郎
左
衛
門
家
政
の
も
の
と
し
て
挙
げ
る
花
押
が
、
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
の

南
蛮
人
蒔
絵
鞍
に
も
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
慶
長
九
七
月
吉
日
於
越
州
北

庄
」
「
（
花
押
）
井
関
造
之
」
と
墨
書
が
あ
り
、
仮
に
こ
れ
が
二
郎
左
衛
門
家
政
の
墨
書
銘

で
あ
る
と
す
る
と
、
彼
は
天
正
か
ら
慶
長
期
に
活
動
し
、
慶
長
九
年
に
は
越
前
福
井
に
い
た

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
人
物
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
の
が
、
銭
仙
会
蔵
曲
見
面

の
面
裏
に
「
井
関
／
家
政
／
直
之
」
と
墨
書
し
て
い
る
「
井
関
家
政
」
で
あ
る
（
写
真
⑥
）
。

こ
の
曲
見
面
は
墨
書
銘
に
「
直
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
井
関
家
政
に
よ
っ
て
手
直
し
が
な
さ

写真⑥ 銭仙会蔵曲見面の井関家政の墨書銘
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前
節
で
は
、
井
関
上
総
守
親
信
に
家
政
と
親
政
と
い
う
息
子
が
お
り
、
と
も
に
鞍
打
・
面
打
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
見

て
き
た
が
、
そ
の
井
関
親
信
に
は
他
に
大
光
坊
幸
賢
と
い
う
息
子
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。

大
光
坊
幸
賢
は
、
『
面
打
秘
伝
書
」
『
仮
面
譜
』
に
、
越
前
の
面
打
三
光
坊
の
弟
子
と
し
て
見
え
、
大
野
出
目
家
の
祖
・
出
目
是
閑
の
師

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
ら
く
出
目
家
と
関
係
が
深
い
面
打
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
四
年
に
発
表
さ

れ
た
田
邊
三
郎
助
「
〃
面
打
ち
“
ｌ
能
面
作
家
考
ｌ
」
（
「
月
間
文
化
財
」
一
八
七
号
）
が
、
上
杉
家
伝
来
の
宝
来
女
面
（
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
に
「
井
関
大
光
坊
作
」
と
刻
銘
が
あ
る
こ
と
、
滋
賀
県
長
浜
市
浅
井
町
岡
谷
の
春
日
神
社
の
本
地
仏
、
地
蔵
菩
薩
立
像
の
足
裏
に

「
江
州
北
郡
草
野
庄
／
大
吉
寺
住
僧
／
大
光
坊
幸
賢
／
持
蔵
之
者
也
」
の
墨
書
銘
と
天
文
十
二
年
の
年
記
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
以
来
、

大
光
坊
幸
賢
は
近
江
井
関
家
に
連
な
る
面
打
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
「
江
北
大
光
作
Ｍ
」
の
刻
銘
を
持
つ
尉

面
・
飛
出
面
の
作
例
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
彩
色
下
に
は
と
も
に
江
州
北
郡
大
吉
寺
の
住
僧
で
あ
る
由
を
示
す
墨
書
銘
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
面
打
の
大
光
坊
幸
賢
が
浅
井
町
の
天
台
寺
院
大
吉
寺
の
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
に
至
り
、
ま
た
、
斎
藤
望
氏
が
前
掲
論

考
に
お
い
て
、
『
日
本
馬
術
史
」
の
鞍
打
井
関
の
花
押
一
覧
に
、
右
の
大
光
坊
作
の
尉
面
・
飛
出
面
と
同
じ
く
「
凶
」
の
細
工
印
を
用
い

る
鞍
打
と
し
て
、
「
家
政
弟
／
恵
久
初
ハ
大
吉
寺
西
ノ
坊
／
還
俗
梅
庵
」
の
名
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
、
鞍
打
井
関
の
一
族
に
も
、

大
吉
寺
の
住
僧
と
な
り
恵
久
を
名
乗
っ
た
人
物
が
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

上
総
守
親
信
か
ら
数
え
て
四
代
目
に
あ
た
る
人
物
で
、
そ
の
活
動
期
は
お
よ
そ
天
正
か
ら
慶
長
期
に
か
け
て
で
あ
っ
た
と
見
て
お
き
た
い
。

そ
し
て
、
前
述
の
伊
夫
岐
神
社
蔵
の
獅
子
頭
に
見
え
る
慶
長
十
年
の
「
井
関
次
郎
左
衛
門
尉
入
道
八
曲
」
は
、
年
代
か
ら
い
っ
て
、
こ
の

井
関
次
郎
左
衛
門
家
政
と
同
人
の
可
能
性
が
高
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。

三
、
大
光
坊
幸
賢
と
井
関
家
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こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
従
来
知
ら
れ
て
い
る
大
光
坊
幸
賢
の
作
例

を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
兵
庫
県
柏
原
町
・
八
幡
神
社
蔵
尉
而

中
村
保
雄
氏
「
中
世
仮
面
と
宗
教
お
よ
び
権
力
者
」
（
『
芸
能

史
研
究
』
九
十
九
号
、
昭
和
六
十
一
一
年
）
に
お
い
て
は
じ
め

て
紹
介
さ
れ
た
も
の
。
面
裏
に
「
江
北
大
光
作
Ｍ
」
と
刻

銘
が
あ
る
。
額
部
分
の
彩
色
下
に
「
衆
人
（
梵
字
ク
ラ
ー

ク
）
愛
敬
」
、
左
側
面
部
の
彩
色
下
に
「
江
州
北
郡
大
吉
寺
西

之
坊
住
持
／
恵
鎮
（
花
押
こ
の
墨
書
銘
が
あ
る
。
「
西
之
坊

住
持
」
の
墨
書
は
肉
眼
で
は
判
読
が
困
難
で
あ
る
が
、
平
成

十
三
年
に
味
方
他
氏
・
見
市
泰
男
氏
と
と
も
に
赤
外
面
像
調

査
を
行
っ
た
際
、
新
た
に
確
認
し
た
。

②
片
山
能
楽
保
存
財
団
蔵
飛
出
面
（
写
真
⑦
）

田
邊
三
郎
助
氏
「
面
打
ち
・
大
光
坊
幸
賢
と
近
江
井
関
」
に

お
い
て
は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
。
面
裏
に
「
江
北
大
光

作
Ｍ
」
と
刻
銘
が
あ
る
。
左
側
面
部
の
彩
色
下
に
「
江
川

北
郡
大
吉
寺
西
之
坊
幸
賢
作
／
四
十
七
歳
ノ
造
也
」
、
右
側

写真⑦片１１１能楽保存IMU]蔵飛出而

日ﾄﾜ

鱒
蝋腿
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右
の
二
例
は
、
す
で
に
田
邊
氏
が
詳
述
す
る
よ
う
に
、
面
裏
の
彫
り
や
刻
銘
の
書
体
が
酷
似
し
、
と
も
に
同
一
人
の
作
の
可
能
性
が
高

い
も
の
で
あ
る
。
他
に
、
竹
生
島
宝
厳
寺
蔵
の
「
大
光
作
Ｍ
」
と
刻
銘
の
あ
る
尉
面
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
「
井
関
大
光
坊
作
」
の

刻
銘
が
あ
る
宝
来
女
面
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
鉋
目
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
ぬ
面
裏
の
彫
り
が
右
の
尉
面
・
飛
出
面
と
や
や

類
似
す
る
も
の
の
、
「
大
光
作
凶
」
の
刻
銘
は
弱
々
し
い
書
体
で
、
右
の
二
面
と
筆
跡
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
の
作
と
は
考
え

難
く
、
後
者
も
ま
た
、
「
井
関
大
光
坊
作
」
の
刻
銘
が
右
の
二
面
と
は
文
字
も
書
体
も
大
き
く
異
な
り
、
や
は
り
別
人
の
作
と
見
る
の
が

妥
当
な
作
例
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
、
大
光
坊
幸
賢
の
確
実
な
作
例
と
し
て
は
、
右
の
尉
面
と
飛
出
面
と
が
知
ら
れ
る
の
み
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
飛
出
面
に
は
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
、
四
十
七
歳
で
作
っ
た
由
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し

て
、
大
光
坊
幸
賢
の
生
年
が
永
正
八
年
（
一
五
二
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
前
記
の
春
日
神
社
本
地
仏
に
「
大
光
坊
幸
賢
」
が
墨

書
銘
を
記
し
た
天
文
十
二
年
に
は
三
十
三
歳
で
あ
り
、
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
の
は
確
実
と
い
え
よ
う
。

そ
の
大
光
坊
幸
賢
は
井
関
上
総
守
の
四
男
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
拙
稿
「
能
面
史
道
遥
（
一
一
）
笹
野
堅
箸
「
狂
言
之
面
』
と
大
光

坊
」
（
京
都
観
世
会
館
『
能
』
、
平
成
二
十
年
八
月
）
で
、
未
公
刊
に
終
わ
っ
た
笹
野
堅
箸
の
稿
本
「
狂
言
之
面
」
に
、
名
古
屋
の
関
戸
氏

旧
蔵
の
「
江
北
大
光
作
」
と
刻
銘
が
あ
る
小
面
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
井
関
上
総
守
四
男
也
」
と
墨
書
銘
が
見
え
る
こ
と

を
紹
介
し
、
大
光
坊
が
井
関
上
総
守
の
四
男
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
面
の
現
在
の
所
在
は
不
明
だ
が
、
笹
野
堅
氏

の
研
究
ノ
ー
ト
『
雑
録
」
に
も
そ
の
見
取
り
図
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
墨
書
銘
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
（
写
真
⑧
）
。
面
裏
に
「
江

北
大
光
作
」
、
表
面
の
左
側
部
に
「
江
州
大
吉
寺
住
僧
西
之
坊
恵
鎮
造
／
生
年
四
十
八
歳
井
関
上
総
守
四
男
也
」
、
額
部
に
「
（
梵
字
）
衆
人

愛
敬
」
、
右
側
部
に
「
弘
治
四
戊
午
年
正
月
廿
九
日
」
と
あ
り
、
面
裏
は
刻
銘
、
表
面
の
銘
記
は
い
ず
れ
も
彩
色
下
に
書
か
れ
た
墨
書
銘

面
部
の
彩
色
下
に
「
千
時
弘
治
参
年
十
一
月
十
三
日
」
と
墨
書
銘
が
あ
る
。
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で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
父
の
上
総
守
の
年
齢
も
お
お
よ
そ
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
永
正
八
年
当
時
、
上
総
守
の
年
齢
が
二
十

代
後
半
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
生
年
は
文
明
末
年
頃
と
想
定
す
る
こ
と
が
Ⅲ
来
よ
う
。

現
在
、
大
光
坊
幸
賢
作
の
能
面
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
存
不
明
の
小
而
も
含
め
、
僅
か
三
例
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
大
光
坊
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
作
例
を
、
他
に
も
い
く
つ
か
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
一
つ
は
、
菅
江
真
澄
『
川
の
出
羽

路
』
に
言
及
さ
れ
て
い
る
大
曲
の
金
剛
院
所
蔵
の
飛
出
面
で
、
後
藤
淑
氏
も
『
中
世
仮
面
の
歴
史
的
・
民
俗
学
的
研
究
』
（
昭
和
六
十
二

年
、
多
賀
出
版
）
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
面
は
現
存
し
な
い
ら
し
い
が
、
『
月
の
出
羽
路
』
に
絵
入
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
彩
色
下
に
「
江
川
大
吉
寺
川
位
中
納
言
殿
作
り
／
浅
井
新
九
郎
殿
、
依
所
望
於
今
春
座
□
／
水
ト
ヒ
テ
以
如
此
造
巾
し

候
／
天
文
八
年
六
月
吉
日
」
と
墨
書
銘
が
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
墨
書
銘
か
ら
、
近
江
大
吉
寺
の
人
物
の
作
と
知
れ
る
が
、
作
者

の
名
前
の
下
に
「
殿
」
の
敬
称
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
大
ト
ヒ
テ
」
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
面
の
名
称
を
「
水
ト
ヒ
テ
」
と
す
る
な
ど
、

不
雰
な
箇
所
が
散
見
し
、
誤
読
を
多
く
含
む
よ
う
で
あ
る
。
も
と
も
と
墨
書
銘
が
薄
く
な
っ
て
い
る
な
ど
し
て
、
判
読
が
困
難
な
状
況
に

と
推
測
さ
れ
る
。
「
Ｍ
」
の
細
工
印
の
有
無
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、

一
見
し
て
、
先
の
尉
面
・
飛
出
面
の
墨
書
銘
と
類
似
の
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
飛
出
面
の
翌
年
の
作
で
あ
り
、
当
時

四
十
八
歳
と
い
う
年
齢
も
符
合
す
る
。
大
光
坊
幸
賢
の
真
作
で
あ
っ

た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
銘
記
に
「
井

関
上
総
守
四
男
也
」
と
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
井
関
上
総

守
」
は
、
年
代
か
ら
言
っ
て
、
井
関
上
総
守
親
信
の
こ
と
か
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
四
男
に
あ
た
る
大
光
坊
幸
賢
が
永
正
八
年
の
生
ま
れ

Ｗ轟
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あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
前
提
に
立
っ
て
、
改
め
て
墨
書
銘
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
右
に

「
四
位
中
納
言
」
と
あ
る
作
者
の
名
は
、
「
西
之
坊
幸
賢
」
を
読
み
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
り
は
し
ま
い
か
。
片
山
家
能
楽
保
存
会
蔵
の
飛
出

面
に
は
「
江
州
北
郡
大
吉
寺
西
之
坊
幸
賢
作
」
と
墨
書
銘
が
あ
り
、
「
北
郡
」
や
「
殿
」
字
の
有
無
の
相
違
は
見
ら
れ
る
が
、
「
四
位
中
納

言
」
を
「
西
坊
幸
賢
」
の
誤
読
と
す
る
と
、
両
者
は
か
な
り
類
似
す
る
墨
書
銘
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
西
」
の
最
初
の
一
画

を
見
落
と
せ
ば
、
「
四
」
と
読
み
誤
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
し
、
「
幸
」
の
字
も
、
縦
線
に
注
目
し
て
判
読
す
れ
ば
「
中
」
と
誤
読
さ
れ

か
ね
な
い
。
ま
た
、
「
賢
」
の
冠
と
脚
を
解
体
し
、
冠
を
「
納
」
、
脚
の
「
貝
」
の
字
を
「
言
」
と
誤
読
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

片
山
家
能
楽
保
存
財
団
蔵
の
飛
出
面
で
は
、
面
の
右
側
面
部
に
作
者
銘
を
、
左
側
面
部
に
年
記
銘
を
記
す
の
に
対
し
、
大
曲
金
剛
院
蔵
の

飛
出
面
は
右
側
面
部
に
作
者
銘
と
年
記
銘
の
両
方
を
五
行
に
わ
た
っ
て
記
す
な
ど
、
相
違
点
も
見
ら
れ
る
が
、
前
者
が
弘
治
三
年
の
作
で

あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
こ
れ
を
遡
る
こ
と
十
八
年
の
天
文
八
年
の
作
で
あ
り
、
そ
の
問
に
墨
書
銘
の
記
し
方
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
天
文
八
年
当
時
、
大
光
坊
幸
賢
は
二
十
九
歳
で
あ
り
、
年
代
的
に
も
矛
盾
が
な
い
。
右
の
墨
書
銘
に
よ
れ
ば
、
こ

の
面
は
「
浅
井
新
九
郎
殿
」
の
所
望
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。
こ
の
「
浅
井
新
九
郎
殿
」
は
江
北
の
戦
国
大
名
浅
井
新
九
郎
久

政
を
指
す
。
「
於
今
春
座
□
／
水
ト
ヒ
テ
以
如
此
造
申
し
候
」
と
あ
る
の
は
、
一
部
誤
読
を
含
む
ら
し
く
、
文
意
の
や
や
取
り
づ
ら
い
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
金
春
座
の
飛
出
面
の
写
し
を
制
作
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
ら
し
い
。
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
の
観
世
国
広
太
鼓
伝
書

に
は
、
「
天
文
廿
弐
年
二
月
六
日
観
世
座
与
左
衛
門
尉
国
広
在
判
／
浅
井
左
兵
衛
尉
殿
参
」
と
奥
書
が
あ
り
、
観
世
与
左
衛
門
国
広
が

浅
井
左
兵
衛
尉
に
太
鼓
伝
書
を
相
伝
し
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
浅
井
左
兵
衛
尉
が
久
政
の
こ
と
で
あ
り
、
浅
井
久
政
が
能
に

強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
は
確
か
ら
し
い
。
金
春
座
の
面
の
写
し
を
自
ら
所
望
す
る
こ
と
も
、
十
分
に
有
り
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
天
文
三
年
に
は
、
浅
井
久
政
の
父
亮
政
が
小
谷
城
の
清
水
谷
の
居
館
に
、
近
江
北
三
郡
の
守
護
、
京
極
高
情
・
高
延
父
子
を
饗

応
し
、
能
を
催
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
能
を
勤
め
た
の
が
金
春
座
傍
系
の
猿
楽
・
宮
王
座
で
、
宮
王
太
夫
・
宮
王
一
一
一
郎
・
宮
王
与
四
郎
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ら
の
役
者
が
出
演
し
た
。
そ
の
宮
王
太
夫
な
ど
を
介
し
て
、
金
春
座
の

面
の
写
し
を
依
頼
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
先
に
紹
介
し
た
関

戸
氏
蔵
の
大
光
坊
作
の
小
而
も
、
何
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
も
の
か
は
不

明
な
が
ら
、
笹
野
堅
氏
は
こ
れ
を
「
金
券
小
而
ウ
ッ
シ
」
と
し
て
お
り
、

大
光
坊
が
他
に
も
金
春
座
の
面
の
写
し
を
制
作
し
て
い
た
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
大
光
坊
幸
賢
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
面
と
し
て
、
石
川

県
加
賀
市
の
本
村
井
神
社
に
所
蔵
さ
れ
る
毘
沙
門
而
を
紹
介
し
て
お
き

た
い
。
こ
れ
は
縦
加
・
４
×
横
妬
・
７
×
高
８
．
６
ｍ
の
狂
一
一
一
一
口
面
で
、

後
世
に
彩
色
が
厚
く
塗
ら
れ
、
本
来
の
造
形
を
失
っ
て
い
る
が
、
而
裏

に
「
江
州
浅
井
郡
大
吉
寺
住
／
西
ノ
坊
／
恵
久
法
印
作
／
昆
沙
門
／
六

十
四
歳
時
／
於
不
勤
山
／
天
正
二
年
三
月
五
日
」
と
の
朱
漆
書
銘
が
あ

り
、
大
吉
寺
西
之
坊
恵
久
法
印
の
作
と
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
写
真

⑨
⑩
）
。
こ
の
恵
久
法
印
は
、
『
日
本
馬
術
史
』
の
鞍
打
井
関
の
花
押
集

に
「
家
政
弟
／
恵
久
初
ハ
大
吉
寺
西
ノ
坊
」
と
あ
る
大
吉
寺
西
之
坊

の
「
恵
久
」
と
同
人
か
と
思
わ
れ
る
。
『
日
本
馬
術
史
』
に
よ
れ
ば
、

恵
久
は
大
光
坊
幸
賢
と
同
じ
く
「
Ｍ
」
の
刻
印
を
用
い
、
ま
た
、
と
も

に
大
吉
寺
西
之
坊
の
住
持
で
あ
っ
た
点
か
ら
、
大
光
坊
幸
賢
と
き
わ
め

｡…圏 辱

■

､

’&．
剛

里

”
・
↑
Ｂ
０
ｒ
８
０
Ⅲ
匙
群
，

Ｉ

1m
A｡

写真⑩同而裏 写真⑨本村丼杣社蔵毘沙門面



８１面打井関考
て
近
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
柏
原
八
幡
神
社
蔵
の
尉
面
や
関
戸
氏
旧
蔵
の
小
面
の
墨
書
銘
に
、
大
光
坊
幸
賢
の
法
名
が

「
恵
鎮
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
恵
鎮
の
後
を
継
い
で
西
之
坊
の
住
持
と
な
っ
た
の
が
恵
久
法
印
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
右
の
毘
沙
門
面
の
銘
に
は
、
恵
久
の
年
齢
が
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
当
時
六
十
四
歳
と
あ
っ
て
、
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
生
ま
れ
の

大
光
坊
幸
賢
と
同
年
齢
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
恵
久
と
大
光
坊
幸
賢
と
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
よ
う
（
恵
鎮
が

法
印
位
に
就
い
て
後
に
恵
久
と
改
め
た
か
）
。
従
来
知
ら
れ
て
い
る
作
例
に
よ
る
と
、
大
光
坊
幸
賢
の
銘
記
は
全
て
彩
色
下
に
墨
書
で
記

さ
れ
て
い
る
が
、
｜
方
の
毘
沙
門
面
で
は
面
裏
に
朱
漆
で
書
か
れ
て
お
り
、
銘
記
の
方
法
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
筆
跡
も
同

一
人
と
は
認
め
が
た
い
が
、
毘
沙
門
面
の
朱
漆
書
は
後
人
が
書
い
た
も
の
で
、
も
と
も
と
彩
色
下
に
墨
書
銘
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
文
面

を
、
後
世
、
彩
色
の
塗
り
替
え
が
行
わ
れ
た
際
に
、
面
裏
に
転
記
し
た
と
考
え
れ
ば
、
上
記
の
矛
盾
も
ひ
と
ま
ず
解
消
し
よ
う
。
毘
沙
門

面
に
「
Ｍ
」
の
刻
印
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
点
や
、
大
光
坊
幸
賢
の
墨
書
銘
で
は
「
江
州
北
郡
」
と
あ
る
の
に
、
毘
沙
門
面
で
は
「
江
州

浅
井
郡
」
と
記
す
な
ど
、
若
干
の
疑
問
点
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
『
日
本
馬
術
史
』
に
よ
れ
ば
、
恵
久
も
同
じ
く
「
Ｍ
」
の
刻
印
を
用
い

た
と
あ
り
、
大
光
坊
幸
賢
と
毘
沙
門
面
の
作
者
「
恵
久
」
と
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
『
日
本
馬
術

史
」
で
は
、
恵
久
を
「
家
政
弟
」
と
し
て
い
る
が
、
先
の
考
証
の
ご
と
く
、
井
関
家
政
が
上
総
守
親
信
の
子
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
大
光

坊
幸
賢
は
家
政
の
弟
に
あ
た
り
、
恵
久
と
大
光
坊
幸
賢
と
が
同
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
一
つ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
毘
沙
門
面
の
面

裏
の
彫
り
に
も
、
大
光
坊
幸
賢
作
の
尉
面
や
飛
出
面
と
の
共
通
点
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。

大
光
坊
幸
賢
が
住
持
を
務
め
て
い
た
大
吉
寺
は
、
元
亀
三
年
（
一
五
七
一
一
）
、
織
田
信
長
の
兵
火
に
罹
り
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。

か
っ
て
は
五
十
坊
を
構
え
る
大
寺
院
で
あ
っ
た
大
吉
寺
も
、
江
戸
中
期
に
は
僅
か
僧
坊
一
宇
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
従
っ

て
、
毘
沙
門
面
が
作
ら
れ
た
天
正
二
年
に
は
、
す
で
に
西
之
坊
も
焼
失
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
朱
漆
書
銘
に
「
大
吉
寺
住
／
西
ノ

坊
」
と
あ
る
の
は
、
恵
久
法
印
の
本
籍
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
必
ず
し
も
大
吉
寺
西
之
坊
居
住
の
事
実
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
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あ
ろ
う
。
朱
漆
書
銘
の
後
ろ
の
方
に
は
「
於
不
動
山
」
と
あ
り
、
こ
の
「
不
動
山
」
が
い
ず

れ
の
場
所
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
大
吉
寺
西
之
坊
を
離
れ
た
恵
久
法
印
が
、
当
時
、
戦
乱

を
逃
れ
、
不
動
山
に
寓
居
し
て
い
た
と
も
考
え
う
る
。
現
在
、
そ
の
毘
沙
門
面
が
加
賀
市
の

本
村
井
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
も
、
あ
る
い
は
、
恵
久
法
印
が
一
時
、
北
陸
方
面
に
逃

れ
て
い
た
事
実
を
物
語
る
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
日
本
馬
術
史
」
は
、
恵
久
が
後
に
還
俗
し
て
梅
庵
を
名
乗
っ
た
と
す
る
。
梅
庵
の
名
乗
』

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
恵
久
の
還
俗
後
の
動
向
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

あ
る
（
写
真
⑪
）
。

六
十
九
歳
之
時

天
正
七
年
爬
六
月
廿
八
日

こ
れ
は
前
述
の
観
世
文
庫
蔵
『
諸
家
花
押
控
』
に
見
え
る
も
の
で
面
そ
の
も
の
が
現
存
し
な
い
た
め
、
彩
色
下
の
墨
書
銘
な
の
か
、

そ
れ
と
も
面
裏
の
墨
書
銘
な
の
か
が
判
然
と
し
な
い
が
、
井
関
明
息
斎
が
六
十
九
歳
で
作
っ
た
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
井

関
明
息
斎
の
年
齢
が
、
恵
久
法
印
お
よ
び
大
光
坊
幸
賢
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
恵
久
法
印
が
毘
沙
門
面
を
作
っ
た
天
正
二
年
か
ら
数
え
て

五
年
後
の
作
で
あ
り
、
こ
の
間
に
還
俗
し
、
井
関
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
纏
め

る
と
、
大
光
坊
幸
賢
は
永
正
八
年
に
井
関
上
総
守
親
信
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
大
吉
寺
西
之
坊
に
住
し
て
恵
鎮
と
名
乗
り
、
元
亀
三
年

の
大
吉
寺
焼
亡
後
、
大
吉
寺
を
離
れ
、
恵
久
法
印
と
名
を
改
め
て
（
恵
久
へ
の
改
名
時
期
は
不
明
）
引
き
続
き
面
打
と
し
て
活
動
し
、
天
正

井
関
明
息
斎
作

江
州
北
郡

卜
還
俗
し
て
梅
庵
を
名
乗
っ
た
と
す
る
。
梅
庵
の
名
乗
り
を
記
し
た
作
例
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
見
出

恵
久
の
還
俗
後
の
動
向
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
次
の
銘
記
で

写真⑪

蔵
押
関
記

庫
花
井
銘

倣
家
の
斎

観
儲
倒
鵬



８３面打井関考
二
年
か
ら
七
年
の
間
に
還
俗
し
て
井
関
明
息
斎
を
名
乗
っ
た
。
能
面
の
み
な
ら
ず
、
仏
像
や
鞍
の
制
作
に
も
携
わ
り
、
そ
の
活
動
は
、
天

文
年
間
か
ら
天
正
年
間
ま
で
、
四
十
年
以
上
に
及
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
が
、
大
光
坊
幸
賢
に
つ
い
て
の
事
績
で
あ
る
が
、
そ
の
大
光
坊
幸
賢
と
同
じ
く
「
Ｎ
」
の
細
工
印
を
用
い
、
「
大
光
」
を
名
乗
る

面
打
が
、
他
に
も
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
先
に
大
光
坊
幸
賢
の
作
例
を
見
た
際
、
存
疑
作
と
し
て
竹
生

島
宝
厳
寺
蔵
の
尉
面
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
面
裏
の
額
部
分
に
は
「
大
光
作
」
の
刻
銘
が
、
鼻
の
付
け
根
部
分
に
は
「
Ｍ
」
の
細
工
印
が

刻
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
刻
銘
の
仕
方
は
、
大
光
坊
幸
賢
作
の
面
と
共
通
す
る
も
の
の
、
「
大
光
作
」
の
書
体
は
大
光
坊
幸
賢
と
は
明
ら

か
に
異
な
り
、
後
人
が
大
光
坊
幸
賢
の
刻
銘
を
真
似
た
か
、
あ
る
い
は
大
光
坊
幸
賢
の
後
を
継
い
だ
、
も
う
一
人
の
大
光
坊
が
い
た
か
、

の
何
れ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
宝
厳
寺
蔵
の
尉
面
に
は
、
「
大
光
作
」
の
刻
銘
の
左
脇
に
「
△
」
の
朱
書
き
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

朱
書
き
が
い
つ
誰
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
な
の
か
は
不
明
な
が
ら
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
井
関
作
の
能
面
の
中
に
、
こ
れ
と
同
じ
く

「
△
」
の
細
工
印
を
刻
む
作
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
馬
野
正
基
氏
蔵
の
猩
々
面
に
は
、
面
裏
の
額
部
分
に

「
丼
」
の
刻
銘
が
、
鼻
の
付
け
根
部
分
に
「
△
」
の
細
工
印
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
の
賢
徳
面
に
も
、
鼻
の
付

け
根
部
分
に
「
△
」
の
細
工
印
が
あ
り
、
他
に
「
井
関
十
兵
衛
作
」
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
後
者
の
賢
徳
面
は
未
だ
実
見
の
機
会

を
得
ず
、
細
工
印
・
書
体
の
比
較
が
で
き
な
い
が
、
猩
々
面
の
刻
銘
は
、
先
の
尉
面
の
刻
銘
と
、
字
の
大
き
さ
や
書
体
、
刻
銘
の
位
置
等

が
近
似
し
、
こ
の
二
つ
の
面
の
作
者
は
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
鉋
目
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
ず
、
き
れ
い
に
整
え
た

面
裏
の
彫
り
方
や
、
墨
を
面
裏
全
面
に
薄
く
塗
っ
た
仕
上
げ
も
共
通
す
る
。
猩
々
面
の
「
井
」
の
刻
銘
は
、
「
井
関
」
姓
を
略
記
し
た
も

の
と
思
し
く
、
井
関
姓
の
人
物
が
後
に
「
大
光
」
を
名
乗
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
大
光
」
が
後
に
還
俗
し
て
井
関
姓
を
名
乗
っ
た
の
か
、

の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
宝
厳
寺
蔵
の
尉
面
と
近
似
す
る
刻
銘
を
持
つ
猩
々
面
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
尉
面
の
「
大
光
作
」
の
刻

銘
が
、
必
ず
し
も
後
代
の
作
為
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
大
光
」
を
名
乗
る
井
関
家
の
人
物
が
、
も
う
一
人
い
た
可
能
性
を
物
語
っ
て
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い
る
。
そ
の
年
代
に
つ
い
て
は
全
く
未
詳
で
あ
る
が
、
尉
面
・
猩
々
面
の
落
ち
着
い
た
作
風
か
ら
、
大
光
坊
幸
賢
の
次
世
代
の
人
物
で

あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
こ
の
人
物
を
、
仮
に
二
代
目
「
大
光
」
と
名
付
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
の
二
代
目
「
大
光
」
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
の
が
、
多
賀
大
社
蔵
の
茗
荷
悪
尉
面
、
福
井
県
立
博
物
館
蔵
の
姥
面
の
作
者
で
あ
る
。

こ
の
二
面
は
、
と
も
に
面
裏
に
「
井
」
「
Ｍ
」
の
刻
銘
が
あ
り
、
そ
の
刻
銘
の
書
体
や
位
置
が
酷
似
す
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人
物
の
作
と

思
わ
れ
る
。
「
井
」
の
一
宇
を
刻
む
点
は
先
の
猩
々
面
と
一
致
し
、
ま
た
「
Ｎ
」
の
刻
銘
は
、
宝
厳
寺
蔵
尉
面
や
大
光
坊
幸
賢
作
の
面
と

も
共
通
す
る
が
、
刻
銘
の
書
体
の
相
違
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
全
て
同
一
人
物
の
作
と
見
る
の
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
「
井
」
や

「
Ｍ
」
の
刻
銘
を
共
通
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
事
実
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
茗
荷

悪
尉
面
・
姥
面
の
作
風
か
ら
は
、
先
の
尉
面
・
猩
々
面
よ
り
も
さ
ら
に
時
代
の
下
っ
た
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
、
確
証
は
な
い
も
の
の
、
二

代
目
「
大
光
」
の
後
継
者
の
作
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
面
裏
の
額
最
上
部
の
縁
に
近
い
あ
た
り
に
、
大
き
く
直
線
的
に

刻
ま
れ
た
「
井
」
の
字
の
書
体
は
、
田
邊
三
郎
助
氏
が
大
光
坊
幸
賢
と
の
関
連
で
言
及
さ
れ
た
、
宝
来
女
面
の
「
井
関
大
光
坊
作
」
と
い

う
刻
銘
の
「
井
」
字
と
も
酷
似
す
る
。
茗
荷
悪
尉
面
・
姥
面
と
右
の
宝
来
女
面
は
同
一
人
の
作
に
な
る
も
の
で
、
二
代
目
「
大
光
」
の
後

継
者
も
、
同
じ
く
大
光
坊
を
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

以
上
、
大
光
坊
に
一
一
一
代
あ
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
こ
れ
ら
三
人
の
大
光
坊
の
作
例
に
は
、
作
風
に
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ

り
な
が
ら
も
、
鑿
跡
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
ず
平
滑
に
仕
上
げ
た
面
裏
な
ど
、
多
く
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
光
坊
幸
賢

の
彫
り
の
特
徴
が
、
後
継
者
に
も
確
か
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
事
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
人
の
間
に
血
縁
関
係
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
は
未
だ
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
考
に
期
し
、
こ
こ
で
は
、
大
光
坊
幸
賢
以
後
に
、
そ
の
名
前
や
細
工
印
を
継
承

す
る
後
継
者
が
い
た
ら
し
い
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。



８５面打井関考

井
関
姓
の
面
打
に
は
、
備
中
守
を
名
乗
る
人
物
も
い
た
。
井
関
上
総
守

親
信
や
井
関
次
郎
左
衛
門
家
政
ら
と
の
関
係
は
定
か
で
な
い
が
、
以
下
に

見
る
よ
う
に
、
面
裏
に
「
井
関
備
中
守
」
の
名
を
記
し
た
作
例
が
い
く
つ

か
残
さ
れ
て
い
る
。

①
福
岡
市
博
物
館
蔵
大
飛
出
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
大
と
ひ
て
／

備
中
守
作
』
（
写
真
⑫
⑬
）

②
茂
山
千
五
郎
家
蔵
白
蔵
主
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
備
中
守
作
」
）

③
黒
川
能
上
座
蔵
橋
姫
（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
備
中
守
作
／
ハ
シ
ヒ

メ
（
花
押
）
／
慶
長
十
三
年
三
月
日
」
）

④
薬
莱
神
社
蔵
大
癖
見
（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
備
中
守
作
／
大
へ
シ

（
花
押
）
／
慶
長
三
年
六
月
日
」
）
（
写
真
⑭
⑮
）

⑤
ス
テ
フ
ァ
ン
。
Ｅ
・
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
蔵
大
喝
食
（
面
裏
朱
漆
銘

「
井
関
備
中
守
作
／
カ
ッ
シ
キ
ヲ
モ
テ
（
花
押
）
／
三
月
吉
日
」
）

こ
れ
ら
の
作
例
に
よ
っ
て
、
井
関
備
中
守
な
る
面
打
の
実
在
が
確
認
さ

れ
、
そ
の
う
ち
③
④
に
は
慶
長
の
年
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
井
関
備

中
守
の
お
お
よ
そ
の
活
動
期
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

四
、
二
人
の
井
関
備
中
守

写真⑫福岡市博物館蔵大飛出写真⑬同面裏
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『
大
野
出
目
家
伝
書
』
は
、
江
戸
初
期
に
活
躍
し
た
面
打
井
関
河
内

の
親
を
「
井
関
術
中
」
と
伝
え
る
。
ま
た
、
『
仮
面
譜
』
も
、
井
関
家

の
三
代
目
に
あ
た
る
人
物
と
し
て
「
備
中
橡
」
を
挙
げ
、
こ
の
備
中
橡

を
井
関
河
内
の
親
と
し
て
い
る
。
「
備
中
橡
」
と
「
術
中
守
」
と
で
は

官
位
名
が
一
致
し
な
い
が
、
後
述
の
青
光
院
過
去
帳
が
、
井
関
河
内
の

親
の
名
を
「
井
関
術
中
守
家
久
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
「
術
中

橡
」
で
は
な
く
、
「
術
中
守
」
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
年
代
か
ら

一
一
一
一
口
っ
て
も
、
慶
長
期
の
井
関
術
中
守
が
、
井
関
河
内
の
親
「
井
関
備

中
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
、
か
な
り
高
い
と
見
て
よ
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
先
に
井
関
術
中
守
の
作
銘
が
あ
る
面
と
し
て
挙
げ
た
五

面
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
銘
記
の
書
体
は
必
ず
し
も
同
一
人
の
手
に
な

る
と
は
一
一
一
一
戸
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
②
と
③
④
⑤
と
は
、

井
関
の
「
関
」
字
や
備
中
守
の
「
術
」
の
字
の
書
体
に
、
明
確
な
差
異

が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
①
②
は
而
裏
全
面
を
黒
く
彩
色
し
、
そ
の
上

に
朱
漆
で
作
者
名
を
記
す
の
に
対
し
、
③
④
⑤
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、

③
が
木
地
裏
に
墨
書
、
④
が
薄
く
漆
を
施
し
た
上
に
墨
書
、
⑤
が
茶
色

の
漆
を
施
し
た
上
に
朱
漆
書
で
作
者
名
を
記
す
な
ど
、
面
裏
の
処
理
お

霧
写真⑭薬莱神社蔵大糎見写真⑮同而裏
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③
④
に
は
慶
長
年
間
の
年
記
が
あ
る
か
ら
、
一
人
の
井
関
備
中
守
は
慶
長
期
に
活
動
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
井
関
河
内
の
親

に
あ
た
る
備
中
守
家
久
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
と
同
人
と
恩
し
い
。
一
方
、
①
②
の
作
者
で
あ
る
井
関
備
中
守
に
つ

い
て
は
、
正
確
な
活
動
期
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
年
代
の
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
先
に
言
及
し
た
「
徳
昌
寺
授
戒
帳
」
で

あ
る
。
同
書
に
は
、
弘
治
二
年
八
月
十
五
日
に
授
戒
し
た
人
物
と
し
て
「
井
関
備
中
殿
之
子
息
」
の
「
宗
才
」
な
る
人
物
が
、
ま
た
、
永

禄
十
一
年
二
月
二
十
一
日
に
授
戒
し
た
人
物
と
し
て
、
「
信
堅
」
の
戒
名
を
授
か
っ
た
「
備
中
守
殿
」
、
「
宗
貞
」
の
戒
名
を
授
か
っ
た

「
備
中
守
殿
御
内
」
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
弘
治
年
間
に
「
井
関
備
中
」
な
る
人
物
が
い
た
こ
と
、
当
時
す
で
に
子
供
を
持

つ
年
齢
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
永
禄
十
一
年
の
授
戒
者
に
名
前
が
見
え
る
「
備
中
守
殿
」
が
先
の
「
井
関
備
中
殿
」
と
同
人

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
井
関
備
中
守
は
弘
治
か
ら
永
禄
に
か
け
て
活
動
し
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
人
物
が
、
①
②
の

「
井
関
備
中
守
」
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

①
②
は
い
ず
れ
も
面
裏
に
鑿
跡
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
ず
、
き
れ
い
に
削
っ
た
上
で
、
全
面
を
墨
で
黒
く
塗
る
と
い
う
処
理
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
面
裏
の
処
理
は
、
先
に
見
た
大
光
坊
幸
賢
の
作
例
と
も
共
通
す
る
。
面
裏
の
眼
の
周
り
や
、
鼻
下
か
ら
口
に
か
け
て
の
彫
り
に

も
共
通
点
が
少
な
く
な
く
、
そ
の
こ
と
は
、
大
光
坊
幸
賢
と
井
関
備
中
守
と
の
間
に
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て

い
よ
う
。
『
面
打
秘
伝
書
」
に
よ
れ
ば
、
井
関
休
心
な
る
人
物
は
「
大
光
ニ
カ
タ
ラ
ヒ
面
ヲ
打
」
っ
た
と
い
い
、
井
関
家
の
中
に
も
、
大

光
坊
か
ら
面
打
の
技
術
を
学
ん
だ
人
物
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
を
も
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
大
光
坊
幸
賢
の
弟
子
の
一
人
が

井
関
備
中
守
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
ま
ず
は
穏
当
な
見
解
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
る
。

よ
び
銘
記
の
方
法
に
も
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
花
押
と
制
作
月
日
を
記
す
の
も
、
（
凹
凹
⑤
の
み
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
以
上

を
要
す
る
に
、
①
②
と
③
④
⑤
は
別
人
の
作
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
井
関
備
中
守
を
名
乗
る
面
打
は
二
人
い
た
こ
と
に
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こ
の
井
関
備
中
守
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
を
詳
ら

か
に
し
え
な
い
。
た
だ
し
、
備
中
守
を
名
乗
る
以
前
は
、
次
之
介
と
い

う
名
乗
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
次
に
掲
げ
る
い
く
つ
か
の
作
例

か
ら
推
測
さ
れ
る
。

⑥
故
河
村
隆
司
氏
蔵
天
神
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
テ
ン
ジ
ン
／

次
之
介
作
」
）
（
写
真
⑯
）

⑦
黒
川
能
上
座
蔵
鷹
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
タ
カ
ノ
オ
モ
テ
／

次
之
介
作
」

⑦
黒
川
能
上
座
蔵
黒
髭
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
ク
ロ
ヒ
ゲ
／
次

之
介
作
」
）

こ
れ
ら
の
三
面
は
い
ず
れ
も
、
面
裏
の
額
部
分
に
作
者
の
名
と
、
面

の
名
称
と
を
朱
漆
書
に
よ
っ
て
記
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
筆
跡
が
①

②
の
井
関
備
中
守
作
の
面
と
酷
似
し
、
し
か
も
、
鑿
跡
を
残
さ
な
い
面

裏
に
墨
を
全
面
に
塗
る
と
い
う
処
理
も
共
通
す
る
。
姓
と
名
の
間
に
面

の
名
称
を
記
す
と
い
う
点
も
重
な
り
、
両
者
が
同
一
人
物
の
作
で
あ
る

の
は
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
名
乗
り
か
ら
判
断
し
て
、
井
関
備

中
守
の
初
名
が
次
之
介
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
井
関
次
之
介
の
作

者
銘
が
見
ら
れ
る
面
は
、
今
の
と
こ
ろ
管
見
で
は
右
の
三
面
の
み
で
あ

写真⑯故河村隆司氏蔵天神
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ま
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

る
が
、
大
阪
美
術
倶
楽
部
で
開
か
れ
た
「
市
内
一
方
巷
所
蔵
品
入
札
』
の
目
録
に
は
、
「
井
関
次
郎
介
作
筋
怪
士
」
の
写
真
が
挙
が
っ

て
お
り
、
こ
の
「
井
関
次
郎
介
」
も
「
井
関
次
之
介
」
の
誤
り
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
井
関
備
中
守
（
次
之
介
）
は
、
戦
国
期
の
面

打
と
し
て
は
、
か
な
り
多
く
の
作
例
を
残
し
て
い
る
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
井
関
備
中
守
（
次
之
介
）
と
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
と
の
関
係
で
あ
る
。
両
者
は
全
く
の
別
人
と
思
わ
れ
る
が
、

銘
記
の
方
法
に
は
共
通
点
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
面
の
名
称
を
面
裏
に
記
す
点
で
あ
る
。
特
定
の
本
面
を
写
し
た
場
合
な
ど
を
除
き
、

面
の
名
称
を
面
打
自
身
が
面
裏
に
記
す
例
は
、
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
あ
ま
り
類
例
を
見
な
い
銘
記
の
方
法
が
、
両
者
に
は
共
通
す

る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
井
関
備
中
守
（
次
之
介
）
の
面
に
は
「
大
と
ひ
て
」
「
テ
ン
ジ
ン
」
「
タ
カ
ノ
オ
モ
テ
」
「
ク
ロ
ヒ
ゲ
」
、
慶
長
期

の
井
関
備
中
守
の
面
に
は
「
ハ
シ
ヒ
メ
」
「
大
へ
シ
」
「
カ
ッ
シ
キ
ヲ
モ
テ
」
と
面
の
名
称
の
記
載
が
あ
り
、
こ
う
し
た
共
通
点
は
、
両
者

の
間
に
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
存
し
た
可
能
性
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
そ
れ
が
師
弟
関
係
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
親
子
関
係
で

あ
っ
た
の
か
は
、
現
段
階
で
は
一
切
不
明
で
あ
る
が
、
井
関
備
中
守
を
名
乗
る
面
打
に
二
代
あ
り
、
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
影
響
関
係
が

あ
っ
た
の
は
確
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
が
、
井
関
河
内
の
親
に
当
た
る
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
井
関
河
内
の

親
は
「
仮
面
譜
」
で
は
井
関
備
中
橡
と
さ
れ
る
が
、
『
青
光
院
過
去
帳
」
に
見
え
る
「
井
関
備
中
守
家
久
」
の
名
乗
り
が
正
し
く
、
過
去

帳
に
よ
れ
ば
、
井
関
備
中
守
家
久
の
法
名
は
「
道
入
居
士
」
、
忌
日
は
寛
永
三
年
十
一
一
月
九
日
と
い
う
。
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
息
子

の
井
関
河
内
が
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
の
没
で
、
七
十
三
歳
ま
で
は
生
存
が
確
か
め
ら
れ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
逆
算
す
る
と
、
井
関
河
内

の
生
ま
れ
は
天
正
十
三
年
二
五
八
五
）
以
前
と
な
り
、
父
の
井
関
備
中
守
家
久
は
少
な
く
と
も
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
○
）
頃
ま
で
に
は
生

後
述
の
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』
に
よ
る
と
、
こ
の
井
関
備
中
守
家
久
は
「
井
関
十
兵
衛
」
を
名
乗
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
同
系
図
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の
書
き
入
れ
に
「
井
関
十
兵
衛
、
後
号
備
中
守
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
の
名
乗
り
が
十
兵
衛
で
、
後
に
備
中
守
と
改
め
た
よ
う

で
あ
る
。
備
中
守
へ
の
改
名
の
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
前
述
の
薬
莱
神
社
蔵
の
大
癒
見
面
に
慶
長
三
年
六
月
の
年
記
と
井
関
備
中
守
の

署
名
が
あ
る
か
ら
、
慶
長
三
年
以
前
で
あ
る
の
は
確
実
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
、
田
邊
三
郎
助
氏
『
能
面
』
（
昭
和
五

十
六
年
、
小
学
館
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
大
飛
出
面
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
面
は
未
見
だ
が
、
田
邊
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
彩
色
が
剥
落

し
た
木
地
上
に
「
江
州
北
郡
／
井
関
十
兵
□
／
慶
長
二
年
／
正
月
吉
日
／
大
□
□
」
云
々
と
墨
書
銘
が
あ
る
と
い
う
。
同
書
掲
載
の
写
真

を
見
る
に
、
そ
の
墨
書
銘
の
「
井
関
」
「
慶
長
」
の
書
体
は
、
薬
莱
神
社
蔵
の
大
癒
見
面
と
か
な
り
類
似
し
て
お
り
、
こ
の
井
関
十
兵
衛

（一一一）

が
備
中
守
家
久
と
同
人
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
大
飛
出
面
に
は
井
関
十
兵
衛
の
署
名
と

と
も
に
、
慶
長
二
年
正
月
の
年
記
が
あ
り
、
備
中
守
作
の
大
癒
見
面
に
は
慶
長
三
年
六
月
の
年
記
が
あ
る
。
両
者
を
同
一
人
物
と
す
る
右

の
推
測
が
正
し
い
と
す
る
と
、
十
兵
衛
か
ら
備
中
守
へ
の
改
名
の
時
期
は
慶
長
二
年
正
月
か
ら
三
年
六
月
ま
で
の
一
年
半
の
間
に
絞
ら
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
改
名
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
井
関
備
中
守
家
久
の
橋
姫
・
大
癒
見
・

喝
食
面
の
銘
記
の
方
法
と
、
井
関
備
中
守
（
次
之
介
）
の
作
例
に
お
け
る
銘
記
の
方
法
と
の
間
に
共
通
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
十
兵

衛
家
久
が
備
中
守
を
名
乗
っ
た
背
景
に
、
戦
国
期
の
井
関
備
中
守
の
名
乗
り
を
踏
襲
す
る
と
い
う
意
識
が
存
在
し
た
の
は
、
ま
ず
間
違
い

な
い
と
思
わ
れ
る
。
井
関
十
兵
衛
を
名
乗
っ
て
い
た
慶
長
二
年
の
大
飛
出
面
で
は
作
者
・
制
作
年
の
銘
記
を
彩
色
下
に
記
す
の
に
対
し
、

備
中
守
名
義
の
作
例
で
は
い
ず
れ
も
面
裏
の
額
部
分
に
記
し
て
い
る
。
備
中
守
襲
名
後
に
、
戦
国
期
の
備
中
守
に
倣
っ
て
銘
記
の
方
法
を

改
め
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
、
戦
国
期
に
活
躍
し
た
と
見
ら
れ
る
井
関
備
中
守
と
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
と
で
は
、
年

代
に
若
干
の
開
き
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
前
者
の
井
関
備
中
守
の
初
名
が
次
之
介
で
、
｜
方
、
後
者
の
備
中
守
の
初
名
が
十
兵
衛
と

い
う
よ
う
に
、
備
中
守
を
名
乗
る
以
前
の
名
乗
り
が
相
違
し
て
い
る
点
も
、
両
者
が
親
子
の
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
述
の
「
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
で
も
、
井
関
十
兵
衛
（
備
中
守
）
家
久
の
父
は
一
一
一
田
村
左
衛
門
大
夫
国
定
と
な
っ
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以
上
の
各
節
で
は
、
井
関
の
実
作
例
を
主
な
手
掛
か
り
と
し
て
、
井
関
家
の
系
譜
を
辿
っ
て
き
た
。
『
仮
面
譜
』
『
大
野
出
目
家
伝
書
』

「
面
打
秘
伝
書
」
と
い
っ
た
、
江
戸
期
の
面
打
関
係
資
料
が
伝
え
る
井
関
家
の
系
譜
は
き
わ
め
て
信
頼
度
の
低
い
も
の
で
あ
っ
て
、
井
関

家
の
系
譜
を
再
構
築
す
る
に
は
、
具
体
的
な
作
例
に
基
づ
く
こ
と
が
不
可
欠
な
た
め
で
あ
る
が
、
江
戸
期
の
文
献
資
料
の
中
に
も
、
面
打

井
関
家
の
系
譜
を
辿
る
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
参
考
資
料
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
と
仮
称
す
る
系
図
で
、

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
奥
書
が
あ
る
袋
綴
仮
綴
の
一
冊
で
あ
る
。
金
剛
巌
氏
『
能
面
作
家
小
史
』
（
昭
和
七
年
、
中
島
泰
成
閣
）
が
、
朽

木
静
雄
氏
の
調
査
に
拠
る
と
し
て
挙
げ
て
い
る
井
関
家
の
系
譜
は
、
同
系
図
に
基
づ
く
も
の
ら
し
く
、
そ
の
後
、
平
成
十
年
に
坂
口
裕
子

氏
が
「
近
江
井
関
関
連
文
書
発
見
」
言
能
楽
タ
イ
ム
ス
」
五
五
七
）
に
お
い
て
、
滋
賀
県
高
島
郡
マ
キ
ノ
町
西
浜
の
谷
田
剛
氏
の
も
と
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
て
い
る
。
谷
田
氏
は
井
関
河
内
の
一
族
の
末
商
に
あ
た
り
、
同
家
に
は
井
関
家
お
よ
び
そ
の
親
族
で

あ
る
石
田
家
の
系
譜
に
関
わ
る
以
下
の
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ま
い
か
。

て
お
り
、
同
系
図
中
の
戦
国
期
の
人
物
に
備
中
守
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。
井
関
十
兵
衛
家
久
の
「
備
中
守
」
と
い
う
名
乗
り
は
、
井
関
家

の
先
祖
が
名
乗
っ
て
い
た
官
途
名
を
襲
っ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
両
者
は
特
に
血
縁
で
結
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
あ
る

①
正
徳
一
一
年
三
田
村
左
門
重
弘
筆
「
浅
井
・
’
一
一
田
村
氏
系
図
』
（
仮
題
）

②
寛
政
七
年
『
由
緒
書
』
（
井
関
亨
介
長
幹
が
石
田
正
継
に
始
ま
る
石
田
家
歴
代
の
由
緒
を
纏
め
た
も
の
。
石
田
家
は
吉
兵
衛
長
得
の
代
、

井
関
玄
説
の
弟
井
関
常
立
の
門
弟
と
し
て
医
道
を
修
業
し
、
井
関
姓
を
名
乗
っ
た
た
め
、
長
得
以
後
は
井
関
家
と
な
る
）

五
、
「
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』
に
見
え
る
井
関
家
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こ
の
う
ち
①
②
⑤
が
面
打
井
関
家
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
①
の
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の

他
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
「
浅
井
。
一
一
一
田
村
氏
系
図
」
は
、
「
。
、
藤
原
姓
浅
井
系
［
｜
一
一
田
村
・

野
村
・
大
野
木
］
」
と
共
表
紙
の
外
題
に
あ
る
通
り
、
江
北
の
戦
国
大
名
で
あ
る
浅
井
氏
と
、
そ
の
支
流
に
あ
た
る
三
田
村
氏
の
系
図
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
に
は
「
正
徳
二
壬
辰
仲
春
源
姓
重
弘
書
之
（
印
）
」
と
あ
り
、
正
徳
二
年
、
「
源
姓
重
弘
」
な
る
人
物
の
編

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
源
姓
重
弘
」
は
、
同
系
図
中
に
一
一
一
田
村
保
右
衛
門
重
貞
の
子
と
し
て
見
え
る
三
田
村
十
蔵
重
光
、

後
、
左
門
重
弘
と
名
乗
っ
た
人
物
で
あ
る
。
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
に
は
、
江
戸
後
期
の
も
の
と
思
し
き
後
人
の
書
き
入
れ
が
い
く

つ
か
見
ら
れ
る
が
、
右
の
奥
書
に
続
い
て
見
え
る
以
下
の
後
人
追
記
に
よ
れ
ば
、
三
田
村
左
門
重
弘
は
広
島
藩
に
仕
え
る
武
士
で
、
そ
の

重
弘
が
自
筆
を
も
っ
て
記
し
た
の
が
、
現
存
の
系
図
で
あ
る
と
い
う
。

此
一
巻
紙
数
十
五
枚
、
芸
州
広
嶋
城
主
松
平
安
芸
守
様
御
内
三
田
村
安
右
衛
門
一
子
、
｜
一
一
田
村
左
門
重
弘
実
筆
也
。
於
江
戸
死
去
、

『
浅
井
・
’
一
一
田
村
氏
系
図
」
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
浅
井
氏
と
、
そ
の
支
流
で
あ
る
三
田
村
氏
の
系
図
で
あ
る
。
ま
ず
、
神
代
の
天
御

中
主
尊
に
始
ま
る
藤
原
氏
の
系
図
を
記
し
た
後
、
浅
井
氏
の
祖
で
あ
る
浅
井
重
政
以
下
の
系
図
を
記
す
。
浅
井
氏
の
系
図
は
浅
井
長
政
と

そ
の
子
供
の
記
述
で
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
後
に
丁
を
改
め
て
、
浅
井
重
政
の
次
男
で
、
三
田
村
氏
を
継
い
だ
一
一
一
田
村
定
政
に
始
ま
る
同

其
後
伝
来
之
者
也
。

「
浅
井
・
三
田
村
氏
系

③
天
明
丙
午
年
「
由
緒
書
」
（
石
田
九
郎
左
衛
門
が
石
田
藤
太
夫
良
宗
に
始
ま
る
石
田
家
歴
代
の
由
緒
を
御
役
所
に
書
き
上
げ
た
も
の
）

④
『
悟
伯
厳
君
行
状
』
（
石
田
吉
兵
衛
善
長
の
伝
記
を
、
正
徳
三
年
に
息
子
の
吉
兵
衛
長
得
が
纏
め
た
も
の
）

⑤
『
井
関
室
人
行
状
」
（
井
関
河
内
の
娘
で
、
石
田
吉
兵
衛
善
長
に
嫁
い
だ
万
の
伝
記
を
、
正
徳
三
年
に
息
子
の
吉
兵
衛
長
得
が
纏
め
た
も
の
）

⑥
『
安
原
室
人
行
状
」
（
石
田
吉
兵
衛
長
得
の
夫
人
安
原
ト
マ
の
伝
記
を
、
正
徳
三
年
に
長
得
が
纏
め
た
も
の
）
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『
芸
藩
輯
要
』
の
三
田
村
家
系
図
に
よ
れ
ば
、
同
家
は
清
和
源
氏
多
田
満
仲
の
次
男
頼
親
よ
り
出
で
、
そ
の
次
男
頼
房
か
ら
数
え
て
五

代
目
の
幸
弼
が
草
野
庄
の
地
頭
と
な
り
、
一
一
一
田
村
に
城
を
築
い
て
苗
字
を
改
め
、
三
田
村
左
衛
門
尉
と
名
乗
っ
た
の
に
始
ま
る
と
い
う
。

そ
の
後
、
浅
井
氏
に
仕
え
て
そ
の
家
臣
と
な
っ
た
が
、
『
江
北
記
』
に
は
、
守
護
大
名
京
極
氏
の
「
根
本
当
方
被
官
」
と
し
て
浅
井
氏
ら

と
と
も
に
名
が
見
え
、
も
と
も
と
京
極
氏
の
根
本
被
官
の
一
人
と
し
て
浅
井
氏
と
肩
を
並
べ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
浅
井
氏
が

台
頭
す
る
中
で
、
三
田
村
氏
も
次
第
に
そ
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
浅
井
新
三
郎
忠
政
の
弟
で
あ
る
新
七
郎
定
政
が
一
一
一
田
村
家

を
継
い
で
、
三
田
村
氏
を
名
乗
っ
て
い
る
の
も
、
浅
井
氏
が
三
田
村
氏
の
乗
っ
取
り
を
図
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
三
田
村
氏

は
浅
井
氏
の
一
門
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
小
谷
城
落
城
と
と
も
に
没
落
し
、
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

三
田
村
左
衛
門
大
夫
国
定
は
織
田
信
長
に
よ
っ
て
討
た
れ
、
そ
の
子
の
左
衛
門
宗
安
・
八
郎
左
衛
門
宗
明
・
宮
内
亮
宗
友
・
井
関
上
総
介

宗
信
の
四
人
も
小
谷
城
に
お
い
て
討
ち
死
に
し
た
と
い
う
。
没
落
後
の
三
田
村
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
『
芸
藩
輯
要
』
に
詳
し
い
。
す
な

も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、

記
述
と
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
が
、
果
た
し
て
一
一
一
田
村
左
門
重
弘
の
自
筆
と
認
め
て
よ
い
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
重
弘
の
自
筆
資
料

が
知
ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
確
実
な
こ
と
が
言
え
な
い
が
、
そ
の
記
述
内
容
か
ら
、
同
人
の
編
に
な
る
系
図
で
あ
る
可
能
性
が
か
な
り

高
い
と
見
ら
れ
る
。
広
島
藩
の
家
中
に
三
田
村
左
門
重
弘
な
る
人
物
が
い
た
こ
と
は
、
『
芸
藩
輯
要
』
（
昭
和
八
年
、
入
玄
堂
）
に
よ
っ
て

も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
同
書
第
四
編
「
藩
士
家
系
譜
」
が
伝
え
る
一
一
一
田
村
家
の
系
図
は
、
概
ね
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
の

家
の
系
図
を
記
す
。
一
一
一
田
村
左
門
重
弘
は
、
こ
の
三
田
村
定
政
か
ら
数
え
て
八
代
目
の
子
孫
に
あ
た
る
。
同
系
図
に
従
っ
て
、
そ
の
左
門

重
弘
に
い
た
る
歴
代
の
名
前
を
掲
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

三
田
村
定
政
ｌ
左
衛
門
大
夫
定
元
ｌ
左
衛
門
大
夫
国
定
ｌ
左
衛
門
宗
安
ｌ
安
右
衛
門
重
次
ｌ
吉
介
重
政
ｌ
安
右
衛
門
重
堅
ｌ
保
右
衛

門
重
貞
ｌ
左
門
重
弘
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わ
ち
、
一
一
一
田
村
重
清
（
「
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
に
見
え
る
左
衛
門
宗
安
と
同
人
か
）
が
小
谷
城
で
戦
死
し
た
後
、
弟
の
安
右
衛
門
重
次

が
七
歳
に
し
て
高
野
山
に
逃
れ
、
そ
の
後
、
慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
の
合
戦
の
時
、
外
戚
の
関
係
に
よ
っ
て
京
極
高
次
に
召
し
出
さ
れ
、
そ

の
子
孫
も
ま
た
京
極
家
に
仕
え
た
が
、
孫
の
安
右
衛
門
重
堅
の
代
に
御
暇
と
な
り
、
万
治
元
年
（
’
六
五
八
）
に
広
島
藩
浅
野
家
に
再
び
召

し
出
さ
れ
た
と
あ
る
。
安
右
衛
門
重
堅
は
正
徳
三
年
の
没
。
子
の
新
六
は
当
時
ま
だ
生
後
七
か
月
で
あ
っ
た
が
、
成
人
後
の
貞
享
二
年

二
六
八
五
）
、
あ
ら
た
め
て
浅
野
家
に
召
し
出
さ
れ
、
御
持
筒
頭
・
御
騎
馬
弓
頭
・
御
小
姓
頭
を
勤
め
、
名
を
安
右
衛
門
と
改
め
、
正
徳

元
年
、
江
戸
に
て
没
し
た
と
い
う
。
『
浅
井
。
一
一
一
田
村
氏
系
図
」
に
見
え
る
一
一
一
田
村
保
右
衛
門
重
貞
が
そ
れ
で
、
相
馬
藩
『
中
村
雑
記
」

（
内
閣
文
庫
蔵
）
宝
永
八
年
（
一
七
二
）
正
月
七
日
条
に
「
四
シ
過
、
三
田
村
保
右
衛
門
卒
干
霞
関
長
屋
、
旧
年
よ
り
病
気
、
終
二
如
此
な

り
［
三
田
村
丹
治
・
多
田
武
兵
衛
］
、
八
日
ノ
夜
、
葬
干
愛
宕
青
雲
寺
」
と
あ
る
の
も
同
人
で
あ
ろ
う
。
そ
の
子
供
に
あ
た
る
の
が
『
浅

井
．
一
一
一
田
村
氏
系
図
』
の
筆
者
、
左
門
重
弘
で
、
『
芸
藩
輯
要
」
に
よ
る
と
知
行
一
一
一
百
五
十
石
、
御
児
小
姓
・
御
小
納
戸
役
と
あ
る
。
広

島
藩
に
仕
え
た
三
田
村
氏
の
末
嵩
は
、
広
島
市
中
区
に
あ
る
臨
済
宗
の
金
龍
寺
を
菩
提
寺
と
す
る
が
、
同
家
は
す
で
に
絶
え
、
同
寺
の
無

縁
墓
地
に
は
、
九
に
十
字
の
家
紋
を
刻
ん
だ
三
田
村
家
の
墓
碑
が
数
基
残
さ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
『
浅
井
．
一
一
一
田
村
氏
系
図
」
が
広

島
藩
に
仕
え
た
三
田
村
氏
の
末
育
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
は
以
上
の
傍
証
か
ら
み
て
確
実
で
あ
り
、
そ
の
記
述
内
容
も
江

戸
中
期
以
前
に
遡
り
う
る
も
の
と
し
て
、
一
定
の
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

以
上
見
て
き
た
ご
と
く
、
「
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
は
、
戦
国
期
か
ら
江
戸
前
期
に
い
た
る
一
一
一
田
村
氏
の
系
図
で
あ
る
が
、
同
系
図

に
は
三
田
村
氏
歴
代
の
釣
書
と
と
も
に
、
分
家
や
兄
弟
に
つ
い
て
も
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、
そ
の
中
に
井
関
姓
の
人
物
が
多
く
見
え
る
。

す
な
わ
ち
、
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
は
、
井
関
家
の
系
図
を
辿
る
上
で
も
、
貴
重
な
資
料
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
同
系
図
の
う
ち
、

井
関
姓
の
名
前
が
見
え
る
該
当
箇
所
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
後
人
書
き
入
れ
の
部
分
を
括
弧
内
に
記
し
た
）
。



９５面打井関考

法重家宗宗宗宗宗宗
家次久貞信俊友明安

国
定
三
田
村
左
衛
門
大
夫
江
北
横
山
城
主
、
浅
井
家
滅
亡
之
時
、
為
信
長
被
害
、
因
為
浅
井
家
親
族
之
故
也

家
政
井
関
右
兵
衛
尉

元
忠
野
村
右
近

西
坊
幸
遜
与
毘
沙
門
尊
像
干
甥
十
兵
衛
家
重
、
今
尚
存
、
霊
験
目
新
也

「
西
幸
坊
／
西
幸
坊
明
王
院
法
印
」

親
政
八
曲三
田
村
市
左
衛
門
「
吉
介
」
寛
永
五
戊
辰
年
八
月
、
重
次
・
法
家
両
人
ノ
江
州
竹
生
嶋
二
捧
鉄
燈
寵
、
「
有
子
孫
、

号
石
田
、
長
楽
庵
養
子
也
」

法
次
「
吉
助
」

井
関
十
兵
衛
、
浅
井
長
政
感
冊
ア
リ
、
浅
井
家
滅
亡
之
後
、
不
再
仕
而
、
蟄
干
江
北
海
津

三
田
村
安
右
衛
門
「
仕
高
次
公
」

一
一
一
田
村
源
六
、
左
衛
門
江
州
小
谷
討
死
、
以
弟
安
右
衛
門
重
次
為
養
子

三
田
村
八
郎
左
衛
門
於
江
州
小
谷
討
死
、
以
弟
新
右
衛
門
宗
貞
為
養
子

三
田
村
宮
内
亮
於
江
州
小
谷
討
死

井
関
左
京
亮

井
関
上
総
介
於
江
州
小
谷
討
死

三
田
村
新
右
衛
門

「
則
次
」
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右
の
系
図
に
よ
り
、
一
一
一
田
村
氏
の
一
族
の
中
か
ら
、
井
関
姓
を
名
乗
る
人
物
が
多
く
出
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
三
田
村

女
子
高
木
玄
済
室

少
庵
井
関
正
伯
、
後
改
玄
説
、
又
賜
法
服

家

女
子
加
納
藤
左
衛
門
室

里
・
穴
ロ
’
一
一
ｍ
血
凹
Ｎ
女
二
一
ｎ
郡

胴
剰
．
●
＋
’
千
寓
壁
廟

奄
玄
一
束
後
改
常
立
、
従
細
川
越
中
守
殿
腸

批
以
医
業
之
・
有
功
名
厳
鯵
有
院
殿
下
召
肥

》
閑
二
師
辿
恒
潜

坤
球
、
山
廿
匹
十
口
鐸
隅
叩
Ⅱ
宝

光子子禄 又
賜
之
以
法
眼
、
「
名
常
甫
、
字
正
伯
」

早
世

「
林
兵
庫
室
」

三
田
村
十
蔵
「
早
世
」



９７面打井関考
左
衛
門
大
夫
国
定
の
弟
が
井
関
右
兵
衛
尉
家
政
、
左
衛
門
宗
安
の
弟
が
井
関
左
京
亮
宗
俊
・
井
関
上
総
介
宗
信
・
井
関
十
兵
衛
家
久
を
名

乗
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
井
関
十
兵
衛
家
久
は
前
述
の
井
関
備
中
守
、
そ
の
子
の
十
兵
衛
家
重
は
井
関
河
内
を
指
し
、
三
田
村
家
と
面
打

井
関
家
と
が
同
族
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
井
関
河
内
が
三
田
村
家
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
、
海
津
西
浜
の
青
光
院
の
過

去
帳
に
、
井
関
河
内
の
祖
父
と
し
て
三
田
村
左
衛
門
国
定
の
名
が
見
え
る
こ
と
、
京
都
黒
谷
に
あ
る
河
内
の
息
、
井
関
玄
説
の
墓
碑
銘
に

「
為
佐
々
木
右
族
而
、
世
々
住
江
北
浅
井
郡
一
一
一
田
村
」
と
あ
っ
て
、
井
関
河
内
の
家
系
が
代
々
三
田
村
の
居
住
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
事
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
同
時
代
の
傍
証
と
し
て
、
壬
生
官
務
章
弘
の
日
記
『
章
弘
宿
禰
記
』
（
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
）
宝
永
四
年
二
月
七
日
条
の
、
｜
一
一
田
村
数
馬
が
禁
裏
主
殿
寮
の
跡
役
を
願
い
出
た
折
の
記
事
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
主
殿

寮
の
小
野
士
佐
守
友
治
の
息
子
、
主
殿
允
尚
方
が
出
仕
を
止
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
跡
役
を
三
田
村
数
馬
が
親
類
書
を
添
え
て
願
い
出
た

も
の
で
、
同
日
記
に
は
数
馬
が
提
出
し
た
以
下
の
よ
う
な
親
類
書
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。

姓
源
氏
佐
々
木
庶
流

『
高
祖
父

「
曽
祖
父

「
祖
母

『
父

一
、
祖
父 由
緒
書

江
州
横
山
城
主

京
極
若
狭
守
殿
家
頼

知
行
千
八
百
石

京
極
若
狭
守
殿
家
頼

知
行
六
百
石

主
殿
寮
士
佐
守
友
治
祖
父

小
野
筑
前
守
友
忠
女

三
田
村
彦
五
郎

三
田
村
保
太
夫
重
安

三
田
村
左
衛
門
太
夫
国
定

三
田
村
出
雲
重
次
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二
月
五
日

三
田
村
数
馬
判

こ
の
親
類
書
に
あ
る
ご
と
く
、
三
田
村
数
馬
は
一
一
一
田
村
彦
五
郎
の
子
で
あ
り
、
そ
の
先
祖
に
は
江
北
横
山
城
主
の
一
一
一
田
村
左
衛
門
大
夫

国
定
の
名
も
見
え
る
。
『
浅
井
。
一
一
一
田
村
氏
系
図
」
に
は
、
一
一
一
田
村
数
馬
本
人
の
名
は
見
え
な
い
が
、
そ
れ
は
彼
が
三
田
村
家
か
ら
出
て
、

主
殿
寮
の
跡
役
を
継
承
し
、
小
野
士
佐
守
友
治
の
養
子
と
な
っ
た
た
め
ら
し
く
、
弟
の
三
田
村
十
蔵
や
伯
父
・
伯
父
・
従
弟
ら
の
名
は
い

ず
れ
も
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
に
記
載
が
あ
り
、
同
系
図
が
か
な
り
正
確
な
情
報
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
親
類
書
に
も
叔
父
や
従
弟
と
し
て
井
関
玄
祝
（
玄
説
の
誤
記
で
あ
ろ
う
）
や
井
関
正
伯
と
い
っ
た
井
関
姓
の
人
物
の
名
が
見
え
、
井
関

家
と
三
田
村
家
と
が
、
血
縁
で
結
ば
れ
た
親
族
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
、
同

以
上

「
従
弟

「
叔
父

一

、

同

一一￣

、、、

伯弟母
父

松
平
安
芸
守
殿
家
来

松
平
安
芸
守
家
頼

知
行
二
百
五
拾
石

松
平
安
芸
守
殿
家
頼

知
行
四
百
石

江
戸
二
御
奉
公
相
勤
罷
有
候

御
役
料
五
百
石

愛
宕
大
納
言
殿
家
頼

井
関
正
伯

三
田
村
千
之
助

（
マ
マ
）

井
関
玄
祝

三
田
村
保
右
衛
門

一
色
筑
後
女

三
田
村
十
蔵

一
一
一
田
村
吉
兵
衛



９９面打井関考
そ
の
三
田
村
数
馬
は
一
一
一
田
村
彦
五
郎
の
息
子
で
、
彦
五
郎
は
「
浅
井
・
’
一
一
田
村
氏
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
井
関
河
内
の
五
男
に
あ
た
る
人

物
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
三
田
村
数
馬
は
井
関
河
内
の
孫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
右
の
親
類
書
に
は
数
馬
の
祖
父
は
井
関
河
内
で
は
な

く
、
｜
一
一
田
村
保
太
夫
重
安
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
父
の
一
一
一
田
村
彦
五
郎
が
井
関
家
を
出
て
、
一
二
田
村
保
太
夫
の
養
子
に
な
っ
て
い

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
井
関
河
内
の
長
男
か
ら
四
男
ま
で
は
い
ず
れ
も
井
関
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
五
男
の
彦
五
郎
だ
け
が
保
太
夫
重
安

の
養
子
と
な
り
、
三
田
村
姓
に
改
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
問
題
と
な
る
の
が
、
一
一
一
田
村
家
と
井
関
家
と
の
関
係
で
あ
る
。
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
｜
一
一
田
村

左
衛
門
大
夫
国
定
に
は
四
人
の
兄
弟
が
い
た
が
、
四
人
の
弟
は
そ
れ
ぞ
れ
井
関
右
兵
衛
家
政
・
野
村
右
近
元
忠
・
西
坊
幸
・
親
政
（
八

曲
）
と
名
乗
っ
て
い
る
。
四
男
の
西
坊
幸
は
出
家
で
あ
る
た
め
、
姓
の
記
載
が
な
い
が
、
五
男
の
親
政
（
八
曲
）
は
、
先
に
触
れ
た
井
関
親

政
と
同
人
と
思
わ
れ
、
四
人
の
う
ち
二
人
が
井
関
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
井
関
は
江
北
の
七
条
村
を
拠
点
と
す
る
氏
族
で
、

三
田
村
氏
を
先
祖
に
持
つ
井
関
玄
説
の
墓
碑
銘
に
、
「
野
村
・
加
納
・
七
条
、
皆
同
氏
也
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
三
田
村
・
野
村
・
加

納
・
七
条
の
近
隣
四
ヶ
村
に
住
む
各
氏
は
互
い
に
同
族
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。
三
田
村
国
定
の
弟
が
、
井
関
姓
や
野
村

姓
を
名
乗
っ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
ら
村
々
の
郷
士
た
ち
が
親
族
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
三
田
村
国
定
の
兄
弟
に
井
関

姓
や
野
村
姓
を
名
乗
る
人
物
が
見
ら
れ
る
の
も
、
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
井
関
家
や
野
村
家
に
養
子
と
し
て
入
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
に
は
、
不
自
然
な
点
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
注
目
き
れ
る
の
は
、
三
田
村
国
定
に
は

四
人
の
兄
弟
が
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
｜
人
と
し
て
三
田
村
姓
を
名
乗
っ
た
人
物
が
い
な
い
点
で
あ
る
。
国
定
の
次
代
に
あ
た
る
三
田
村

左
衛
門
宗
安
は
九
人
兄
弟
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
井
関
姓
を
名
乗
っ
た
の
は
一
一
一
名
の
み
で
、
他
の
六
名
は
い
ず
れ
も
三
田
村
姓
を
名
乗
っ

て
い
る
。
通
常
な
ら
ば
、
三
田
村
国
定
の
兄
弟
に
も
、
｜
一
一
田
村
姓
を
名
乗
る
人
物
が
も
っ
と
い
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

次
の
よ
う
な
推
測
を
生
ぜ
し
め
る
。
三
田
村
家
と
井
関
家
と
の
関
係
は
、
三
田
村
国
定
の
兄
弟
が
井
関
家
の
養
子
に
入
っ
た
の
で
は
な
く
、
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む
し
ろ
そ
の
逆
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
三
田
村
国
定
自
身
が
も
と
も
と
は
井
関
家
の
人
物
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
国
定
の
兄
弟
の
多
く
が
井
関
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た
国
定
の
息
子
か
ら
井
関
姓
を
名
乗
る
人
物
が
出

て
い
る
こ
と
も
、
容
易
に
説
明
が
つ
く
。
三
田
村
国
定
に
つ
い
て
は
、
他
家
か
ら
の
養
子
と
す
る
伝
承
が
あ
り
、
そ
の
実
家
に
つ
い
て
は
、

い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
井
関
家
の
出
身
と
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
の

記
述
に
従
え
ば
、
井
関
家
か
ら
三
田
村
家
に
養
子
に
入
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
最
も
自
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

三
田
村
国
定
の
実
父
は
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
国
定
の
兄
弟
の
四
番
目
に
「
西
坊
幸
」
な
る
人
物
の
名
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
「
西
坊
幸
」
の
下
に
書

か
れ
た
割
注
に
は
、
西
坊
幸
の
「
毘
沙
門
尊
像
」
が
「
甥
十
兵
衛
家
重
」
の
も
と
に
伝
え
ら
れ
た
由
が
記
さ
れ
て
お
り
、
西
坊
幸
が
出
家

で
あ
っ
た
こ
と
、
仏
像
の
制
作
に
も
携
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
「
西
幸
坊
」
は
お
そ
ら
く
、
仏
師
・
面
打
と
し
て
活

動
し
た
西
之
坊
幸
賢
と
同
人
で
あ
ろ
う
。
西
之
坊
幸
賢
す
な
わ
ち
大
光
坊
は
井
関
上
総
守
親
信
の
四
男
で
、
「
日
本
馬
術
史
』
に
は
、
同

人
と
思
し
き
「
大
吉
寺
西
ノ
坊
」
「
恵
久
」
の
名
が
「
家
政
ノ
弟
」
と
し
て
見
え
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』
に

「
西
坊
幸
」
の
名
が
四
番
目
の
男
子
と
し
て
、
ま
た
、
「
家
政
井
関
右
兵
衛
尉
」
の
弟
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
ま

た
、
『
鞍
鐙
新
書
」
に
は
「
家
政
の
弟
」
と
し
て
「
井
関
次
郎
左
衛
門
親
政
」
の
名
が
見
え
る
が
、
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
に
も
、

「
家
政
」
や
「
西
幸
坊
」
の
弟
と
し
て
「
親
政
八
曲
」
の
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、
三
田
村
国
定
の
兄
弟
が
そ
れ
ぞ
れ
井
関
次
郎
左
衛
門

家
政
・
大
光
坊
幸
賢
・
井
関
次
郎
左
衛
門
親
政
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
兄
弟
関
係
は
、

「
日
本
馬
術
史
』
な
ど
の
鞍
打
井
関
家
関
係
資
料
の
情
報
と
も
多
く
の
点
で
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』
は
、
一
一
一

田
村
氏
の
家
系
と
井
関
氏
の
家
系
と
が
混
在
し
た
系
図
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
一
一
一
田
村
国
定
以
下
の
五
人
兄
弟
は
、
い
ず
れ
も
三
田
村

定
元
の
実
子
で
は
な
く
、
実
は
井
関
上
総
守
親
信
の
実
子
で
あ
っ
て
、
長
男
の
国
定
だ
け
が
三
田
村
定
元
の
養
子
と
な
っ
て
一
一
一
田
村
家
に
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三
田
村
氏
・
井
関
氏
は
と
も
に
浅
井
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
そ
の
浅
井
氏
の
滅
亡
は
、
両
家
の
境
遇
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と

に
な
る
。
江
北
に
侵
攻
し
て
き
た
織
田
信
長
の
攻
勢
を
受
け
、
浅
井
氏
が
つ
い
に
滅
亡
す
る
の
は
天
正
一
兀
年
（
’
五
七
三
）
八
月
の
こ
と
。

「
浅
井
・
’
一
一
田
村
氏
系
図
』
は
、
こ
の
合
戦
に
よ
っ
て
、
三
田
村
国
定
お
よ
び
そ
の
子
の
左
衛
門
宗
安
・
八
郎
左
衛
門
宗
明
・
宮
内
亮
宗

友
・
井
関
左
京
亮
宗
俊
・
井
関
上
総
介
宗
信
が
没
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
合
戦
に
も
生
き
延
び
た
井
関
十
兵
衛
家
久
は
、
当
時
ま
だ

十
代
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
系
図
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
浅
井
氏
の
没
落
後
、
再
仕
す
る
こ
と
も
な
く
、
琵
琶
湖
の
対
岸

に
位
置
す
る
海
津
の
地
に
蟄
居
の
日
々
を
送
っ
た
と
い
う
。
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
谷
田
剛
氏
所
蔵
文
書
の
中
に
、
や
や

詳
し
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
「
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
の
書
き
込
み
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

信
長
公
、
江
州
平
均
之
後
、
以
二
秀
吉
公
》
守
ヱ
ラ
ル
長
浜
之
城
一
一
一
時
二
、
江
北
不
し
平
、
信
長
公
仰
一
→
秀
吉
公
一
一
一
、
立
二
京
極
家
一
、
時
二
三
田

村
左
衛
門
太
夫
国
定
末
子
一
一
一
人
十
六
才
・
十
一
一
才
・
九
才
、
江
州
西
浜
村
二
蟄
居
ス
、
秀
吉
公
仰
一
一
磯
野
氏
一
一
一
、
以
一
一
小
船
→
召
し
之
、
｜
二

人
之
内
兄
二
人
行
二
長
浜
一
一
一
、
母
隠
二
末
子
『
八
秀
吉
公
不
し
殺
し
之
ヲ
、
仰
下
し
可
レ
仕
二
京
極
家
一
一
一
之
由
埠
、
兄
十
兵
衛
辞
し
之
、
以
弟
ヲ
出
二
之

秀
吉
公
一
一
一
、
ハ
シ
カ
キ
面
ナ
レ
ハ
ト
テ
号
二
麥
右
衛
門
十
、
手
ツ
カ
ラ
賜
二
助
定
之
刀
『
、
後
一
一
号
二
安
右
衛
門
→
、
又
号
二
出
雲
守
斗
、
兄
方

市
左
衛
門
叩

十
兵
衛
後
二
号
二
備
中
守
千
、
末
子
号
二
吉
助
一
、
十
兵
衛
・
吉
助
者
住
二
西
浜
村
一
一
一
、
十
兵
衛
、
野
村
備
中
ト
号
、
備
中
子
号
井
関
十
兵

衛
家
重
、
後
号
河
内
、
法
名
青
光
院
道
悟

入
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
最
も
矛
盾
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
中
小
の
国
衆
ク
ラ
ス
の
武
士
で
あ
っ
た
井
関
氏
に
対
し
、
三
田
村

氏
は
京
極
方
の
根
本
被
官
と
し
て
浅
井
氏
に
次
ぐ
勢
力
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
長
男
で
あ
り
な
が
ら
、
三
田
村
家
の
養
子
と
な
る
こ
と
も

十
分
に
有
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
一
一
田
村
国
定
の
子
供
の
う
ち
、
一
一
一
人
が
井
関
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
の
は
、
国
定
が
実
家
の
井
関

家
に
再
び
養
子
と
し
て
遣
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
、
井
関
河
内
の
親
、
井
関
十
兵
衛
家
久
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
浅
井
氏
滅
亡
の
後
、
長
浜
城
主
と
な
っ
て
江
北
支
配
に
乗
り
出
し
た
豊
臣
秀
吉
が
、
当
時
、
海
津
西
浜
村
に
蟄
居
し

て
い
た
三
田
村
国
定
の
三
人
の
子
を
召
し
出
し
て
、
京
極
高
次
に
仕
官
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
一
一
人
は
す
な
わ
ち
、
井

関
十
兵
衛
家
久
・
三
田
村
安
右
衛
門
重
次
・
三
田
村
市
左
衛
門
法
家
で
あ
り
、
十
兵
衛
家
久
は
こ
の
時
十
六
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

が
天
正
元
年
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
井
関
十
兵
衛
家
久
の
生
年
は
永
禄
元
年
二
五
五
八
）
の
生
ま
れ
と
な
る
。
仮
に
永
禄
元
年
生
ま
れ
と
す

る
と
、
薬
莱
神
社
蔵
の
大
飛
出
面
を
制
作
し
た
慶
長
三
年
（
’
五
九
八
）
に
は
四
十
一
歳
、
没
年
の
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
は
六
十
八
歳

で
、
当
た
ら
ず
と
い
え
ど
も
遠
か
ら
ぬ
推
定
年
齢
と
い
え
よ
う
。
秀
吉
の
申
し
出
に
対
し
、
井
関
十
兵
衛
家
久
は
辞
退
し
、
弟
の
三
田
村

安
右
衛
門
だ
け
が
京
極
家
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
こ
と
は
、
『
章
弘
宿
禰
記
』
所
引
の
三
田
村
数
馬

親
類
書
に
、
「
京
極
若
狭
守
殿
家
頼
」
と
し
て
三
田
村
安
右
衛
門
重
次
の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
、
寛
政
七
年
二
七
九
五
）
の
「
由
緒
書
』
は
、
井
関
家
と
同
じ
く
、
浅
井
氏
滅
亡
後
、
海
津
西
浜
に
落
ち
延
び
た
石
田
氏
の
末
喬

（
四
）

が
ま
と
め
た
由
緒
書
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
も
、
井
関
十
兵
衛
家
久
の
動
向
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
石
田
甲
斐
守

正
継
の
子
藤
次
郎
維
継
に
つ
い
て
記
す
中
に
、
「
浅
井
家
落
去
之
剛
、
三
田
村
十
兵
衛
家
久
与
申
者
与
申
合
セ
、
長
政
幼
君
三
歳
二
御
成

り
候
ヲ
守
り
立
、
故
郷
西
浜
村
江
供
仕
、
只
今
亨
介
居
宅
二
而
養
育
申
候
得
共
、
終
二
御
早
世
之
事
二
御
座
候
」
と
あ
っ
て
、
「
三
田
村

十
兵
衛
」
と
協
同
し
て
浅
井
長
政
の
遺
児
を
守
る
べ
く
、
海
津
西
浜
に
逃
れ
て
い
た
が
、
そ
の
遺
児
が
つ
い
に
早
世
し
た
こ
と
が
見
え
る

の
で
あ
る
。
こ
の
「
三
田
村
十
兵
衛
」
が
井
関
十
兵
衛
家
久
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
藤
次

郎
維
継
の
孫
、
石
田
吉
兵
衛
則
継
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

則
継
弟
藤
太
夫
良
宗
義
、
家
督
配
分
仕
、
酒
造
仕
ら
せ
申
候
。
此
藤
太
夫
、
則
只
今
九
郎
左
衛
門
元
祖
道
受
事
二
御
座
候
。
（
中

略
）
但
右
酒
造
株
之
義
者
三
田
村
十
兵
衛
浪
々
之
営
ミ
ニ
薬
酒
製
仕
、
渡
世
仕
候
様
二
御
座
候
、
十
兵
衛
家
久
適
子
十
兵
衛
家
重
、

乱
舞
之
面
ヲ
打
候
一
一
よ
り
、
天
下
一
河
内
大
橡
与
申
候
。
家
重
息
男
者
井
関
法
眼
玄
説
老
二
而
、
公
儀
御
医
師
二
被
召
出
候
三
ヶ
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（
マ
マ
）

様
之
訳
合
二
而
、
右
造
酒
株
明
キ
申
候
ヲ
、
旧
好
ヲ
以
吉
兵
衛
江
被
相
譲
り
由
‐
候
。

す
な
わ
ち
、
石
田
吉
兵
衛
則
継
の
弟
藤
太
夫
良
宗
が
分
家
し
た
際
、
酒
造
を
生
業
と
し
た
が
、
そ
の
酒
造
株
は
「
｜
一
一
田
村
十
兵
衛
」
が

も
と
も
と
所
有
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
浪
人
と
な
っ
た
十
兵
衛
は
薬
酒
を
製
造
し
、
こ
れ
を
渡
世
に
し
て
い
た
が
、
息
子
の
井
関
十

兵
衛
家
重
は
「
乱
舞
之
面
」
を
打
ち
、
ま
た
そ
の
子
の
井
関
玄
説
も
公
儀
医
師
と
な
っ
た
た
め
、
酒
造
株
は
空
き
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

を
譲
り
受
け
た
の
が
石
田
藤
太
夫
良
宗
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
「
｜
一
一
田
村
十
兵
衛
」
す
な
わ
ち
井
関
十
兵
衛
家
久
が
酒
造
を
営
ん
で
い
た
事

実
が
見
え
る
わ
け
だ
が
、
実
際
に
は
そ
の
傍
ら
、
能
面
を
も
打
っ
て
い
た
こ
と
が
、
井
関
十
兵
衛
・
井
関
備
中
守
と
署
名
し
た
慶
長
年
間

の
い
く
つ
か
の
作
例
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
慶
長
期
の
井
関
備
中
守
が
面
裏
に
墨
書
し
た
花
押
は
、
「
日
本
馬
術
史
」
や

『
鞍
打
印
形
」
に
、
「
慶
長
ノ
比
／
井
関
」
と
し
て
見
え
る
花
押
と
同
一
で
あ
り
（
写
真
③
参
照
）
、
井
関
十
兵
衛
家
久
が
、
同
時
に
馬
の
鞍

を
も
制
作
し
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

天
正
一
兀
年
の
浅
井
氏
没
落
と
と
も
に
、
近
江
北
三
郡
の
坂
田
郡
を
拠
点
と
し
て
い
た
井
関
家
の
一
族
は
各
地
に
離
散
す
る
こ
と
に
な
っ

（
五
）

た
。
井
関
上
総
守
の
四
男
で
、
大
吉
寺
に
住
ん
で
い
た
大
光
坊
幸
賢
す
な
わ
ち
恵
久
法
印
が
天
正
二
年
二
月
に
作
っ
た
面
に
は
「
於
不
勤

山
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
恵
久
法
印
が
当
時
、
「
不
動
山
」
に
寄
留
し
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
、
紀
州
東
照
宮
伝
来
の
徳
川
家

康
所
用
と
伝
え
る
黒
漆
塗
鞍
に
は
天
正
十
七
年
の
年
記
と
「
於
駿
州
井
関
作
」
の
墨
書
が
あ
る
由
で
、
神
戸
市
立
博
物
館
の
南
蛮
人
蒔
絵

鞍
に
も
、
慶
長
九
年
の
年
記
と
と
も
に
「
於
越
州
北
庄
／
井
関
造
之
」
と
墨
書
が
あ
り
、
井
関
家
の
一
族
が
、
駿
河
や
越
前
福
井
で
活
動

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
者
は
駿
府
城
の
徳
川
家
康
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
徳
川
家

康
の
次
男
、
越
前
福
井
藩
初
代
藩
主
の
結
城
秀
康
と
の
関
わ
り
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
「
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
や
「
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
に
よ
れ
ば
、
井
関
次
郎
左
衛
門
親
政
は
浅
井
長
政
に
仕
え
た
後
、
徳
川
家
康
に
召
し
出
さ
れ
、
そ
の
子
孫
は
旗
本
と
し
て
代
々
徳
川

家
に
仕
え
た
と
あ
り
、
井
関
次
郎
左
衛
門
家
は
早
く
か
ら
徳
川
家
に
出
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
斎
藤
望
氏
が
紹
介
す
る
内
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実
際
、
多
賀
大
社
別
当
不
動
院
の
院
主
・
慈
性
の
日
記
『
慈
性
日
記
」
に
は
、
井
関
が
慶
長
年
間
に
江
戸
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
記
事
が
散
見
す
る
。
慶
長
十
九
年
正
月
五
日
条
に
「
井
関
参
候
、
法
性
寺
に
て
祝
申
入
侯
」
、
同
年
三
月
十
五
日
条
に
「
井
関
振
舞
に

て
候
」
な
ど
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
当
時
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
慈
性
が
井
関
家
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、

同
年
四
月
二
十
五
日
条
に
は
「
井
関
太
郎
二
郎
へ
面
ノ
作
り
様
・
彩
色
の
様
習
候
也
」
と
も
あ
り
、
慈
性
が
井
関
太
郎
二
郎
な
る
人
物
か

ら
面
の
制
作
法
を
習
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
慈
性
が
能
面
の
制
作
を
も
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
多
賀
大
社
に
慈
性
作
と
墨
書
銘
の

あ
る
面
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
慈
性
の
面
制
作
の
指
導
者
と
し
て
こ
こ
に
名
前
の
見
え
る
「
井
関
太
郎
二

郎
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
鞍
鐙
新
書
』
に
、
初
め
太
郎
次
郎
を
名
乗
っ
た
と
い
う
井
関
次
郎
左
衛
門
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
よ
う
。

「
慈
性
日
記
」
に
は
、
そ
の
後
、
寛
永
五
年
（
一
六
一
一
八
）
三
月
十
五
日
条
に
も
「
午
ノ
刻
二
江
戸
井
関
二
郎
左
衛
門
へ
参
着
」
と
あ
り
、

ま
た
、
同
年
八
月
六
日
条
に
も
「
井
関
太
郎
次
へ
銀
子
五
枚
・
た
き
物
一
貝
、
内
義
へ
ち
り
め
ん
一
巻
、
虎
蔵
へ
帷
子
一
、
ム
ス
メ
単
、

お
と
餌
二
人
ナ
ラ
物
ノ
わ
き
さ
し
一
腰
つ
、
、
甚
十
郎
へ
帷
子
一
、
下
々
ノ
モ
ノ
ニ
一
貫
文
」
と
あ
っ
て
、
寛
永
五
年
当
時
、
井
関
二
郎

左
衛
門
を
名
乗
る
人
物
が
い
た
こ
と
や
、
井
関
太
郎
次
と
そ
の
家
族
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
と
、
慈
性
に

面
制
作
の
指
導
を
し
た
井
関
太
郎
二
郎
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
、
「
鞍
鐙
新
書
」
に
見
え
る
江
戸
初
代
の
井
関
次
郎
左
衛
門
と
の
関
係
は

明
確
で
な
い
が
、
『
慈
性
日
記
」
に
所
見
の
井
関
太
郎
次
郎
・
井
関
二
郎
左
衛
門
が
江
戸
初
代
の
井
関
次
郎
左
衛
門
と
同
人
あ
る
い
は
そ

の
息
子
で
、
寛
永
五
年
の
記
録
に
見
え
る
「
井
関
太
郎
次
」
が
そ
の
後
嗣
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

年
九
月
、
関
」

御
目
見
し
た
」

閣
文
庫
本
『
鞍
鐙
新
書
』
の
井
関
家
系
図
に
よ
る
と
、
江
戸
幕
府
に
出
仕
し
た
初
代
の
井
関
次
郎
左
衛
門
は
、
「
初
め
太
郎
次
郎
と
い
い
、

越
前
国
住
で
、
文
禄
年
中
に
御
鞍
御
用
を
仰
付
ら
れ
、
永
楽
三
拾
六
貫
文
の
地
を
下
さ
れ
て
、
御
職
人
の
列
に
召
し
加
え
ら
れ
、
慶
長
五

年
九
月
、
関
ヶ
原
の
御
供
に
侯
し
、
還
御
の
後
は
江
戸
に
住
し
、
正
月
二
日
、
五
月
五
日
、
九
月
九
日
に
御
鞍
を
献
上
し
、
名
披
露
独
礼

し
」
い
雪
っ
。
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か
。
そ
し
て
、
二
郎
左
衛
門
と
い
う
名
乗
り
か
ら
は
、
天
正
か
ら
慶
長
期
に
活
動
し
た
と
見
ら
れ
る
井
関
二
郎
左
衛
門
家
政
の
存
在
が
連

想
さ
れ
る
。
慶
長
九
年
、
越
前
府
中
で
の
制
作
と
い
う
南
蛮
人
蒔
絵
鞍
の
作
者
が
井
関
家
政
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
だ
が
、

内
閣
文
庫
本
『
鞍
鐙
新
書
」
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
江
戸
初
代
の
井
関
次
郎
左
衛
門
も
、
も
と
も
と
越
前
国
の
住
で
、
や
は
り
越

前
と
の
関
わ
り
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
井
関
次
郎
左
衛
門
の
一
家
は
、
早
く
に
徳
川
家
を
頼
っ
て
、
駿
府
や
越
前
府
中
で

活
動
し
、
慶
長
年
間
に
は
江
戸
に
移
住
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
酒
井
家
本
『
江
戸
幕
府
日
記
』
に
よ
る
と
、
寛
永
十
八
年
五
月
五

日
条
に
、
「
井
関
太
郎
二
郎
」
が
江
戸
城
白
書
院
に
て
木
地
御
鞍
を
進
上
し
、
将
軍
に
御
目
見
し
た
と
の
記
事
が
あ
り
、
そ
れ
を
皮
切
り

に
、
「
井
関
父
子
」
（
寛
永
十
九
年
五
月
五
日
条
）
、
「
鞍
打
井
関
」
（
正
保
二
年
五
月
五
日
条
）
、
「
井
関
太
左
衛
門
」
（
慶
安
二
年
五
月
五
日

条
）
の
御
目
見
の
記
事
が
見
え
、
井
関
次
郎
左
衛
門
家
が
正
月
二
日
・
五
月
五
日
・
九
月
九
日
に
鞍
を
献
上
し
て
独
礼
御
目
見
し
た
と
い

う
『
鞍
鐙
新
書
』
の
記
述
を
裏
付
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
『
柳
営
日
次
記
」
に
も
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
五
月
五
日
、
鞍
工
「
伊
関
太

（
マ
マ
）

郎
次
郎
」
が
、
万
治
二
年
同
日
、
「
御
鞍
師
伊
関
二
郎
右
衛
門
」
が
、
同
年
九
月
九
日
、
「
井
関
次
郎
左
衛
門
」
が
江
戸
城
に
参
上
し
た

と
記
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
記
事
は
、
そ
の
後
、
寛
文
年
間
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
井
関
次
郎
左
衛
門
家
は
慶
長
以
後
も
幕

府
御
用
の
鞍
打
と
し
て
続
き
、
そ
の
分
家
は
さ
ら
に
幕
府
の
旗
本
と
し
て
幕
末
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

斎
藤
望
氏
の
前
掲
論
文
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

一
方
、
井
関
十
兵
衛
家
久
は
、
井
関
次
郎
左
衛
門
家
の
人
々
と
は
行
動
を
異
に
し
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
浅
井
氏
滅
亡
後
、
琵
琶
湖

の
対
岸
に
位
置
す
る
海
津
西
浜
に
遁
れ
、
彼
の
地
に
住
ん
で
い
た
と
見
ら
れ
、
慶
長
期
に
も
江
戸
に
出
た
形
跡
が
な
い
。
天
正
十
年
前
後

の
生
ま
れ
で
、
江
戸
幕
府
開
府
の
慶
長
八
年
に
は
二
十
歳
前
後
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
井
関
河
内
も
、
そ
の
頃
に
は
ま
だ
海
津
西
浜

に
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
こ
の
井
関
河
内
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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「
古
今
無
類
最
上
ノ
名
人
」
と
言
わ
れ
た
井
関
河
内
は
、
近
世
の
能
面
史
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
多
く
の

優
れ
た
作
を
残
し
、
そ
の
美
的
に
洗
練
さ
れ
た
面
の
数
々
は
、
能
役
者
に
も
大
変
好
ま
れ
、
現
代
の
舞
台
で
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

能
面
の
も
っ
と
も
完
成
さ
れ
た
美
の
一
つ
の
典
型
が
、
井
関
河
内
の
面
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
近
世
以
前
に
活
躍

し
た
面
打
の
伝
記
研
究
が
低
調
な
中
、
井
関
河
内
に
つ
い
て
は
比
較
的
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
西
野
春
雄
氏
「
井
関
追
跡
」
急
日
本

文
学
誌
要
」
四
十
二
号
、
平
成
二
年
）
が
、
『
仮
面
譜
」
に
見
え
る
井
関
河
内
の
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
と
い
う
没
年
を
再
検
討
し
、
正
保

（一ハ）

四
年
や
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
の
年
記
が
あ
る
河
内
の
作
例
を
紹
介
し
て
、
近
江
海
津
西
浜
に
あ
る
青
光
院
の
過
去
帳
に
見
え
る
明
暦
一
一
一

年
（
一
六
五
七
）
が
、
河
内
の
没
年
と
し
て
よ
り
信
懸
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
の
を
は
じ
め
、
斎
藤
望
氏
「
面
打
井
関
の
系
譜
」
、
田

邊
三
郎
助
氏
「
面
打
ち
，
大
光
坊
幸
賢
と
近
江
井
関
」
が
、
井
関
河
内
の
知
り
う
る
在
銘
作
品
を
列
挙
し
て
、
そ
の
動
向
を
考
察
し
て
い

る
。
筆
者
も
、
「
井
関
河
内
覚
書
ｌ
京
都
黒
谷
の
墓
を
訪
れ
て
ｌ
」
（
「
観
世
』
六
十
六
巻
八
号
、
平
成
十
一
年
）
を
ま
と
め
、
井
関
河
内
の

菩
提
寺
が
京
都
黒
谷
の
金
戒
光
明
寺
で
、
同
寺
墓
地
に
河
内
の
墓
碑
が
現
存
す
る
こ
と
、
そ
の
傍
ら
に
建
つ
河
内
の
息
子
、
井
関
玄
説
の

墓
碑
銘
に
河
内
の
墓
が
建
て
ら
れ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
同
寺
永
運
院
に
現
存
す
る
過
去
帳
に
井
関
河
内
と
そ
の
子
孫
の
戒

名
・
忌
日
が
見
え
る
こ
と
等
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
井
関
河
内
の
伝
記
は
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
ま
ず
、
井
関
河
内
の
生
涯
を
知
る
上
で
最
も
重
要
な
資
料
と
な
る
、
河
内
の
在
銘
作
品
に
見
え
る
銘
文
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始

め
た
い
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
前
掲
の
諸
論
考
で
既
に
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
井
関
河
内
の
在
銘
作
品
の
銘
記
を

掲
げ
る
と
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①
愛
知
県
豊
橋
市
・
魚
町
能
楽
会
蔵
小
面

六
、
井
関
河
内
の
伝
記
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「
慶
安
五
年
／
卯
月
十
五
日
／
城
州
於
京
都
／
井
関
河
内
大
抵
／
源
家
重
作
」
（
彩
色
下
墨
書
）

以
上
が
従
来
知
ら
れ
て
い
る
井
関
河
内
の
在
銘
作
品
の
全
て
で
あ
り
、
①
②
が
そ
れ
ぞ
れ
面
裏
に
金
泥
書
・
朱
漆
書
で
銘
記
し
た
も
の

で
あ
る
の
に
対
し
、
③
～
⑦
は
い
ず
れ
も
偶
々
剥
落
し
た
彩
色
の
下
に
見
い
だ
さ
れ
た
墨
書
銘
で
あ
り
、
⑤
の
よ
う
に
、
銘
文
の
全
体
を

判
読
で
き
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち
い
く
つ
か
は
、
現
在
、
補
彩
が
な
さ
れ
、
既
に
墨
書
銘
が
確
認
で
き
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
保
管
の
高
松
松
平
家
資
料
の
う
ち
、
「
天
下
一
河
内
」
の
焼
印
が
あ
る
三
光

尉
面
に
も
、
左
耳
の
彩
色
の
下
か
ら
「
［
］
月
吉
日
」
と
い
う
墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
「
天
下
一
河
内
」
の
焼
印
を
捺
し
て
い
る

⑦
銭
仙
会
蔵
小
面

「
正
保
四
年
［
］
」
「
［
］
河
内
大
抵
／
源
家
重
作
」
（
彩
色
下
墨
書
）

⑥
秋
田
県
男
鹿
市
・
東
湖
八
坂
神
社
蔵
小
尉

「
武
州
江
戸
ニ
テ
／
慶
安
四
年
弐
月
吉
日
／
井
関
河
内
極
／
源
家
重
作
」
（
彩
色
下
墨
書
）
「
天
下
一
河
内
」
（
焼
印
）

⑤
佐
野
美
術
館
蔵
那
郵
男

④
福
岡
市
博
物
館
蔵
深
井

③
某
所
蔵
曲
見

「
寛
永
乙
亥
／
今
春
本
面
／
井
関
写
／
家
重
（
花
押
と
（
面
裏
金
泥
書
）

②
愛
知
県
豊
橋
市
・
魚
町
能
楽
会
蔵
大
癒
見

「
行
年
七
十
三
歳
／
源
家
重
（
花
押
）
」
（
面
裏
朱
漆
書
）
「
天
下
一
河
内
」
（
焼
印
）

「
武
州
江
戸
ニ
テ
／
正
保
四
年
八
月
吉
日
／
井
関
河
内
大
抵
源
家
重
作
」
〈
彩
色
下
墨
書
）

「
武
州
於
江
戸
／
寛
永
十
六
年
二
月
吉
日
／
井
関
河
内
大
橡
／
源
家
重
」
（
彩
色
下
墨
書
）
「
天
下
一
河
内
」
（
焼
印
）
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作
に
も
、
ま
た
捺
し
て
い
な
い
作
に
も
、
井
関
河
内
は
彩
色
下
に
制
作
年
月
日
と
作
者
名
を
記
す
の
が
常
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
今
後
、
同

様
の
銘
文
が
さ
ら
に
多
く
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
い
え
る
が
、
右
の
限
ら
れ
た
数
の
銘
記
か
ら
も
、
明
ら
か
に
な
る
こ
と

は
多
い
。
ま
ず
、
寛
永
十
二
年
を
遡
る
作
例
が
一
つ
も
見
当
た
ら
な
い
点
が
問
題
と
な
る
。
寛
永
十
二
年
当
時
、
井
関
河
内
は
既
に
五
十

歳
を
超
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
井
関
河
内
の
在
銘
作
品
は
、
そ
の
河
内
が
五
十
歳
を
超
え
た
晩
年
の
作
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
井
関
河
内
の
作
に
は
、
「
天
下
一
河
内
」
の
焼
印
を
捺
し
た
も
の
が
多
い
が
、
河
内
大
橡
を
受
領
す
る
以
前
の
焼
印
を
捺
し

た
作
例
も
、
一
例
と
し
て
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
五
十
歳
以
前
の
作
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
井
関
河
内
の
作
例
は
、
こ
れ
ま

で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
井
関
十
兵
衛
家
重
が
河
内
大
橡
を
い
つ
受
領
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
後
藤
淑
氏
「
井
関

河
内
家
重
の
こ
と
」
ｓ
能
楽
の
起
源
」
、
昭
和
五
十
年
、
木
耳
社
）
に
、
寛
永
三
年
、
海
津
西
浜
の
「
宗
泉
」
な
る
人
物
が
井
関
家
重
に
屋

敷
を
売
り
渡
し
た
際
の
証
文
（
江
島
伊
兵
衛
氏
旧
蔵
）
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
宛
名
に
「
井
関
河
内
」
と
見
え
る
か
ら
、
寛
永
三
年
以

前
に
は
河
内
大
橡
を
受
領
し
て
い
た
と
見
ら
れ
、
「
天
下
一
河
内
」
の
焼
印
を
捺
し
た
面
は
、
寛
永
初
年
ま
で
は
制
作
年
時
が
遡
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
存
の
井
関
河
内
の
作
例
は
、
そ
の
多
く
が
寛
永
以
後
の
晩
年
の
作
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ

と
は
井
関
河
内
の
面
打
と
し
て
の
活
動
が
、
晩
年
に
大
き
な
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
い
う
事
実
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
井
関
河
内
の
作
例
に

制
作
年
時
の
偏
り
が
見
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
井
関
河
内
が
寛
永
頃
、
近
江
を
出
て
、
江
戸
に
活
動
の
場
を
移
し
た

こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

井
関
河
内
の
江
戸
移
住
の
年
時
は
定
か
で
な
い
。
そ
の
有
力
な
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
黒
谷
金
戒
光
明
寺
に
あ
る
井
関

河
内
の
息
子
玄
説
の
墓
碑
銘
で
あ
る
。
長
文
に
な
る
が
、
以
下
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

翁
姓
源
、
氏
井
関
、
韓
常
甫
、
字
玄
説
、
号
保
真
庵
、
其
先
大
和
人
也
、
至
中
葉
遷
居
江
州
、
為
佐
々
木
右
族
、
而
世
々
住
江
北
浅

井
郡
三
田
村
、
野
村
、
加
納
、
七
條
皆
同
氏
也
、
翁
父
諒
家
重
、
字
十
兵
衛
、
母
桂
田
氏
、
翁
以
元
和
四
戊
午
年
十
一
一
月
一
一
十
一
一
日
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孤
子
正
伯
建
焉

右
は
井
関
玄
説
の
子
正
伯
の
撰
に
な
る
も
の
で
、
井
関
家
の
由
緒
、
お
よ
び
井
関
玄
説
の
経
歴
と
、
父
河
内
の
墓
の
傍
ら
に
墓
碑
を
建

立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
井
関
玄
説
は
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
十
二
月
、
近
江
海
津
の
地

に
生
ま
れ
た
と
い
い
、
当
時
、
父
の
井
関
河
内
も
海
津
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
井
関
河
内
が
寛
永
三
年
十
二
月
、
海
津

西
浜
の
「
宗
泉
」
か
ら
屋
敷
を
買
得
し
て
い
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
井
関
河
内
は
少
な
く
と
も
寛
永
三
年
ま

で
は
近
江
海
津
の
住
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
墓
碑
銘
は
、
そ
の
後
、
玄
説
が
十
四
歳
の
時
に
江
戸
に
来
住
し
た
、
と
記

す
。
玄
説
の
十
四
歳
は
寛
永
八
年
に
該
当
す
る
。
子
供
の
玄
説
だ
け
が
江
戸
に
移
住
し
た
可
能
性
は
低
く
、
井
関
河
内
を
は
じ
め
一
家
を

挙
げ
て
の
移
住
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
寛
永
八
年
を
江
戸
移
住
の
年
時
の
、
一
つ
の
目
安
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
酒
井
家
本
『
江

戸
幕
府
日
記
」
に
は
、
寛
永
十
年
八
月
一
日
条
に
「
井
関
河
内
・
出
目
源
介
、
外
縁
通
二
而
進
物
前
置
、
御
目
見
仕
云
々
」
と
、
江
戸
城

白
書
院
外
縁
に
お
い
て
、
井
関
河
内
が
出
目
源
介
と
と
も
に
進
物
を
献
上
し
、
将
軍
に
お
目
見
え
し
た
由
が
記
さ
れ
て
お
り
、
寛
永
十
年

の
時
点
で
す
で
に
江
戸
に
来
住
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
井
関
河
内
の
娘
で
、
後
に
近
江
海
津
の
石
田
吉
兵
衛
に
嫁
い
だ
井

関
万
の
伝
記
「
井
関
室
人
行
状
』
（
谷
田
剛
氏
蔵
）
に
も
、
「
寛
永
十
一
甲
戌
年
、
生
子
武
州
江
戸
」
と
、
河
内
の
娘
が
寛
永
十
一
年
に
江

戸
で
誕
生
し
た
こ
と
が
見
え
、
河
内
の
江
戸
在
住
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
傍
証
か
ら
も
、
井
関
河
内
の
江
戸
来
住
が
寛
永
八
年
頃

で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

遺
子
孫
云
爾

生
子
江
北
海
津
笑
、
十
四
歳
而
来
住
江
府
、
為
医
終
為
国
手
、
馳
名
於
海
内
、
故
達
台
聴
、
特
賜
位
禄
、
今
歳
元
禄
十
二
己
卯
年

五
月
二
日
、
享
年
八
十
有
二
歳
而
終
焉
、
葬
干
武
州
浅
草
龍
宝
寺
、
嘗
妻
林
氏
生
二
子
、
女
嫁
高
木
氏
、
男
正
伯
嗣
家
業
、
翁
平
日

願
葬
父
墓
之
傍
、
然
父
墓
在
平
安
城
紫
雲
山
、
遠
途
難
従
之
、
故
以
歯
牙
謄
帯
井
尋
常
所
玩
銅
鏡
、
埋
父
墓
之
傍
、
建
碑
子
其
上
、
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そ
の
江
戸
下
り
の
年
時
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
竹
本
幹
夫
氏
が
「
細
川
藩
関
係
資
料
に
見
る
江
戸
時
代
初
期
の
能
楽
（
下
Ｅ

Ｓ
能
研
究
と
評
論
』
十
八
、
平
成
三
年
）
で
紹
介
さ
れ
た
「
細
川
家
史
料
』
所
見
の
面
打
井
関
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
ま
ず
、
同
書

所
収
の
寛
永
一
一
年
一
一
一
月
二
十
一
日
付
細
川
忠
利
宛
三
斎
書
状
に
、
「
小
面
も
し
や
く
み
も
、
い
せ
き
う
ち
見
事
に
て
候
間
、
此
こ
と
ぐ
う

た
せ
申
度
候
間
、
被
申
付
可
給
候
、
所
不
存
候
問
、
其
方
よ
り
人
御
や
り
有
へ
く
候
」
云
々
と
あ
り
、
竹
本
氏
は
こ
の
「
い
せ
き
」
を
井

関
河
内
の
こ
と
と
見
て
、
書
状
の
文
面
か
ら
見
て
井
関
河
内
が
当
時
す
で
に
近
江
か
ら
江
戸
に
移
住
し
て
い
た
も
の
と
解
し
て
お
ら
れ
る
。

右
の
書
状
に
は
「
い
せ
き
」
と
あ
る
の
み
で
、
慶
長
期
す
で
に
江
戸
で
活
動
の
拠
点
を
移
し
て
い
た
井
関
太
郎
次
郎
・
井
関
次
郎
左
衛
門

の
系
統
の
面
打
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、
井
関
河
内
の
こ
と
か
と
い
う
竹
本
氏
の
御
見
解
に
従
い

た
い
。
た
だ
し
、
こ
の
書
状
に
よ
っ
て
、
井
関
河
内
が
こ
れ
以
前
に
江
戸
に
移
住
し
て
い
た
と
見
る
点
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
一
時
的
に
江
戸
を
訪
れ
て
い
た
可
能
性
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
細
川
家
史
料
」
に
は
、
さ
ら
に
そ
の
後
、

寛
永
七
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
永
井
信
濃
守
所
持
の
小
面
を
「
井
関
」
に
写
さ
せ
、
細
川
家
の
細
工
人
新
兵
衛
を
遣
わ
し
て
「
か

た
の
取
様
、
う
ち
や
う
」
「
彩
色
之
仕
様
」
な
ど
を
習
わ
せ
た
由
が
見
え
る
。
こ
の
「
井
関
」
も
、
井
関
河
内
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は

ま
た
別
の
井
関
姓
の
面
打
で
あ
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
井
関
河
内
そ
の
人
を
指
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
井
関
玄
説
が
出
府
す
る
前
年
の
記
事
で
あ
り
、
井
関
河
内
が
妻
子
に
先
だ
っ
て
、
江
戸
で
本
格
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
細
川
家
や
永
井
家
と
い
っ
た
有
力
大
名
の
御
用
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、

井
関
河
内
の
出
府
を
促
す
契
機
と
な
り
、
や
が
て
活
動
の
拠
点
を
江
戸
に
移
し
、
幕
府
の
御
用
面
打
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
に
い

た
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
寛
永
十
年
八
月
一
日
、
井
関
河
内
が
出
目
源
介
と
と
も
に
江
戸
城
で
将
軍
に
お
目
見
え
し
て
い
る
の

も
、
彼
が
当
時
、
幕
府
御
用
面
打
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
有
力
な
証
拠
と
い
え
る
。
金
春
八
左
衛
門
安
住
書
写
の
「
公
儀
諸
向

古
キ
書
附
写
集
』
（
金
春
宗
家
蔵
）
に
は
、
明
暦
元
年
十
一
月
付
の
公
儀
御
役
者
の
扶
持
方
帳
面
の
一
部
が
転
写
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
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も
「
五
人
井
関
河
内
」
「
五
人
出
目
三
十
郎
」
の
一
一
人
の
面
打
の
名
が
見
え
、
井
関
河
内
が
幕
府
か
ら
公
儀
お
抱
え
の
面
打
と
し
て

五
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
観
世
元
章
編
の
『
諸
家
面
目
録
」
に
、
将
軍
「
御
召
」
の
面
と
し
て
、

「
井
関
河
内
造
」
の
写
し
が
多
く
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
も
、
彼
が
幕
府
お
抱
え
の
面
打
と
し
て
精
力
的
に
面
の
制
作
に
あ
た
っ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
金
春
家
や
観
世
家
の
本
面
の
写
し
を
数
多
く
制
作
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
実
際
、

井
関
河
内
の
現
存
作
例
の
過
半
は
、
金
春
家
・
観
世
家
の
本
面
の
写
し
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
寛
永
七
、
八
年
以
降
、
も
っ
ぱ
ら
江
戸
で
の
活
動
が
目
立
つ
井
関
河
内
で
あ
る
が
、
先
に
触
れ
た
「
井
関
室
人
行
状
』

に
は
、
寛
永
十
一
年
生
ま
れ
の
娘
、
井
関
万
が
「
六
歳
之
時
、
従
父
母
而
、
帰
国
」
と
あ
り
、
一
時
的
に
近
江
海
津
に
戻
る
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
鎮
仙
会
蔵
の
小
面
に
は
慶
安
五
年
の
年
記
と
と
も
に
「
城
州
於
京
都
」
の
墨
書
銘
が
あ
り
、
同
年
に
は
江
戸

か
ら
京
都
に
移
住
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
五
年
後
の
明
暦
三
年
四
月
二
十
日
に
井
関
河
内
は
没
し
て
い
る
が
、
河
内
の

墓
が
黒
谷
金
戒
光
明
寺
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
晩
年
は
京
都
で
過
ご
し
、
同
地
で
亡
く
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
金
剛
巌
氏
の

『
能
面
作
家
小
史
』
は
河
内
の
亨
年
を
七
十
七
歳
と
す
る
。
い
か
な
る
資
料
に
よ
っ
た
も
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
豊
橋
魚
町
能
楽
会
蔵

の
井
関
河
内
作
の
大
癒
見
面
に
「
行
年
七
十
三
歳
」
と
あ
り
、
同
年
ま
で
は
生
き
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
七
十
七
歳
の
没
で
あ
っ

た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
生
年
は
天
正
九
年
（
一
五
八
二
と
な
る
。

拙
稿
「
井
関
河
内
覚
書
」
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
井
関
河
内
の
墓
は
、
黒
谷
金
戒
光
明
寺
の
墓
地
に
現
存
す
る
。
人
の
身
の
丈
ほ
ど
も

あ
る
、
良
質
の
御
影
石
を
用
い
た
立
派
な
墓
碑
で
、
上
部
に
阿
弥
陀
如
来
の
種
子
を
刻
み
、
「
青
光
院
円
誉
道
悟
大
信
士
」
の
戒
名
と
、

そ
の
左
傍
ら
に
小
さ
く
「
井
関
十
兵
衛
尉
之
墓
」
、
裏
面
に
は
「
明
暦
一
一
一
丁
酉
年
四
月
二
十
日
」
の
忌
日
の
刻
銘
が
あ
る
。
河
内
の
墓
に

向
か
っ
て
右
隣
に
は
、
同
じ
形
の
墓
碑
が
建
ち
、
そ
こ
に
は
「
宝
樹
院
殿
本
誉
了
悟
大
姉
」
「
井
関
十
兵
衛
尉
妻
坂
本
氏
之
墓
」
と
刻

ま
れ
る
。
こ
の
戒
名
は
青
光
院
過
去
帳
に
よ
る
と
、
河
内
の
後
妻
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
向
か
っ
て
左
側
に
は
「
保
真
庵
井
関
玄
説
之
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墓
」
と
刻
ま
れ
た
井
関
河
内
の
息
子
、
玄
説
の
墓
が
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
は
、
井
関
長
五
、
井
関
市
之
助
、
井
関
次
郎
右
衛
門
の
名
を
刻

む
小
さ
な
墓
が
散
在
す
る
。
確
認
出
来
た
井
関
一
族
の
墓
は
全
部
で
七
基
。
そ
の
い
ず
れ
に
も
宿
坊
の
名
前
は
刻
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

金
戒
光
明
寺
の
十
あ
る
子
院
の
う
ち
、
永
雲
院
が
井
関
家
の
菩
提
所
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
御
住
職
の
御
厚
意
で
、
井
関
姓
の
分
を
書

き
抜
い
た
次
の
よ
う
な
メ
モ
を
頂
く
こ
と
が
出
来
た
。

明
暦
三
丁
酉
四
月
二
十
日

青
光
院
殿
円
誉
道
悟
居
士

井
関
河
内

明
暦
三
丁
酉
十
月
三
日

誓
誉
順
阿
居
士

井
関
治
郎
右
衛
門

寛
文
三
癸
卯
九
月
二
十
七
日
月
光
秋
閑
居
士

井
関
市
之
助

寛
文
十
三
癸
丑
一
一
月
十
一
日
宝
樹
院
殿
本
誉
了
悟
大
姉

井
関
勘
助
母

元
禄
十
一
一
己
卯
五
月
二
日

浄
心
院
霊
誉
不
味
居
士

井
関
正
伯
父

宝
永
二
乙
酉
十
一
月
二
日

安
斎
長
恭
童
子

井
関
常
三

正
徳
二
壬
辰
三
月
一
一
十
七
日
作
庵
常
立
居
士

井
関
常
立

享
保
十
六
辛
亥
九
月
十
日

竹
林
常
貞
法
尼

井
関
玄
東
母

安
永
七
戊
戌
九
月
十
二
日

蓮
信
院
妙
暢

井
関
亭
助
母

青
光
院
過
去
帳
や
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
に
も
名
前
の
見
え
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
を
も
参
照
す
る
と
、
右
の
う
ち
、
井
関
治

（
次
）
郎
右
衛
門
、
井
関
市
之
助
、
井
関
正
伯
父
、
井
関
常
立
の
四
人
が
河
内
の
子
供
と
知
ら
れ
る
。
父
河
内
と
同
じ
く
明
暦
三
年
没
の
井

関
治
郎
右
衛
門
は
、
『
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
」
に
見
え
る
井
関
二
郎
右
衛
門
家
正
の
こ
と
と
恩
し
く
、
同
書
の
後
人
注
記
に
は
「
仕
尾

州
」
と
あ
り
、
尾
張
徳
川
家
に
出
仕
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
し
い
経
歴
は
明
ら
か
で
な
い
。
父
の
家
業
を
継
い
で
面
打
と
し
て
活
動
し

て
い
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
り
、
明
暦
三
年
の
五
座
役
者
の
名
前
を
記
し
た
「
明
暦
三
年
能
役
者
付
」
（
能
楽
研
究
所
観
世
新
九
郎
家
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文
庫
蔵
）
に
、
観
世
座
の
小
鼓
役
者
と
し
て
「
井
関
次
郎
右
衛
門
」
の
名
が
見
え
、
こ
れ
が
あ
る
い
は
二
郎
右
衛
門
家
正
の
こ
と
で
、
面

打
か
ら
小
鼓
役
者
に
転
向
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

井
関
河
内
の
そ
の
他
の
子
供
は
、
多
く
が
医
師
に
転
じ
た
と
見
ら
れ
る
。
右
に
「
井
関
正
伯
父
」
と
見
え
る
の
は
、
曲
直
瀬
玄
朔
に
学

ん
で
、
後
、
幕
府
お
抱
え
の
医
師
と
な
り
、
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
井
関
玄
説
の
こ
と
で
、
そ
の
二
人
の
兄
弟
、
井
関
玄
秀
・
井
関
玄
東

（
常
立
）
も
、
名
前
か
ら
推
し
て
曲
直
瀬
玄
朔
門
流
の
医
師
で
あ
ろ
う
。
井
関
玄
説
の
医
師
へ
の
転
向
に
つ
い
て
は
、
浅
田
宗
伯
の
『
杏
林

雑
話
」
に
次
の
よ
う
な
逸
話
が
見
え
る
。

井
関
玄
説
名
常
甫
、
元
仮
面
工
［
俗
二
曰
二
能
面
打
師
十
］
某
ノ
子
、
某
嘗
テ
為
一
一
優
伶
観
世
氏
一
、
造
一
一
仮
面
→
成
ル
、
使
二
玄
説
７
齋
シ

至
一
一
、
観
世
氏
視
テ
而
怒
テ
曰
、
拙
甚
シ
、
即
引
一
一
鉄
槌
『
砕
時
之
ヲ
、
以
テ
拠
尹
玄
説
一
一
一
、
玄
説
深
ク
恨
ム
焉
、
帰
一
ァ
固
ク
請
レ
父
二
改
庁
業
ヲ
為
し
医
卜
、

年
甫
十
六
、
日
夜
奮
励
終
二
為
巫
名
家
十
、
官
厭
二
医
員
一
一
一
、
時
二
観
世
氏
妻
病
篤
シ
、
衆
医
束
厚
手
７
観
世
氏
百
方
因
縁
受
。
玄
説
之
療
宅
、

病
漸
ク
愈
、
一
日
玄
説
謂
一
一
観
世
氏
一
一
一
日
子
未
し
識
一
三
吾
有
ユ
ヲ
神
符
一
耶
、
乃
チ
出
孕
錦
嚢
ヲ
於
薬
寵
中
「
リ
｜
盃
之
ヲ
、
観
世
氏
拝
ノ
而
観
ル
ハ
之
、

則
仮
面
屑
也
、
因
テ
告
ル
ー
以
レ
故
ヲ
曰
、
不
し
忘
二
前
辱
→
、
故
二
有
。
今
栄
一
、
是
非
下
所
三
以
ソ
為
二
神
符
一
考
』
獣
、
観
世
氏
聞
吟
之
ヲ
、
将
二
容
叫
二

身
ヲ
無
向
卜
地
、
恵
爾
ｊ
謝
二
其
罪
『

当
時
十
六
歳
の
井
関
玄
説
が
父
の
使
い
で
、
面
を
観
世
家
に
届
け
た
と
こ
ろ
、
観
世
氏
が
「
拙
甚
シ
」
と
鉄
槌
を
も
っ
て
打
ち
砕
き
、

玄
説
に
投
げ
つ
け
た
。
そ
れ
を
深
く
恨
み
、
業
を
改
め
て
医
師
に
な
る
こ
と
を
父
に
懇
願
し
た
玄
説
は
、
日
夜
奮
励
の
末
、
高
名
な
官
医

と
な
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
後
、
観
世
氏
の
妻
の
治
療
に
成
功
し
た
玄
説
が
観
世
氏
に
向
か
っ
て
、
「
我
に
神
符
あ
る
を
知
ら
ず

や
」
と
、
お
も
む
ろ
に
袋
の
中
か
ら
、
か
つ
て
観
世
氏
か
ら
投
げ
つ
け
ら
れ
た
能
面
の
欠
片
を
取
り
出
す
と
、
観
世
氏
も
過
去
の
非
礼
を

詫
び
た
、
と
の
後
日
談
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
観
世
氏
」
は
十
世
観
世
大
夫
重
成
（
安
休
）
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
似
た
話
が

貞
享
・
元
禄
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
随
筆
「
鴬
笑
子
』
（
異
本
『
翁
草
』
所
収
）
に
も
見
え
る
こ
と
が
、
大
谷
節
子
氏
「
井
関
河
内
守
家
重
の
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子
、
玄
説
の
転
身
理
由
」
（
京
都
観
世
会
館
「
能
』
、
平
成
二
十
年
九
月
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
『
鴬
笑
子
』
所
見
の
逸
話
は
、
父
の
井
関

河
内
に
伴
わ
れ
て
北
七
太
夫
の
も
と
を
訪
れ
た
玄
説
が
、
父
に
対
す
る
横
柄
な
態
度
と
は
対
照
的
に
、
医
師
の
岡
本
玄
冶
に
礼
を
尽
く
し

て
対
応
す
る
北
七
太
夫
の
様
子
を
見
て
、
一
念
発
起
し
医
師
を
志
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
『
杏
林
雑
話
』
が
幕
末
の
刊
で
あ
る

の
に
対
し
、
「
鴬
笑
子
」
は
貞
享
・
元
禄
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
谷
氏
は
「
未
だ
玄
説
が
生
き
て
い
た
時
代
に
無
名
子
が
書

き
留
め
た
『
鴬
笑
子
」
の
方
が
、
幾
分
か
で
も
真
実
を
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
井
関
河
内
と
交
流

が
あ
っ
た
の
は
む
し
ろ
観
世
重
成
の
方
で
、
も
っ
ぱ
ら
観
世
家
の
本
面
の
写
し
を
製
作
し
て
お
り
、
一
方
で
、
北
七
太
夫
と
の
接
点
は
い

ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
北
七
太
夫
と
の
交
流
を
伝
え
る
『
鴬
笑
子
」
よ
り
も
、
「
杏
林
雑
話
」
の
方
が
、
説
話
的
な

要
素
を
含
む
と
は
い
え
、
よ
り
事
実
を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
「
杏
林
雑
話
』
の
時
代
を
さ
ら
に
遡
る
原
典
が
別

に
存
在
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
井
関
河
内
の
子
は
そ
れ
ぞ
れ
医
業
の
道
に
進
み
、
面
打
と
し
て
の
系
譜
は
井
関
河

内
を
最
後
に
絶
え
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
実
作
例
に
見
ら
れ
る
銘
記
や
文
献
資
料
等
を
も
と
に
、
面
打
井
関
家
の
系
譜
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
依
然
と
し
て
、
は
っ

き
り
し
な
い
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
井
関
家
の
系
譜
の
概
要
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ

る
。
様
々
な
資
料
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で
、
し
か
も
多
く
を
推
測
に
基
づ
い
て
お
り
、
今
後
、
な
お
補
正
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

試
案
と
し
て
こ
こ
に
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

お
わ
り
に
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も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
が
井
関
家
の
面
打
の
全
て
で
は
な
い
。
岐
阜
県
久
瀬
村
の
春
日
神
社
蔵
般
若
の
彩
色
下
墨
書
銘
に
見
え
る
「
井
関
」

「
山
健
斎
」
、
京
都
市
の
壬
生
寺
蔵
閻
魔
面
の
面
裏
に
「
文
禄
参
年
／
井
関
東
悦
／
参
月
拾
五
日
」
と
墨
書
し
て
い
る
「
井
関
東
悦
」
（
中

村
保
雄
氏
が
「
京
都
府
下
の
仮
面
」
［
『
芸
能
史
研
究
』
五
十
四
号
、
昭
和
五
十
一
年
］
で
紹
介
す
る
松
尾
大
社
蔵
の
翁
面
の
作
者
「
井
関

井
関

家

以
衞
・
』
Ⅲ
犬

親大

家
政野

三
田
村
国
定

左
衛
門
大
夫

次
郎
左
衛
門
・
八
曲

三
田
村
家
へ
養
子

玄玄玄

東薑秀説

家
正次
郎
右
衛
門

作
庵
・
常
立

親
政

家
政太
郎
次
郎
・
次
郎
左
衛
門

井
関
家
久
’

十
兵
衛
・
備
中
守
井
関
家
へ
養
子
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宋
悦
」
と
同
人
か
）
、
『
大
野
出
目
家
伝
書
」
が
「
面
細
工
せ
し
人
」

と
し
て
挙
げ
る
「
四
郎
兵
衛
、
新
兵
衛
［
鞍
打
］
、
此
両
人
井
関
河

内
甥
」
の
井
関
四
郎
兵
衛
・
井
関
新
兵
衛
な
ど
、
他
に
も
井
関
姓
の

面
打
の
存
在
が
何
人
も
確
認
さ
れ
る
が
、
彼
ら
が
右
の
系
図
に
見
え

る
人
々
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
は
、
な
お
不
明
な
点
を
多

く
残
し
て
い
る
。
現
在
各
所
に
伝
存
す
る
「
イ
セ
キ
◇
」
「
イ
せ
キ

◇
」
な
ど
と
刻
銘
し
た
、
い
わ
ゆ
る
片
仮
名
井
関
の
作
品
群
も
、
右

の
系
図
に
見
え
る
何
れ
か
の
人
物
の
作
の
可
能
性
も
あ
る
し
、
ま
た

全
く
別
の
井
関
姓
の
人
物
の
作
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
多
賀
大

社
に
は
「
イ
せ
キ
◇
／
休
心
」
と
刻
銘
の
あ
る
三
日
月
が
伝
わ
り
、

こ
の
「
休
心
」
に
つ
い
て
、
『
大
野
出
目
家
伝
書
』
に
「
河
内
四
代

ノ
祖
ヲ
井
関
次
郎
左
衛
門
上
総
介
親
信
ト
云
、
近
江
国
海
津
住
ス
、

入
道
シ
テ
休
心
ト
号
ス
」
、
『
面
打
秘
伝
書
」
に
「
井
関
上
総
介
（
中

略
）
入
道
シ
テ
休
心
ト
号
ス
、
大
光
ニ
カ
タ
ラ
ヒ
面
ヲ
打
シ
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
井
関
上
総
守
親
信
に
比
定
す
る
考
え
も
あ
る
が
、
そ

の
作
風
は
親
信
と
は
異
な
り
、
ま
た
別
人
の
作
と
見
ら
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
井
関
家
の
ど
の
人
物
で
あ
る
の
か
は
、
な
お
決
め
手
を

欠
く
の
で
あ
る
。

写真⑰宝生会蔵麹(転載不可）写真⑱同面裏(転載不可）
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そ
の
他
の
井
関
家
の
面
打
と
し
て
、
井
関
出
雲
守
と
い
う
人
物

に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
宝
生
会
蔵
の
蜜
（
写
真
⑰
⑲
）
は
宝
生

家
伝
来
面
の
一
つ
で
、
そ
の
面
裏
の
額
部
分
と
鼻
の
付
け
根
部
分

に
は
「
イ
」
「
◇
」
の
刻
銘
が
あ
り
、
片
仮
名
井
関
の
作
例
の
一

つ
で
あ
る
が
、
面
裏
の
左
右
両
端
に
は
さ
ら
に
「
井
関
出
雲
守
」

「
寄
進
」
の
刻
銘
が
あ
っ
て
、
井
関
出
雲
守
の
作
と
知
ら
れ
る
。

こ
の
井
関
出
雲
守
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
望
氏
が
前
掲
論
文
の
中
で
、

栗
原
信
充
の
『
武
器
袖
鏡
』
所
載
の
鞍
打
井
関
家
の
系
図
に
、
井

関
二
郎
左
衛
門
親
政
の
名
乗
り
が
「
出
雲
守
」
と
な
っ
て
い
る
点

に
注
目
さ
れ
、
な
に
か
し
ら
の
関
連
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
武
器
袖
鏡
」
は
時
代
も
下
っ
た
天
保
十

四
年
（
一
八
四
三
）
の
編
で
あ
り
、
誤
伝
を
少
な
か
ら
ず
含
む
点
が
、

そ
う
断
定
す
る
の
を
い
さ
さ
か
祷
踏
さ
せ
よ
う
。
同
じ
く
面
裏
に

漢
字
で
「
共
関
」
某
と
作
者
銘
を
刻
む
作
例
に
、
福
岡
市
立
博
物

館
蔵
の
「
井
関
／
次
左
作
◇
」
と
刻
銘
が
あ
る
白
蔵
主
面
も
あ

り
、
両
者
の
「
井
関
」
の
字
体
は
非
常
に
よ
く
似
通
っ
て
い
る
が

（
写
真
⑲
）
、
「
井
関
出
雲
守
」
と
「
井
関
次
左
」
と
が
同
人
で
あ

る
確
証
は
今
の
と
こ
ろ
得
ら
れ
な
い
。

写真⑳福岡市博物館蔵近江女写真⑲福岡市博物館蔵白蔵主面の
「井関次左」刻銘
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「
正
保
二
年
／
午
五
月
吉
日
」

右
は
、
井
関
彦
次
郎
が
徳
川
家
光
の
命
に
よ
り
観
世
家
の
近
江
女
の
写
し
を
制
作
し
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
、
こ
こ
に
井
関
彦
次
郎

な
る
面
打
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
井
関
彦
次
郎
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
の
が
、
和
歌
山
県
岩
出
市
の
根
来
寺
に
伝
わ
る
小
癒
見
面

で
あ
る
。
紀
州
徳
川
家
旧
蔵
面
の
一
つ
で
、
一
部
剥
落
し
た
彩
色
の
下
に
「
［

］
り
観
世
座
小
へ
シ
の
写
／
［

］
井

関
八
曲
斎
七
十
四
の
年
／
［

］
也
」
の
墨
書
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
面
の
作
者
、
井
関
八
曲
斎
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
慶
長
期

に
活
動
し
た
井
関
次
郎
左
衛
門
尉
入
道
八
曲
と
同
人
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
田
邊
三
郎
助
氏
「
能
面
芸
術
の
形
成
（
下
と

（
「
國
華
」
一
四
一
一
一
六
号
、
平
成
一
一
十
七
年
、
國
華
社
）
が
、
本
面
の
作
者
に
つ
い
て
、
前
掲
の
「
浅
井
・
三
田
村
氏
系
図
』
に
「
親
政

八
曲
」
と
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
篠
山
能
楽
資
料
館
の
永
禄
元
年
二
五
五
八
）
の
銘
に
あ
る
「
井
関
親
政
」
と
同
人
で
あ
る
可
能
性
を
示

唆
し
、
井
関
八
曲
斎
の
活
動
期
を
永
禄
か
ら
慶
長
期
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
小
癒
見
面
の
墨
書
銘
の
筆
跡
が
、
前

述
の
近
江
女
面
の
墨
書
銘
と
酷
似
す
る
点
が
注
意
さ
れ
よ
う
。
観
世
座
の
本
面
を
写
し
た
と
あ
る
点
も
共
通
し
、
小
癒
見
面
の
作
者
、
井

関
八
曲
斎
は
先
の
井
関
彦
次
郎
と
同
人
の
可
能
性
が
か
な
り
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
井
関
彦
次
郎
が
七
十
四
歳
の
井
関
八
曲
斎
に
代

わ
っ
て
墨
書
銘
を
認
め
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
実
的
に
は
墨
書
銘
は
本
人
が
記
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彩

色
層
に
隠
れ
て
い
て
判
読
が
不
可
能
な
墨
書
銘
の
部
分
は
、
近
江
女
面
と
同
じ
く
、
「
江
戸
大
納
言
様
よ
り
」
「
被
仰
付
候
間
」
な
ど
と

書
か
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
銘
記
の
文
面
に
も
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
井
関
彦
次
郎
作
の
近
江
女
面
に
は
正
保
二
年
の
銘

ま
た
、
右
記
の
系
図
に
は
見
え
な
い
井
関
姓
の
面
打
に
、
井
関
彦
次
郎
な
る
人
物
も
い
る
。
す
な
わ
ち
、
福
岡
市
立
博
物
館
蔵
近
江
女

面
の
剥
落
し
た
彩
色
下
の
木
地
に
、
次
の
よ
う
な
墨
書
銘
が
あ
る
（
写
真
⑳
）
。

「
武
州
江
戸
大
納
言
様
よ
り
観
世
家
の
／
あ
ふ
ミ
女
の
う
つ
し
被
仰
付
候
間
、
も
う
／
た
う
ほ
と
も
ち
か
へ
す
、
於
京
都
／
井
関

彦
次
郎
是
ヲ
う
つ
す
也
」
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存
在
が
窺
わ
れ
る
点
で
あ
る
。

最
後
に
、
能
面
制
作
史
に
お
け
る
面
打
井
関
家
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
触
れ
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。
本
稿
の
末
尾
に
【
面
打
井
関

家
作
例
一
覧
】
を
掲
載
し
、
管
見
に
入
っ
た
井
関
家
の
作
例
を
す
べ
て
掲
げ
て
お
い
た
。
こ
こ
に
は
墨
書
銘
や
刻
銘
に
よ
っ
て
井
関
家
の

面
打
の
作
と
知
ら
れ
る
も
の
の
み
を
挙
げ
て
お
り
、
井
関
河
内
の
焼
印
の
み
が
あ
る
作
例
に
つ
い
て
は
除
外
し
た
が
、
そ
れ
で
も
七
十
六

例
も
の
作
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
も
、
そ
の
作
者
と
し
て
見
え
る
人
物
は
、
井
関
親
信
・
親
政
・
備
中
守
・
河
内
の
ほ
か
、

か
な
り
の
数
に
上
っ
て
お
り
、
ま
た
、
「
イ
せ
キ
」
と
の
み
あ
っ
て
、
作
者
名
が
明
確
で
な
い
も
の
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
戦

国
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
、
井
関
家
の
系
統
が
、
能
面
制
作
の
一
大
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
勢
力
は
越
前
出
目
の
系
統
を
優
に

圧
倒
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
井
関
が
制
作
し
た
能
面
に
、
い
く
つ
か
の
「
型
」
の

あ
る
。

が
あ
る
。
一
方
の
井
関
八
曲
斎
に
は
年
記
が
確
認
で
き
な
い
が
、
「
八
曲
斎
」
の
名
は
晩
年
の
名
乗
り
と
思
し
く
、
し
か
も
小
癒
見
面
に

は
七
十
四
歳
の
作
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
近
江
女
面
が
制
作
さ
れ
た
正
保
二
年
を
大
き
く
下
っ
た
時
期
の
制
作
と
見
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
井
関
八
曲
斎
の
小
癒
見
面
は
、
田
邊
氏
が
推
測
さ
れ
た
よ
う
な
慶
長
頃
の
作
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
、

井
関
八
曲
を
名
乗
る
人
物
に
も
、
慶
長
期
の
八
曲
と
、
正
保
以
後
に
活
動
し
た
八
曲
斎
と
の
少
な
く
と
も
二
人
が
い
た
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
前
者
の
八
曲
が
天
正
か
ら
慶
長
期
に
活
動
し
た
井
関
次
郎
左
衛
門
家
政
と
同
人
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
「
二
、
井
関
上
総
守

以
後
の
系
譜
」
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
後
者
の
井
関
八
曲
斎
は
井
関
次
郎
左
衛
門
家
政
の
次
の
世
代
に
あ
た
る
人
物
で
、
そ
の
晩
年

に
家
政
の
名
乗
り
で
あ
る
八
曲
を
襲
名
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
井
関
彦
次
郎
（
八
曲
）
が
井
関
家
の
系
図
の
ど

こ
に
位
置
す
る
の
か
、
ま
た
、
井
関
彦
次
郎
の
系
統
が
い
つ
頃
ま
で
能
面
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
の
か
は
、
全
く
明
ら
か
で
は
な
い
の
で

面
打
井
関
家
の
初
代
と
目
さ
れ
る
井
関
上
総
守
親
信
の
唯
一
の
現
存
作
例
が
、
土
佐
神
社
に
所
蔵
さ
れ
る
尉
面
で
あ
る
こ
と
は
先
述
の
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そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
菅
江
真
澄
「
月
の
出
羽
路
」
に
見
え
る
、
「
江
州
大
吉
寺
四
位
中
納
言
」
が
「
今
春
座
」
の
「
水
ト
ヒ

テ
」
を
写
し
た
と
い
う
飛
出
面
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
「
四
位
中
納
言
」
が
西
坊
幸
賢
の
誤
読
で
、
す
な
わ
ち
井
関
親
信
の
囚
男
、
大
光

坊
幸
賢
を
指
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
右
の
墨
書
銘
は
、
そ
の
大
光
坊
が
金
春
家
の
大
飛
出
面
の
写
し
を
制
作

し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
関
戸
氏
旧
蔵
の
大
光
坊
作
の
小
面
も
、
何
に
拠
っ
た
も
の
か
は
不
明
な
が
ら
、
「
金
春
小
面
ウ

ッ
シ
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
金
春
家
の
本
面
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
井
関
家
の
面
打
が

既
に
天
文
年
間
に
金
春
家
の
本
面
に
基
づ
く
写
し
面
の
制
作
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
享
禄
元
年
の

尉
面
は
「
井
関
型
尉
」
Ｌ

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
タ
イ
プ
の
尉
面
が
井
関
家
の
作
例
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
見
市
泰
男
氏
「
能
面
考
（
七
）
」
（
「
観
世
』

六
十
七
巻
七
号
、
平
成
十
二
年
）
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
竹
生
島
宝
厳
寺
・
松
井
文
庫
に
所
蔵
き
れ
て
い
る
尉
面
が
そ
れ
で
、

前
者
に
は
「
大
光
作
」
と
「
Ｍ
」
の
刻
銘
が
、
後
者
に
は
「
イ
せ
キ
◇
」
の
刻
銘
が
あ
り
、
現
行
の
小
尉
面
に
近
い
表
情
な
が
ら
、
雛
の

形
状
な
ど
に
共
通
し
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
見
市
氏
は
こ
れ
を
「
井
関
型
尉
」
と
名
付
け
て
い
る
。
伊
賀
上
野
市
紺
屋
町
蔵
の
役
行

者
面
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
イ
せ
キ
」
作
の
尉
面
も
、
こ
れ
と
同
型
の
面
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
の
こ
と
は
、
井
関
家
に
お
い
て
同
型

の
尉
面
の
写
し
が
作
ら
れ
、
「
型
」
の
踏
襲
が
行
わ
れ
て
い
た
事
実
を
示
し
て
い
よ
う
。
も
っ
と
も
、
右
の
尉
面
を
「
井
関
型
尉
」
と
見

て
よ
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
も
残
る
。
と
い
う
の
も
、
野
田
神
社
蔵
の
「
天
下
一
近
江
」
の
焼
印
が
あ
る
小
尉
、
魚
町
能
楽
会
蔵

の
「
天
下
一
友
閑
」
の
焼
印
が
あ
る
小
尉
、
同
所
蔵
の
出
目
洞
雲
の
作
者
銘
の
あ
る
小
尉
な
ど
、
出
目
姓
の
面
打
の
作
例
に
も
、
同
型
の

尉
面
が
少
な
か
ら
ず
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
出
目
洞
雲
作
の
小
尉
面
に
は
「
金
春
家
之
面
／
小
尉
／
出
目
洞
雲
写
之
／
庸

隆
（
花
押
）
」
と
金
泥
書
が
あ
り
、
「
金
春
家
之
面
」
の
写
し
で
あ
る
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
タ
イ
プ
の

尉
面
は
「
井
関
型
尉
」
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
金
春
家
の
本
面
を
本
歌
に
し
た
も
の
で
、
「
金
春
型
尉
」
と
名
付
け
ら
る
べ
き
も
の
、
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年
記
を
有
す
る
井
関
親
信
作
の
尉
面
が
、
金
春
型
尉
と
同
型
で
あ
る
の
も
、
同
じ
く
金
春
家
の
面
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
型
を
後
代
の
井
関
家
の
面
打
が
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
、
面
打
井
関
家
に
お
い
て
「
写
し
の
制
作
」
が
き
わ
め
て
重
要
な

技
法
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。

ア
ダ
ム
・
ゾ
ー
リ
ン
ジ
ャ
ー
氏
は
、
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
の
鹿
島
鍋
島
藩
伝
来
『
能
面
切
型
図
」
に
所
収
の
三
十
四
面
の
切
型
図
を
考
察

し
、
そ
の
う
ち
特
徴
的
な
造
形
を
示
す
増
髪
・
喝
食
・
橋
姫
・
三
日
月
・
深
沙
の
五
面
に
つ
い
て
、
こ
れ
と
酷
似
す
る
作
例
が
い
ず
れ
も

井
関
家
の
人
物
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
『
佐
賀
鍋
島
の
伝
世
史
料
か
ら
み
た
「
大
名
面
」
の
制
作
と
蒐

集
の
実
態
」
平
成
二
十
二
年
、
風
間
書
房
）
。
そ
の
「
能
面
切
型
図
』
の
成
立
背
景
や
年
代
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
全
く
明
ら
か
に
さ
れ

て
お
ら
ず
、
切
型
図
の
記
述
が
き
わ
め
て
詳
細
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
写
し
の
制
作
技
術
が
確
立
し
た
江
戸
期
の
資
料

の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
切
型
図
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
能
面
の
所
在
と
し
て
「
今
春
太
夫
」
「
観
世
太
夫
」
「
大
和
金
剛
太
夫
」
の
ほ
か
、

「
山
階
坐
」
「
大
和
国
十
二
太
夫
」
な
ど
、
江
戸
初
期
に
は
す
で
に
廃
絶
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
座
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
点
を
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
原
本
は
少
な
く
と
も
江
戸
初
期
以
前
の
成
立
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ

の
中
に
は
「
江
州
南
猿
楽
」
「
山
階
坐
」
と
い
っ
た
近
江
の
猿
楽
座
の
名
が
見
え
、
ま
た
、
ゾ
ー
リ
ン
ジ
ャ
ー
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

井
関
家
の
作
例
と
共
通
す
る
面
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
原
本
は
井
関
家
の
面
打
の
間
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
橋
姫
」
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
に
「
本
面
小
弼
殿
二
有
」
と
見
え
る
「
少
弼
殿
」
が
誰
で
あ
る
の
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
戦
国
期
の
江
南
の
守
護
大
名
六
角
定
頼
が
弾
正
少
弼
を
名
乗
っ
て
お
り
、
同
人
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
井
関
家
が
所

属
し
て
い
た
江
北
の
浅
井
氏
と
江
南
の
六
角
氏
と
は
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
が
、
天
文
一
一
十
二
年
（
一
五
五
三
）
に
浅
井
久
政
と
六
角
義
賢

（
定
頼
の
子
）
と
の
間
で
和
議
が
進
め
ら
れ
、
久
政
が
六
角
義
賢
に
臣
従
す
る
形
で
講
和
が
成
立
し
た
。
浅
井
久
政
の
嫡
男
長
政
は
、
六
角

義
賢
か
ら
偏
諄
を
賜
っ
て
賢
政
と
名
乗
り
、
六
角
氏
の
家
臣
平
井
定
武
の
娘
を
妻
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
浅
井
氏
の
六
角
氏
へ
の
従
属
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は
永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
ま
で
続
く
が
、
こ
の
よ
う
な
両
者
の
関
係
の
中
で
、
六
角
氏
が
所
持
す
る
能
面
の
情
報
が
江
北
の
井
関
氏
の
も

と
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
点
か
ら
、
私
は
「
能
面
切
型
図
』
の
原
本
が
、
戦
国
期
の
井
関
家
の
人
物

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
た
い
の
で
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
『
細
川
家
史
料
」
所
収
の
細
川
忠
利
書
状
の
中
に
、
永
井
信

濃
守
所
持
の
小
面
の
写
し
を
井
関
が
制
作
し
、
大
変
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
き
り
か
た
」
な

ど
の
文
字
も
見
え
、
切
型
を
用
い
て
写
し
が
制
作
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
が
、
天
文
期
の
段
階
で
既
に
金
春
家
の
写
し
面
の
制
作
を

行
っ
て
い
た
井
関
家
の
工
房
で
は
、
こ
の
よ
う
な
切
型
を
用
い
た
精
巧
な
写
し
の
技
術
が
早
く
に
確
立
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

写
し
の
制
作
は
、
江
戸
期
に
入
る
と
能
面
制
作
の
最
も
重
要
な
技
法
と
な
る
が
、
そ
の
技
法
の
成
立
に
井
関
家
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た

こ
と
も
想
像
さ
れ
、
能
面
制
作
史
に
お
い
て
、
井
関
家
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
膨
大
な
作
品
を
生
み
出
し
た
井
関
家
は
、
江
戸
前
期
に
入
る
と
能
面
制
作
を
ぱ
た
り
と
止
め
て
し
ま

う
。
井
関
河
内
の
子
供
達
が
面
打
か
ら
医
業
に
転
身
し
た
だ
け
で
な
く
、
井
関
次
郎
左
衛
門
の
系
統
も
、
寛
文
・
延
宝
以
後
は
、
全
く
能

面
の
作
例
を
遺
し
て
い
な
い
。
加
越
能
文
庫
蔵
「
御
歴
代
御
書
写
」
に
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
一
一
一
月
一
一
十
二
日
、
加
賀
前
田
藩
の
細
工

人
「
伊
関
新
兵
衛
」
が
五
俵
二
斗
を
加
増
さ
れ
た
由
が
見
え
、
こ
の
「
伊
関
新
兵
衛
」
は
『
大
野
出
目
家
伝
書
」
に
「
面
細
工
せ
し
人
」

と
し
て
見
え
る
「
井
関
河
内
甥
」
の
「
新
兵
衛
［
鞍
打
］
」
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
延
宝
以
後
も
全
く
能
面
を
手
掛
け
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
の
勢
力
は
、
江
戸
期
、
世
襲
面
打
家
と
し
て
多
く
の
分
家
・
弟
子
家
を
派
生
し
、
能
面
制
作
の
一
大
勢
力

と
な
っ
た
出
目
家
と
は
比
ぶ
べ
く
も
な
か
っ
た
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
。
そ
の
明
確
な
答
え
を
私
は
ま
だ
見
出
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
に

つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
、
こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
面
打
井
関
家
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
の
末
尾
に
、

参
考
資
料
と
し
て
【
面
打
井
関
家
作
例
一
覧
】
と
【
面
打
井
関
家
年
表
］
と
を
掲
げ
る
。
前
者
は
銘
記
・
刻
銘
に
よ
っ
て
井
関
家
の
作
と

判
明
す
る
作
例
の
全
て
を
掲
げ
た
も
の
で
、
一
部
未
見
の
も
の
も
含
む
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
先
行
論
文
や
図
録
等
に
基
づ
い
て
銘
記
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注（
二
面
打
井
関
家
の
作
例
と
同
じ
く
、
井
関
家
の
作
に
な
る
鞍
に
も
「
◇
」
の
刻
銘
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
「
鞍
打
印
形
」
等
の
資
料
か
ら
知
ら

れ
る
が
、
こ
の
細
工
印
を
刻
む
鞍
の
実
作
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
架
蔵
『
辻
左
仲
由
緒
之
略
』
に
は
、
井
関
家
の
花
押
と
刻

銘
を
転
記
し
た
傍
ら
に
「
天
正
ノ
時
力
、
革
ノ
内
ニ
ヒ
シ
在
」
と
見
え
、
「
◇
」
の
刻
銘
は
鞍
皮
の
下
に
隠
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
今
後
そ

こ
か
ら
井
関
家
の
刻
銘
が
新
た
に
発
見
さ
れ
る
可
能
性
に
期
待
し
た
い
。
な
お
、
同
書
は
井
関
家
に
つ
い
て
「
元
来
面
シ
ノ
家
也
」
と
す
る
が
、

「
鞍
打
印
形
』
等
に
は
、
大
永
頃
と
さ
れ
る
井
関
家
の
鞍
の
存
在
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
鞍
打
と
し
て
の
活
動
の
方
が
先
行
す
る
も
の
と
、
今

の
情
報
を
記
し
て
お
い
た
（
奉
納
者
の
銘
記
は
省
略
）
。
集
録
に
あ
た
っ
て
は
、
田
邊
三
郎
助
氏
・
斎
藤
望
氏
・
後
藤
淑
氏
等
の
先
行
研
究

に
多
く
を
拠
っ
て
い
る
。
ま
た
、
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
姥
は
福
岡
市
立
博
物
館
編
『
能
の
か
た
ち
』
（
平
成
二
十
四
年
、
同
館
）
、
平

泉
寺
白
山
神
社
蔵
翁
は
保
田
紹
雲
氏
の
御
教
示
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
を
知
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
三
）
井
関
十
兵
衛
作
の
銘
記
を
有
す
る
面
に
は
、
ほ
か
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
賢
徳
面
も
あ
る
。
こ
の
面
は
未
見
で
あ
る
が
、
『
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
日
本
美
術
調
査
目
録
』
（
平
成
九
年
、
講
談
社
）
の
解
説
に
よ
る
と
、
「
井
関
十
兵
衛
作
」
の
墨
書
、
鼻
付
根
部
分
に
ｚ
」
の
刻
銘
が
あ
る

と
い
い
、
「
井
関
河
内
と
は
別
に
桃
山
時
代
の
近
江
で
制
作
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
十
兵
衛
の
作
で
、
彼
の
作
品
は
他
に
２
，
３
知
ら
れ
て
い

る
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
長
二
年
、
井
関
十
兵
衛
作
の
大
飛
出
面
と
同
一
人
物
の
作
と
思
し
き
作
例
で
あ
り
、
鼻
付
根
部
分

（
三
鞍
打
井
関
家
の
系
統
に
は
、
他
に
井
関
半
次
郎
を
名
乗
る
家
系
も
あ
っ
た
。
山
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
「
譜
録
」
は
、
後
に
萩
藩
毛
利
家

に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
同
家
の
由
緒
書
で
、
初
代
は
井
関
十
兵
衛
刑
部
入
道
道
種
と
い
い
、
近
江
国
の
出
身
で
、
関
白
豊
臣
秀
次
か
ら

「
白
」
の
字
を
頂
戴
し
、
白
誠
と
名
を
改
め
、
秀
次
の
御
奉
書
に
よ
っ
て
毛
利
家
に
鞍
打
と
し
て
召
し
出
さ
れ
た
と
い
う
。
井
関
十
兵
衛
と
い

う
名
乗
り
か
ら
は
、
井
関
十
兵
衛
家
久
・
十
兵
衛
家
重
と
の
関
係
も
予
想
さ
れ
る
が
、
両
者
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
は
い
ま
だ
見
出
せ
て
い
な

の
と
こ
ろ
考
え
て
お
き
た
い
。

し､
０
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に
「
△
」
の
刻
銘
が
あ
る
と
い
う
点
は
、
「
井
△
」
の
刻
銘
が
あ
る
馬
野
正
基
氏
蔵
猩
々
面
と
の
関
係
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
未
調
査

の
た
め
、
井
関
備
中
守
家
久
と
同
人
の
作
か
ど
う
か
は
、
後
考
に
俟
ち
た
い
。

（
四
）
こ
の
石
田
氏
は
近
江
坂
田
郡
石
田
村
の
郷
士
で
、
後
に
豊
臣
秀
吉
に
召
し
出
さ
れ
た
石
田
三
成
も
そ
の
一
族
の
出
身
で
あ
る
。
後
述
の
寛
政

七
年
「
由
緒
書
』
に
は
、
井
関
家
と
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
た
石
田
家
の
系
譜
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
石
田
三
成
の
父
に
あ

た
る
石
田
正
継
か
ら
数
え
て
五
代
目
の
子
孫
の
石
田
吉
兵
衛
善
長
が
井
関
河
内
の
娘
「
万
」
の
夫
に
あ
た
り
、
そ
の
子
吉
兵
衛
長
得
は
井
関
常

立
（
井
関
河
内
の
息
子
）
の
門
弟
と
な
っ
て
医
道
を
学
び
、
後
に
井
関
姓
に
改
め
て
い
る
。
「
由
緒
書
」
に
基
づ
き
、
石
田
家
の
系
図
を
示
す
と

注
目
さ
れ
る
の
は
、
石
田
正
継
か
ら
数
え
て
四
代
目
に
石
田
敬
徳
の
名
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
五
太
夫
、
又
少
左
衛
門
ト
称
ス
、
後
改
友
雪
」

と
注
記
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
観
世
黒
雪
の
弟
子
で
、
元
和
卯
月
本
の
刊
行
で
知
ら
れ
る
石
田
少
左
衛
門

友
雪
そ
の
人
で
あ
ろ
う
。
天
野
文
雄
氏
「
光
悦
と
能
」
（
「
特
別
展
光
悦
と
能
』
、
平
成
十
一
年
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
石

田
友
雪
は
幼
少
時
を
近
江
海
津
で
過
ご
し
、
寛
永
八
年
に
は
、
海
津
天
神
社
に
「
三
十
六
歌
仙
扁
額
」
を
奉
納
し
て
い
る
が
、
友
雪
が
海
津
に

住
ん
で
い
た
の
も
、
浅
井
氏
の
没
落
に
よ
っ
て
石
田
村
か
ら
逃
れ
て
き
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
「
由
緒
書
」
は
、
そ
の
敬
徳
の
子
「
某
」
に
も

言
及
し
、
「
父
子
ト
モ
無
比
能
書
、
歌
仙
筆
書
也
」
と
注
記
す
る
が
、
こ
の
人
物
は
謡
本
を
も
残
し
て
い
る
石
田
松
雪
斎
了
進
か
石
田
松
玄
斎

以
下
の
如
く
で
あ
る
。

石
田
正
継

戸定
継
戸
鯏
Ｉ
Ｆ
繩

吉
右
衛
門

少
左
衛
門

維
継
ｌ
長
継Ｈ酬矧石田善長１石目井関一長得ｌ井関長篤

吉
兵
衛
吉
兵
衛

吉
兵
衛
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（
五
）
浅
井
氏
の
滅
亡
後
に
故
地
を
離
れ
、
武
具
の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
も
の
に
、
浅
井
重
兵
衛
な
る
人
物
も
い
る
。
『
甲
冑
・
鐙
・
刀
装
具
』

（
平
成
九
年
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
）
所
載
の
「
先
祖
由
緒
帳
丼
一
類
附
帳
』
に
よ
る
と
、
加
賀
藩
お
抱
え
の
甲
冑
師
浅
井
伝
太
郎
の
先
祖
は

浅
井
重
兵
衛
勝
光
と
い
い
、
浅
井
長
政
の
従
弟
で
あ
っ
た
が
、
戦
場
で
負
傷
し
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
た
め
、
鍛
冶
細
工
に
携
わ
っ
た
と
い

う
。
浅
井
氏
滅
亡
後
に
甲
冑
師
と
し
て
上
杉
謙
信
に
抱
え
ら
れ
、
謙
信
の
没
後
は
京
都
に
住
ん
で
、
徳
川
家
の
細
工
御
用
を
勤
め
、
そ
の
後
、

加
賀
前
田
家
に
抱
え
ら
れ
た
と
あ
る
。

（
六
）
海
津
西
浜
の
青
光
院
は
同
寺
に
伝
わ
る
縁
起
「
源
智
山
真
照
寺
青
光
院
略
縁
起
』
に
よ
る
と
、
関
ヶ
原
合
戦
の
際
に
焼
失
し
、
荒
廃
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
僅
か
に
残
っ
た
六
斎
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
地
蔵
菩
薩
を
信
仰
し
て
い
た
「
井
関
十
兵
衛
家
重
」
が
、
地
蔵
菩
薩
の
加
護
に
よ
り
、

徳
川
家
綱
の
子
息
の
眼
病
を
見
事
治
療
し
て
数
々
の
褒
美
を
賜
り
、
井
関
河
内
守
の
許
し
を
受
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
堂
舎
を
寄
進
し
た
の
に

始
ま
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
青
光
院
は
井
関
河
内
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
寺
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
右
に
眼
病
の
治
療
の
一
件
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
河
内
の
息
子
井
関
玄
説
（
医
師
）
と
の
混
同
が
疑
わ
れ
よ
う
。
実
際
、
「
源
智
山
真
照
寺
青
光
院
略
縁
起
』
に
は
、
随
所

に
貼
紙
に
よ
る
訂
正
が
見
ら
れ
、
貼
紙
以
前
の
本
文
に
は
、
「
井
関
河
内
ハ
法
服
の
二
字
の
官
位
を
許
さ
れ
」
と
、
井
関
河
内
が
褒
美
に
よ
っ

て
法
服
位
を
許
さ
れ
て
、
井
関
玄
説
法
服
と
名
を
改
め
た
、
と
あ
り
、
井
関
河
内
家
重
と
そ
の
子
玄
説
と
の
混
同
が
認
め
ら
れ
る
。
結
論
か
ら

言
え
ば
、
青
光
院
を
再
興
し
た
の
は
井
関
玄
説
で
あ
り
、
『
海
津
村
郷
土
誌
」
に
も
「
現
今
ノ
本
堂
ハ
元
禄
五
年
、
井
関
法
服
ノ
再
興
セ
シ
モ

盛
直
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
松
雪
斎
了
進
は
友
雪
の
子
で
は
な
く
、
弟
で
あ
っ
た
が
、
「
三
十
六
歌
仙
一
扁
額
」
で
は
兄
友
雪
と
と
も
に
揮
毫
し

て
お
り
、
友
雪
の
子
と
誤
認
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
由
緒
書
」
に
は
、
石
田
善
長
の
父
石
田
吉
兵
衛
則
継
が
、
村
上
周
防
守
に

仕
え
る
石
田
吉
右
衛
門
亮
継
の
養
子
と
な
っ
た
が
、
亮
継
の
急
死
の
た
め
、
家
督
を
相
続
し
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
そ
の
記
述
の
中
に

「
吉
右
衛
門
自
筆
之
調
本
一
冊
」
を
今
に
所
持
す
る
、
と
あ
っ
て
、
吉
右
衛
門
亮
継
が
謡
本
の
書
写
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
の

系
図
に
よ
れ
ば
、
吉
右
衛
門
は
石
田
友
雪
の
叔
父
に
あ
た
り
、
石
田
家
と
謡
と
の
関
わ
り
の
前
史
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

「
由
緒
書
」
が
伝
え
る
石
田
友
雪
の
「
敬
徳
」
「
五
太
夫
」
と
い
う
名
乗
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
他
の
資
料
で
確
認
さ
れ
て
お

「
由
緒
書
」
が
伝
え
る
石
田
友

ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
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６
黒
川
能
上
座
蔵
黒
髭
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
ク
ロ
ヒ
ヶ
／
次
之
介
作
」
）

７
黒
川
能
上
座
蔵
鷹
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
タ
カ
ノ
オ
モ
テ
／
次
之
介
作
」
）

８
河
村
隆
司
氏
旧
蔵
天
神
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
テ
ン
ジ
ン
／
次
之
介
作
」
）

９
福
岡
市
博
物
館
蔵
大
飛
出
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
大
と
ひ
て
／
備
中
守
作
」
）

５
本
村
井
神
社
蔵
毘
沙
門
面
（
面
裏
朱
漆
書
銘
「
江
州
浅
井
郡
大
吉
寺
住
／
西
ノ
坊
／
恵
久
法
印
作
／
毘
沙
門
／
六
十
四
歳
時
／
於
不
勤
山
／
天
正
二
年
一
一
一

４
片
山
能
楽
保
存
財
団
蔵
飛
出
面
（
面
裏
刻
銘
「
江
北
大
光
作
Ｍ
」
、
彩
色
下
墨
書
銘
「
江
州
北
郡
大
吉
寺
西
之
坊
幸
賢
作
／
四
十
七
歳
ノ
造
也
」
「
千
時

【
面
打
井
関
家
作
例
一
覧
】

１
土
佐
神
社
蔵
尉
（
彩
色
下
墨
書
銘
「
江
州
坂
田
北
郡
／
住
人
井
関
［
上
総
守
］
／
源
親
信
作
也
／
千
時
享
［
禄
］
元
年
／
八
月
十
六
日
」
）

２
篠
山
能
楽
資
料
館
蔵
般
若
（
面
裏
鼻
上
部
刻
銘
「
◇
」
。
彩
色
下
墨
書
銘
「
江
州
北
郡
住
／
井
関
親
政
作
」
「
永
禄
元
年
壬
六
月
吉
日
」
）

３
柏
原
町
八
幡
神
社
蔵
尉
面
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
江
北
大
光
作
Ｍ
」
、
彩
色
下
墨
書
銘
「
江
州
北
郡
大
吉
寺
西
之
坊
住
持
／
恵
鎮
（
花
押
と
「
衆
人
（
梵
字

弘
治
参
年
十
一
月
十
三
日
」
）

月
五
日
」
）

タ
ラ
ー
ク
）
愛
敬
」
）

ノ
ナ
リ
」
と
あ
り
、
享
保
九
年
「
明
細
帳
」
に
も
「
当
寺
大
施
主
江
戸
二
而
井
関
玄
説
法
眼
」
と
あ
る
。
そ
の
再
興
以
前
の
寺
号
が
真
照

寺
で
、
井
関
玄
説
が
同
寺
を
再
興
す
る
に
あ
た
り
、
父
河
内
の
戒
名
を
取
っ
て
、
青
光
院
と
寺
号
を
改
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
付
記
）

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
（
Ｂ
）
「
能
・
狂
言
面
の
創
出
と
派
生
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」
（
課
題
番
号
２
３
３
２
０
０
５
６
，

２
０
１
１
～
２
０
１
４
年
度
、
研
究
代
表
者
・
大
谷
節
子
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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、
茂
山
千
五
郎
家
蔵
白
蔵
主
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
／
備
中
守
作
ご

ｎ
壬
生
寺
蔵
閻
魔
面
（
面
裏
墨
書
銘
「
文
禄
参
年
／
井
関
東
悦
／
参
月
拾
五
日
」
）

、
松
尾
神
社
蔵
尉
面
（
面
裏
墨
書
銘
「
井
／
宗
悦
（
花
押
）
／
関
」
）

咀
某
所
蔵
大
飛
出
（
彩
色
下
墨
書
銘
「
江
州
北
郡
／
井
関
十
兵
□
／
慶
長
二
年
／
正
月
吉
日
／
大
□
□
」
）

ｕ
薬
莱
神
社
蔵
大
癒
見
（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
備
中
守
作
／
大
ヘ
シ
（
花
押
）
／
慶
長
三
年
六
月
日
ご

砠
黒
川
能
上
座
蔵
橋
姫
（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
備
中
守
作
／
ハ
シ
ヒ
メ
（
花
押
）
／
慶
長
十
三
年
一
一
一
月
日
」
）

肥
ス
テ
フ
ァ
ン
。
Ｅ
・
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
蔵
大
喝
食
（
面
裏
朱
漆
銘
「
井
関
備
中
守
作
／
カ
ッ
シ
キ
ヲ
モ
テ
（
花
押
）
／
三
月
吉
日
」
）

Ⅳ
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
尉
（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
十
兵
衛
作
」
、
面
裏
鼻
上
部
に
刻
銘
ｚ
」
）

肥
馬
野
正
基
氏
蔵
猩
々
（
面
裏
額
鼻
部
刻
銘
「
井
」
「
合
）

四
宝
厳
寺
蔵
小
尉
（
面
裏
額
鼻
部
刻
銘
「
大
光
作
」
「
凶
」
）

加
多
賀
大
社
蔵
茗
荷
悪
尉
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
井
脚
」
）

Ⅲ
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
姥
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
井
Ｍ
」
）

皿
東
京
国
立
博
物
館
蔵
宝
来
女
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
井
関
大
光
坊
作
」
）

朋
日
坂
春
日
神
社
蔵
般
若
（
彩
色
下
墨
書
銘
「
江
北
住
人
」
「
山
健
斎
（
花
押
）
／
」
）

別
須
受
八
幡
宮
蔵
蛙
（
面
裏
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
、
彩
色
下
墨
書
銘
「
江
州
坂
田
北
郡
住
人
／
井
関
□
也
」
）

閉
銭
仙
会
蔵
曲
見
（
面
裏
墨
書
銘
「
井
関
／
家
政
／
直
之
』

別
福
岡
市
立
博
物
館
蔵
近
江
女
面
（
彩
色
下
墨
書
銘
「
武
州
江
戸
大
納
言
様
よ
り
観
世
家
の
／
あ
ふ
ミ
女
の
う
つ
し
被
仰
付
候
間
、
も
う
／
た
う
ほ
と
も

ち
か
へ
す
、
於
京
都
／
井
関
彦
次
郎
是
ヲ
う
つ
す
也
」
「
正
保
二
年
／
午
五
月
吉
日
」
）

〃
根
来
寺
蔵
小
癒
見
（
彩
色
下
墨
書
銘
「
［

］
り
観
世
座
小
へ
シ
の
写
／
［
］
井
関
八
曲
斎
七
十
四
の
年
／
［
］
也
」
）

肥
魚
町
能
楽
会
蔵
小
面
（
面
裏
金
泥
書
銘
「
寛
永
乙
亥
／
今
春
本
面
／
井
関
写
／
家
重
（
花
押
こ
）
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魚
町
能
楽
会
蔵
大
癒
見
（
面
裏
朱
漆
書
銘
「
行
年
七
十
三
歳
／
源
家
重
（
花
押
と
、
焼
印
「
天
下
一
河
内
」
）

某
所
蔵
曲
見
（
彩
色
下
墨
書
銘
「
武
州
於
江
戸
／
寛
永
十
六
年
二
月
吉
日
／
井
関
河
内
大
橡
／
源
家
重
」
、
焼
印
「
天
下
一
河
内
」
）

福
岡
市
博
物
館
蔵
深
井
（
彩
色
下
墨
書
銘
「
武
州
江
戸
ニ
テ
／
正
保
四
年
八
月
吉
日
／
井
関
河
内
大
抵
源
家
童
作
」
）

佐
野
美
術
館
蔵
那
郷
男
（
彩
色
下
墨
書
銘
「
正
保
四
年
［
］
」
「
［
］
河
内
大
抵
／
源
家
童
作
」
）

東
湖
八
坂
神
社
蔵
小
尉
（
彩
色
下
墨
書
銘
「
武
州
江
戸
ニ
テ
／
慶
安
四
年
弐
月
吉
日
／
井
関
河
内
極
／
源
家
童
作
」
、
焼
印
「
天
下
一
河
内
」
）

鎮
仙
会
蔵
小
面
（
彩
色
下
墨
書
銘
「
慶
安
五
年
／
卯
月
十
五
日
／
城
州
於
京
都
／
井
関
河
内
大
抵
／
源
家
童
作
」
）

宝
生
会
蔵
墾
（
面
裏
額
鼻
部
分
刻
銘
「
イ
」
「
◇
」
、
面
裏
両
端
刻
銘
「
井
関
出
雲
守
」
「
寄
進
」
）

福
岡
市
立
博
物
館
蔵
白
蔵
主
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
井
関
／
次
左
作
◇
』

篠
山
能
楽
資
料
館
蔵
大
飛
出
（
面
裏
鼻
奥
刻
銘
「
◇
』

宇
佐
神
宮
蔵
白
色
尉
（
面
裏
鼻
中
央
部
刻
銘
「
◇
」
）

野
村
美
術
館
蔵
小
天
神
（
面
裏
鼻
中
央
部
刻
銘
「
◇
」
。
「
◇
」
の
刻
銘
を
埋
め
て
「
赤
鶴
」
と
朱
書
き
す
る
）

長
滝
白
山
神
社
蔵
喝
食
（
面
裏
鼻
上
部
刻
銘
「
◇
」
。
次
の
霊
女
と
同
じ
作
者
か
）

ベ
ル
ン
歴
史
博
物
館
蔵
霊
女
（
面
裏
鼻
上
部
刻
銘
「
◇
」
）

平
泉
寺
白
山
神
社
蔵
白
色
尉
・
黒
色
尉
（
面
裏
刻
銘
「
◇
」
）

関
春
日
神
社
蔵
霊
男
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

日
坂
春
日
神
社
蔵
飛
出
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

エ
ッ
セ
ン
民
族
博
物
館
蔵
白
蔵
主
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

ス
テ
フ
ァ
ン
。
Ｅ
・
マ
ー
ヴ
ィ
ン
氏
蔵
今
若
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
。
次
の
那
郵
男
と
同
じ
作
者
か
）

長
崎
諏
訪
神
社
蔵
那
郵
男
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

粟
谷
能
夫
氏
蔵
平
太
（
面
裏
額
鼻
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）
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敦
賀
市
気
比
神
宮
蔵
朝
倉
尉
（
面
裏
額
鼻
部
分
刻
銘
「
ィ
せ
キ
◇
」
）

伊
賀
上
野
市
紺
屋
町
蔵
尉
（
役
行
者
）
（
面
裏
刻
銘
額
鼻
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

茂
山
忠
三
郎
家
蔵
猿
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

野
村
美
術
館
蔵
姥
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
ィ
せ
キ
◇
（
花
押
と
。
次
の
若
女
・
若
男
・
朝
倉
尉
と
同
一
花
押
。
同
じ
作
者
か
）

生
面
神
社
蔵
若
女
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
（
花
押
と
）

金
桜
神
社
蔵
若
男
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
（
花
押
と
）

某
所
蔵
朝
倉
尉
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
（
花
押
と
。
内
藤
泰
二
氏
『
観
る
」
に
よ
る
）

魚
町
能
楽
会
蔵
賢
徳
（
面
裏
鼻
部
刻
銘
「
◇
ご

多
賀
大
社
蔵
三
日
月
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
休
心
」
）

金
桜
神
社
蔵
増
髪
（
面
裏
鼻
部
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
。
左
端
部
の
彩
色
下
に
墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
る
。
次
の
橋
姫
と
同
じ
作
者
か
）

多
賀
大
社
橋
姫
（
面
裏
鼻
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

松
井
文
庫
蔵
小
尉
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

日
枝
神
社
蔵
擢
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
』

熊
野
本
宮
大
社
蔵
姥
（
面
裏
額
鼻
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
』

那
谷
寺
蔵
父
尉
（
未
見
）

関
春
日
神
社
蔵
若
い
女
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
ご

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
眉
露
（
面
裏
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

長
浜
市
足
柄
神
社
蔵
茗
荷
悪
尉
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
セ
キ
◇
」
）

長
浜
市
足
柄
神
社
蔵
大
天
神
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
セ
キ
◇
」
）

篠
山
能
楽
資
料
館
蔵
喝
食
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
セ
キ
◇
」
）
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【
面
打
井
関
家
年
表
】

享
禄
元
年
八
月
十
六
日

天
文
十
二
年
五
月
十
九
日

弘
治
三
年
十
一
月
十
三
日

弘
治
四
年
正
月
二
十
九
日

永
禄
元
年
閏
六
月

天
正
二
年
一
一
一
月
五
日

天
正
十
六
年
二
月

天
正
十
七
年
六
月

文
禄
三
年
三
月
十
五
日

慶
長
二
年
正
月

慶
長
三
年
六
月

7５７４７３７２７１７０６９
国
（
文
化
庁
）
蔵
黒
色
尉
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
セ
キ
◇
」
）

泉
屋
博
古
館
分
館
蔵
泣
増
（
面
裏
額
鼻
部
刻
銘
「
イ
セ
キ
◇
」
）

善
竹
忠
一
郎
家
蔵
通
円
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

善
竹
忠
一
郎
家
蔵
尼
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ピ
ッ
ト
・
リ
ヴ
ァ
ー
ス
博
物
館
蔵
痩
男
（
面
裏
額
部
分
刻
銘
「
井
関
」
）

菅
生
石
部
神
社
蔵
白
色
尉
（
面
裏
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

菅
生
石
部
神
社
蔵
増
女
（
面
裏
刻
銘
「
イ
せ
キ
◇
」
）

井
関
親
信
（
上
総
守
）
、
尉
面
を
制
作
す
る
（
土
佐
神
社
蔵
彩
色
下
墨
書
銘
）

大
光
坊
幸
賢
、
春
日
神
社
本
地
仏
の
制
作
す
る
（
春
日
神
社
蔵
本
地
仏
足
裏
墨
書
銘
）

大
光
坊
幸
賢
（
四
十
七
歳
）
、
飛
出
面
を
制
作
す
る
（
片
山
能
楽
保
存
財
団
蔵
面
彩
色
下
墨
書
銘
）

大
光
坊
幸
賢
（
四
十
八
歳
。
井
関
上
総
守
四
男
）
、
小
面
面
を
制
作
す
る
（
関
戸
氏
旧
蔵
面
彩
色
下
墨
書
銘
）

井
関
親
政
、
般
若
面
を
制
作
す
る
（
能
楽
資
料
館
蔵
般
若
面
彩
色
下
墨
書
銘
）

大
吉
寺
西
之
坊
恵
久
法
印
、
不
動
山
に
お
い
て
毘
沙
門
面
を
制
作
す
る
（
本
村
井
神
社
蔵
毘
沙
門
面
朱
漆
書
銘
）

井
関
某
、
金
貝
蒔
絵
鞍
を
制
作
す
る
（
紀
州
東
照
宮
蔵
鞍
墨
書
銘
）

井
関
某
、
黒
漆
塗
鞍
を
制
作
す
る
（
紀
州
東
照
宮
蔵
鞍
墨
書
銘
）

井
関
東
悦
、
閻
魔
面
を
制
作
す
る
（
壬
生
寺
蔵
面
裏
墨
書
）

井
関
十
兵
衛
、
大
飛
出
面
を
制
作
す
る
（
個
人
蔵
面
裏
墨
書
銘
）

井
関
備
中
守
、
大
癒
見
面
を
制
作
す
る
（
薬
莱
神
社
蔵
面
裏
墨
書
銘
）
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慶
長
九
年
七
月

慶
長
十
年
正
月

慶
長
十
三
年
三
月

慶
長
十
九
年
三
月
一
一
十
五
日

元
和
四
年
十
二
月
一
一
十
一
一
日

寛
永
三
年
七
月

寛
永
三
年
十
二
月
九
日

寛
永
三
年
十
二
月
二
十
四
日

寛
永
五
年
三
月
十
五
日

寛
永
五
年
八
月
六
日

寛
永
五
年
十
二
月
一
一
十
五
日

寛
永
七
年
七
月

寛
永
八
年

寛
永
十
年
八
月
一
日

寛
永
十
年
九
月
九
日

寛
永
十
一
年

寛
永
十
二
年

寛
永
十
六
年
二
月

寛
永
十
六
年

寛
永
十
八
年
五
月
五
日

井
関
某
、
越
前
北
庄
に
お
い
て
南
蛮
人
蒔
絵
鞍
を
制
作
す
る
（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
鞍
居
木
裏
墨
書
銘
）

井
関
次
郎
左
衛
門
尉
入
道
八
曲
作
の
獅
子
頭
、
伊
夫
岐
神
社
に
奉
納
き
る
（
伊
夫
岐
神
社
蔵
獅
子
頭
銅
板
銘
）

井
関
備
中
守
、
橋
姫
面
を
制
作
す
る
（
黒
川
能
上
座
蔵
面
裏
墨
書
銘
）

井
関
太
郎
二
郎
、
多
賀
不
動
院
別
当
の
慈
性
に
面
の
製
作
・
彩
色
法
を
教
え
る
（
慈
性
日
記
）

井
関
河
内
の
息
子
玄
説
、
近
江
海
津
に
生
る
（
墓
碑
銘
）

井
関
某
、
雛
菊
蒔
絵
鞍
を
作
る
（
高
津
古
文
化
会
館
蔵
鞍
居
木
裏
墨
書
銘
）

井
関
備
中
守
家
久
没
（
青
光
院
過
去
帳
）

井
関
河
内
、
海
津
西
浜
の
宗
泉
よ
り
屋
敷
を
買
得
（
鴻
山
文
庫
旧
蔵
「
永
代
売
渡
申
屋
敷
之
事
」
）

江
戸
の
井
関
二
郎
左
衛
門
方
に
慈
性
参
着
（
慈
性
日
記
）

井
関
太
郎
次
、
慈
性
よ
り
銀
子
を
受
け
取
る
（
慈
性
日
記
）

井
関
河
内
の
先
妻
（
桂
田
氏
）
没
（
青
光
院
過
去
帳
）

井
関
、
永
井
信
濃
守
所
持
小
面
の
写
し
を
制
作
す
る
（
永
青
文
庫
蔵
細
川
三
斎
書
状
）

井
関
河
内
の
息
子
玄
説
、
江
戸
に
来
住
（
墓
碑
銘
）

井
関
河
内
、
出
目
源
介
と
と
も
に
白
書
院
外
縁
通
に
て
将
軍
に
御
目
見
（
酒
丼
家
本
江
戸
幕
府
日
記
）

井
関
、
白
書
院
御
縁
に
て
将
軍
に
御
目
見
（
酒
井
家
本
江
戸
幕
府
日
記
）

井
関
河
内
の
娘
万
、
江
戸
に
生
る
（
個
人
蔵
『
井
関
室
人
行
状
」
）

井
関
河
内
、
小
面
面
を
制
作
す
る
（
魚
町
能
楽
会
蔵
面
裏
金
泥
書
）

井
関
河
内
、
江
戸
に
お
い
て
曲
見
面
を
制
作
す
る
（
個
人
蔵
面
彩
色
下
墨
書
）

井
関
万
、
父
母
と
と
も
に
近
江
に
帰
国
（
個
人
蔵
「
井
関
室
人
行
状
こ

井
関
太
郎
二
郎
、
江
戸
城
白
書
院
に
て
木
地
御
鞍
を
進
上
し
、
大
津
惣
代
・
将
棋
の
役
者
と
と
も
に
将
軍
に
御
目
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慶
安
三
年
九
月
九
日

慶
安
四
年
四
月

慶
安
五
年
四
月
十
五
日

明
暦
元
年

正
保
四
年
八
月

正
保
四
年
九
月
九
日

正
保
四
年
某
月

慶
安
元
年
五
月
五
日

慶
安
元
年
九
月
九
日

慶
安
二
年
五
月
五
日

正
保
三
年
五
月
五
日

正
保
二
年
五
月

寛
永
十
九
年
五
月
五
日

正
保
二
年
五
月
五
日

見
（
酒
井
家
本
江
戸
幕
府
日
記
）

「
井
関
父
子
」
、
江
戸
城
白
書
院
落
縁
に
て
碁
打
・
将
棋
指
・
大
津
惣
代
と
と
も
に
御
目
見
（
酒
井
家
本
江
戸
幕
府

日
記
）

「
鞍
打
井
関
」
、
江
戸
城
白
書
院
に
て
碁
打
・
将
棋
指
・
大
津
惣
代
と
と
も
に
御
目
見
（
酒
井
家
本
江
戸
幕
府
日

記
）

井
関
彦
次
郎
、
江
戸
大
納
言
の
命
に
よ
り
観
世
家
の
近
江
女
の
写
し
を
制
作
す
る
（
福
岡
市
立
博
物
館
蔵
彩
色
下

墨
書
銘
）

井
関
河
内
、
江
戸
城
白
書
院
に
て
碁
打
「
一
一
一
知
」
・
大
津
町
人
惣
代
と
と
も
に
御
目
見
（
酒
井
家
本
江
戸
幕
府
日

記
）

井
関
河
内
、
江
戸
に
お
い
て
深
井
面
を
制
作
す
る
（
福
岡
市
立
博
物
館
蔵
面
彩
色
下
墨
書
）

井
関
、
江
戸
城
白
書
院
に
て
本
阿
弥
ら
と
と
も
に
御
目
見
（
酒
井
家
本
江
戸
幕
府
日
記
）

井
関
河
内
、
那
郵
男
面
を
制
作
す
る
（
佐
野
美
術
館
蔵
面
彩
色
下
墨
書
）

「
鞍
打
井
関
」
、
江
戸
城
白
書
院
に
て
御
目
見
（
酒
井
家
本
江
戸
幕
府
日
記
）

「
伊
関
河
内
」
、
紺
屋
五
郎
右
衛
門
、
碁
・
将
棋
ざ
し
と
と
も
に
将
軍
に
御
目
見
（
内
閣
文
庫
本
御
日
記
）

「
井
関
太
左
衛
門
」
、
江
戸
城
白
書
院
落
縁
に
て
紺
屋
五
郎
右
衛
門
・
大
津
惣
代
と
と
も
に
御
目
見
（
酒
井
家
本
江

戸
幕
府
日
記
）

井
関
、
狩
野
右
近
ら
と
と
も
に
江
戸
城
白
書
院
に
て
御
目
見
（
酒
井
家
本
江
戸
幕
府
日
記
）

井
関
河
内
、
江
戸
に
お
い
て
一
一
一
光
尉
面
を
制
作
す
る
（
東
湖
八
坂
神
社
蔵
面
彩
色
下
墨
書
）

井
関
河
内
、
京
都
に
お
い
て
小
面
面
を
制
作
す
る
（
鏡
仙
会
蔵
面
彩
色
下
墨
書
）

井
関
河
内
、
出
目
一
一
一
十
郎
と
と
も
に
江
戸
幕
府
の
配
当
帳
に
名
前
が
見
え
る
（
金
春
宗
家
蔵
「
公
儀
・
諸
向
古
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寛
文
元
年
五
月
五
日

寛
文
二
年
五
月
五
日

寛
文
二
年
十
一
月
一
一
十
三
日

寛
文
三
年
正
月
二
日

寛
文
四
年
五
月
五
日

寛
文
三
年
九
月
二
十
七
日

寛
文
十
三
年
二
月
十
一
日

貞
享
四
年
三
月
一
一
十
一
一
日

万
治
二
年
五
月
五
日

万
治
二
年
九
月
九
日

万
治
三
年
五
月
五
日

明
暦
三
年
四
月
二
十
日

明
暦
三
年
五
月
五
日

明
暦
三
年
十
月
三
日

明
暦
三
年

キ
書
附
写
集
乞

井
関
河
内
没
（
永
運
院
過
去
帳
・
青
光
院
過
去
帳
）

鞍
工
の
「
伊
関
太
郎
次
郎
」
、
江
戸
城
に
参
上
（
柳
営
日
次
記
）

井
関
河
内
の
息
子
井
関
次
郎
右
衛
門
没
（
、
水
運
院
過
去
帳
・
青
光
院
過
去
帳
）

こ
の
年
頃
の
編
と
思
わ
れ
る
五
座
能
役
者
付
に
観
世
座
の
小
鼓
役
者
と
し
て
井
関
次
郎
右
衛
門
の
名
あ
り
（
観
世

新
九
郎
家
文
庫
蔵
明
暦
三
年
能
役
者
付
）

「
御
鞍
師
伊
関
二
郎
右
衛
門
」
、
江
戸
城
に
参
上
（
柳
営
日
次
記
）

井
関
次
郎
左
衛
門
、
江
戸
城
に
参
上
（
柳
営
日
次
記
）

「
鞍
工
井
関
太
郎
次
郎
」
、
江
戸
城
に
参
上
。
「
御
鞍
晉
井
関
豊
治
郎
」
、
白
書
院
に
て
扶
持
を
下
さ
れ
、
御
礼
を

申
し
上
る
（
柳
営
日
次
記
）

「
鞍
工
井
関
治
郎
左
衛
門
」
、
江
戸
城
白
書
院
畳
縁
に
て
将
軍
に
御
目
見
（
柳
営
日
次
記
）

井
関
次
郎
左
衛
門
、
江
戸
城
黒
書
院
に
て
将
軍
に
御
目
見
（
柳
営
日
次
記
）

御
細
工
頭
井
関
与
五
郎
、
日
光
御
供
を
仰
せ
付
け
ら
る
（
柳
営
日
次
記
）

井
関
治
郎
左
衛
門
、
江
戸
城
白
書
院
板
縁
に
て
扶
持
を
下
さ
る
（
柳
営
日
次
記
）

鞍
打
井
関
次
郎
右
衛
門
、
江
戸
城
白
書
院
に
て
将
軍
に
御
目
見
（
柳
営
日
次
記
）

井
関
河
内
の
息
子
井
関
市
之
助
没
（
永
運
院
過
去
帳
）

井
関
河
内
の
後
妻
（
坂
本
氏
）
没
（
、
水
運
院
過
去
帳
）

加
賀
前
田
藩
の
細
工
人
「
伊
関
新
兵
衛
」
、
五
俵
二
斗
加
増
ざ
る
（
加
越
能
文
庫
蔵
「
御
歴
代
御
書
写
」
）


